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    　　　　序章


    



    　第一特区からもたらされた〝生命の果実〟。


    　人間に活力を与える代わりに、〝文字〟という文明──知恵を簒さん奪だつする危険な林りん檎ご。


    　副作用は大きいものの、不治の病すら癒やす有用性は無視できず、各特区はこの果実を病院などの特定箇所で扱う薬品として限定的に認可することになった。


    　その協定が結ばれる日、各特区から代表者が集ったのだが──そこで思わぬ事態が起こる。


    「さすがにこれは予想外だったのです」


    　狐を思わせる耳と尻尾をピンと立てて、第七特区の柱たる少女が呟つぶやく。


    　彼女──照てる日ひの後ろで護衛として控えていた湊みなとは、小声で彼女に応じた。


    「ああ。まさか《宙翁ブラフマー》と《魂沌ケイオス》が自みずから調印式に出てくるなんてな」


    　濃い神しん気きと緊張感に満ちた会場を見回す湊の隣では、大刀を背負った草くさ薙なぎも周囲に鋭い眼まな差ざしを向けている。


    「しかも今回の件では当事者じゃないにもかかわらず……だ。いったい何が目的なんだか」


    　照日側の護衛として同席した天使──ミカエル・ザ・サードは、冷や汗を垂らしながら草薙の言葉に頷うなずいた。


    「そうね、ホントに訳がわからない。ガブリエルのことを気にしている場合じゃないわね……」


    　第七特区郊外、沿岸部に程近い屋根のないスタジアム──以前、照日の凱がい旋せん式典が行われた広い会場の中心には、八つの席が円形に配置されている。


    　それは七つの特区と巫ふ道どう機関の代表者に用意されたもの。


    　第一特区の席には、《天元エール》の名みよう代だいである天使ガブリエル。第二特区の席には《虚帝ギンヌンガガプ》の側近だという三メートルほどの体たい躯くを持つ岩巨人ゴーレム。第七特区の席には、もちろん照日。巫道機関の席には副総そう帥すいの男性が座っている。


    　当事者とは、つまりその四名。生命の果実を輸出していた第一特区と輸入していた第二特区、第七特区、そして果実に翻ほん弄ろうされた人間側の代表のこと。


    　ほかの特区間では今のところ問題は起きていない。それでも全特区で協定を結ぶことにしたのは、今後のためだ。けれど当事者ではなかった特区においては、生命の果実に関する問題の重要性は低い。


    　完全な自給自足を行っている《源仙コンロン》の第四特区や、《天元》との確執がある《始魔ヴアルプルギス》の第五特区は、今後も第一特区から輸入をする予定はないため、完全に形式的な参加となっていた。


    　けれど照日と懇意になった二柱の神祖オリジンは、それぞれの右腕を派遣してくれている。


    　第四特区の席には、《源仙》眷けん属ぞくのナタク。第五特区の席には魔女のエキドナが腰を下ろしていた。


    　ただ、問題は残りの二席。


    　当事者ではなく、なおかつ照てる日ひとの深い縁故もないというのに、神祖自らが調印式に訪れたのだ。


    　第三特区の席に座るのは、肩に金色の鳥を乗せた老人。白く長い髭ひげを蓄え、額には薄く開いた第三の目。彼かの神こそが七柱の中で最も古き神だと言われている神祖オリジン《宙翁ブラフマー》。


    　そして最後の席には、赤ん坊を抱いた女性。ただし第六特区の柱は彼女ではない。浅黒い肌と灰色の髪を持つ赤ん坊が、神祖《魂沌ケイオス》だ。非常に謎が多い存在で、その意思は《魂沌》を抱く黒髪の女性と、その後ろに控えるもう一人の白髪の女性が代弁する。


    　照日と合わせて三柱の神祖が集ったことで、会場内は酷ひどく緊迫していた。


    　当初は観客を入れる予定だったのだが、式典を運営する巫ふ道どう機関は急きゆう遽きよ中止を決め、周囲に厳戒態勢を敷いている。


    　何かが起こるかもしれない。そんな気配をこの場にいる誰もが感じ取っていた。


    　そして……その予感が現実のものとなったのは、協定の調印式が無事に終わった直後。


    　慌あわただしく会場に入ってきた巫道機関の職員──湊みなとたちの顔馴な染じみでもある芦あし原はら咲さく良らがこう告げたのだ。


    〝覆いを外す者たちアポカリプス〟の残党が各特区を出しゆつ奔ぽんした人間たちを引き連れ、旧横浜に第八特区の設立を宣言した──と。


    



    　　　　　　　＊


    



    「──最初に言っておく、俺はてめえらの王でもなければ指導者でもねえ」


    　飛ひ田だ蓮れん路じは旧横浜のランドマークタワー前に集まった人々に、大きく鋭い声で告げた。


    　けれど広場を埋め尽くす聴衆は、ざわめくことなく彼の言葉を受け止める。初めからそれは理解していたというように。壇上に立つ彼をただまっすぐに見つめている。


    「俺はただの戦士。幻エ類ナどもをぶち殺すことしか考えてねぇ復ふく讐しゆう者だ。そんな奴の下について幻類と戦わされるなんざ、てめえらにとってもいい迷惑だろう。あくまで俺たちの関係は対等だ。互いに利用できるところを利用すればいい」


    　皮肉っぽい笑みを浮かべ、蓮路は広場に視線を巡らせた。


    「てめえらは各特区での扱いや、果実の一件でアヴァロンの理想に愛想を尽かし、人間だけで安全に生活できる場所を求めていた。俺は自分の都合でそれを──この旧横浜を提供したのさ。ここは〝覆いを外す者たち〟がとある儀式の試作実験を行っていた場所でな。幻類どもから幻素イデアを吸収するシステムが構築されている。人間に害はなく、幻類どもは簡単に入っちゃこられねえ。力のある血族でも、長居すれば衰弱死だ。まさにてめえらが望んでいた場所のはずだ」


    　蓮路はそこで少し言葉を切り、旧横浜の地を示すように腕を上げる。


    「てめえらはここに人間だけの街を──第八特区を作ればいい。第八特区の存在はアヴァロンの理念が崩壊したことを内外に知らしめるだろう。人間が幻エ類ナを拒絶した証あかしになるのさ。そうなれば多くの人間が目を覚ます。幻類を拒絶できることがわかれば、価値観そのものが変わる。それは俺が望む〝幻類どものいない世界〟への第一歩だ」


    　そう言うと彼は背負っていた銃剣型の機神デウスを抜き放ち、挑むように聴衆へ向けた。


    「俺は第八特区とてめえらを利用する。てめえらも俺を好きなだけ利用しろ。利害が一致すりゃあ、大抵の願いは聞いてやるさ。もしも俺に利用価値がなくなった時は、排除するのも自由だ。自分の頭で考えて、自分で決めろ。ここに神はいねえ。それを忘れるな」


    　蓮れん路じの重く鋭い言葉に広場は静まり返る。


    　けれど彼が背を向けて、壇上から降りようとした時──拍手が響き始め、あっという間に広場を揺るがす大歓声へと変わった。


    「──本当にわかってんのかよ」


    　蓮路は振り返らないまま、顔を顰しかめて呟つぶやく。


    　すると壇の下で待っていた黒スーツ姿の男性──巫ふ道どう機関総そう帥すいの名な桐ぎり壮そう真まが笑みを浮かべて頷うなずいた。


    「ええ、彼らは十分に理解しているはずですよ。あなたが王でも指導者でもなく、自分たちを救ってくれた英雄であることを」


    「ちっ……」


    　舌打ちをして蓮路は彼の脇を通り過ぎる。


    　彼がランドマークタワーの中に消えてもなお、拍手は鳴り響き続けていた。

  


  
    　　　　第一章　八番目の特区


    



    　　　　　　　１


    



    「まず最初に聞かせてくださいです。《宙翁ブラフマー》、《魂沌ケイオス》──あなた方は今回の件を予見して、自みずから第七特区へやってきたのですか？」


    　式典が終わった会場に、照てる日ひの声が反響する。


    　七柱特区アヴアロンと巫ふ道どう機関の代表者が居並ぶ場には、式典中よりも緊迫した雰囲気が漂っていた。


    　その理由は、つい先ほど舞い込んだ〝第八特区設立〟の報しらせ。


    　事前にそれを察知していたのかと、照日は二柱の神祖オリジンに問いかけたのだ。


    　それにまず答えたのは、白い髭ひげを蓄えた老人の姿の神祖《宙翁》。


    「余は調和と安定を望む者。天秤の守り手。ゆえにアヴァロンの大きな乱れを感じ、それを正すために赴おもむいた」


    　彼は両の目を閉じたまま、薄く開いた第三眼で照日を見つめ、厳おごそかに告げる。


    　続けて、赤ん坊の神祖《魂沌》を抱いた黒髪の女性も口を開いた。


    「吾われらは大きな変革の波と、新たな〝法〟の萌ほう芽がを感じ、《魂沌》様をお連れした」


    　そして彼女と顔立ちが瓜うり二つな白髪の女性も言葉を紡つむぐ。


    「吾らは正法と悪法を司つかさどる者。混沌の内より、真なる世界を産み育てる女神。アヴァロンに訪れる変化はどのようなものであれ、《魂沌》様の成長を促します。それを見届けることが、吾らの望みです」


    　その返答を聞いた照日は、大きく息を吐く。


    「では、なぜ事前に教えてくれなかったのですか？」


    　重ねられた問いに対する答えは、両者とも簡潔だった。


    「余は、その必要がないと判断した」


    「吾らはもとより、変化を妨げるつもりはありません」


    《宙翁》は泰たい然ぜんと告げ、《魂沌》を抱く女性たちは面白そうに笑う。


    「──お二方に、事情があったことは理解したのです。まだ疑問はありますが……ひとまず話を進めましょう」


    　照日は、悪びれることのない彼らに渋い表情を浮かべつつも、気を取り直して場を見回した。


    「第八特区の件について、早急に対応する必要があります。なるべく正確に状況を把握したいので、咲さく良ら──詳しく教えていただけますか？」


    　巫道機関副総そう帥すいの後ろに立っていた咲良に、照日は視線を向ける。会場に第一報をもたらした彼女は、この場で一番状況を把握しているだろう。


    「あ……はい、順を追って説明すると──第八特区の設立が宣言された旧横浜には、以前から少しずつ住民が流入していたようです。各特区の暮らしに馴な染じめず、生きていくことも難しくなった人々を、〝覆いを外す者たちアポカリプス〟が引き入れていたのだと思われます」


    「〝覆いを外す者たち〟が？　それはつまり──」


    　眉まゆを寄せる照てる日ひに、咲さく良らは頷うなずき返す。


    「はい。旧横浜は最初から〝覆いを外す者たち〟の拠点だったということです。そこに今回、大量の住民が移動しました。きっかけはやはり、生命の果実と先日の地震でしょう」


    　その言葉を聞き、地震を起こした《虚帝ギンヌンガガプ》の名みよう代だいである岩巨人ゴーレムは、文字どおり硬い表情をさらに険けわしくした。


    　だが生命の果実で混乱を巻き起こした《天元エール》の血族たるガブリエルは、逆に咲良へ鋭く告げる。


    「人間の娘よ、確かに先の件が影響しているのは事実だろう。しかし──それだけ大きな動きを、なぜ今日になるまで察知できなかったのだ？　そして出し抜かれたわりには、事情を把握しすぎている。この違和感について説明を求めたい」


    　そう指摘された咲良は躊躇ためらうように副総そう帥すいを見て、彼が頷くのを確かめると、意を決した表情で口を開いた。


    「……住民の移動、そして第八特区の独立には、巫ふ道どう機関の人間が関わっていました。お恥ずかしい限りですが、〝覆いを外す者たち〟と通じていた者が相当数いるようで、実態はまだ把握しきれていません。今言った情報は、特定した内通者の一人から聞き出したものです」


    「ふむ、やはりな」


    　ガブリエルは納得した様子で頷くが、照日は驚きを隠せない様子で咲良に問う。


    「第八特区独立に協力した巫道機関の方々は、なぜそんなことを──まさか、脅迫や買収をされたのですか？」


    　照日にとって、巫道機関というのは自身の理想を肯定し、共に歩む人間の代表的存在だ。それが〝覆いを外す者たち〟と通じていたというのは、信じがたいことだったのだろう。


    　けれど咲良は苦い表情を浮かべ、首を横に振った。


    「いえ……彼らは皆〝自分の意志で行動した〟と言いました。人間には、人間だけの居場所──第八特区が必要なのだと……それが彼らの共通した主張です」


    「第八特区が必要……」


    　ショックを隠せない様子の照日を見て、湊みなとは後ろから彼女の肩に手を置いた。


    　彼女はハッとして顔を上げ、湊と目が合うと感謝するように頷く。


    　どうやら少しだけ冷静さを取り戻してくれたらしい。


    「──まずは情報を集めるのが先決ですね。ですが調査へ入る前に、皆さんの気持ちを確かめさせてください」


    　照てる日ひは集まった他特区の代表に視線を巡らせ、言葉を続けた。


    「第八特区の設立は、アヴァロンの枠組みと理念を揺るがす一大事。皆さんの特区にも影響があることです。初めにこの事態をどう思い、どう行動するのかを確認しておかなければ、後の混乱を招くと思うのです」


    　そう言った後、照日は自分の胸に手を当てる。


    「わたくしは、ひとまず早急に調査をして、第八特区の方々から話を聞いて、それから行動を決めようと考えています。皆さんはどうですか？」


    　照日が問いかけると、まず第五特区の名みよう代だいである魔女エキドナが口を開いた。


    「第八特区のことについては、今のところ別にいいんじゃないって思ってるわ。共存するにしても、ある程度の距離を取るべきだっていうのが、第五特区の──魔女の方針だしね。ただ、対応については、《陽皇アマテラス》様の案に賛成よ。まずは実態を把握しなきゃ。そのために協力できることがあるなら、何でもするわよ。《陽皇》様はお母様の大事なお友達だし」


    　彼女の言葉を聞き、第四特区のナタクも頷うなずく。


    「同じく、私も《陽皇》様に協力は惜しみません。第八特区がどのような場所なのかを見極めるのが先決かと。考えるのはそれからです」


    　すると第一特区のガブリエルと第二特区の岩巨人ゴーレムも首を縦に振った。


    「《陽皇》様やあなた方が調査をすることに関して、異論はない。ただし、私がここにいるのは調印式に出席するためだ。《天元エール》様に命じられていないことをするつもりはない」


    「……オレハ、アマテラスサマニ、シタガウ。ソレガ、ギンヌンガガプサマノ、イシ」


    　残るは第三特区と第六特区。


    「どのような事情があれ、余は第八特区の存在を認めん。あれはアヴァロンの調和を乱すもの。決して許容してはいけない悪性因子。調査の結果、主ぬしらが余と同じ考えに至ることを、切に願おう」


    《宙翁ブラフマー》はきっぱりと断言し、照日に第三眼を向ける。


    　場の空気が張りつめ、照日は唾つばを呑のみ込んで彼の目を見返した。


    「……調査が終わるまでは傍ぼう観かんしていただけるということなのですね。なら今は、それで構わないのです」


    　そして最後に残った赤ん坊を抱く女性は、余裕のある声で告げる。


    「吾われらも今はまだ干渉する気はない。新たな法が──世界が生まれるかもしれぬこの地にいることこそ、《魂沌ケイオス》様にとって重要なこと」


    　──今はまだ、か。


    　湊みなとはその部分が引っかかって訝いぶかしげな表情を浮かべた。すると湊の視線に気がついたらしく、彼女は小さく笑う。


    　妖よう艶えんで底知れない眼まな差ざしに背筋が震えた。彼女は自みずからを女神と言ったが、まさか神祖オリジンなのだろうか。それにしては幻素イデアの気配が照てる日ひや《宙翁ブラフマー》に比べて薄い。


    　照日も何やら戸惑いを見せていたが、すぐに気を取り直し、話を前に進める。


    「意志の統一は難しそうですが……行動は一致できそうでよかったです。巫ふ道どう機関の皆さんは既に調査を行っていると思うので、連携して実態把握を行いましょう」


    　照日が巫道機関の席に顔を向けると、副総そう帥すいの後ろに立つ咲さく良らは大きく頷うなずいた。


    　これがこの件の始まり。


    　アヴァロンの行く末を決する分岐点──。


    



    　　　　　　　２


    



    「──ボクは不満。どうしてミナトはそっちなの？」


    　地上から数百メール離れた空の只ただ中なかに、不機嫌そうな声が響く。


    　声の主は杖つえに腰かけて空を飛ぶ少女──シーナ。人間でありながら《始魔ヴアルプルギス》の娘として、神じん代だいの魔術を行こう使しする魔女。


    　彼女の後ろには咲良が乗っており、シーナの腰に手を回して、固く目を瞑つぶっている。


    「どうしてって、あなたがじゃんけんで負けたからでしょう？」


    　そうシーナに言い返したのは、湊みなとの手を掴つかんで飛行しているミカエル・ザ・サードだ。


    　白い翼と風を操る力を併用して飛んでいるため、湊が強くしがみつく必要もない。ただミカエルの手を握っているだけで、風が体を浮かせてくれた。


    「そうじゃなくて……そもそも、じゃんけんになったことが不満。ミナトなら、ボクを選んでくれると思ってた」


    　シーナは少し恨みがましい視線を湊に向けてくる。


    　矛ほこ先が変わったことを悟った湊は、慌あわてて口を開いた。


    「え？　いや、空を飛べるなら別にどっちでも──」


    「「どっちでも？」」


    　だがなぜかシーナとミカエルの両方から睨にらまれてしまう。何かまずいことを言っただろうか。


    「け、喧けん嘩かはダメですよ！　今はそんな場合じゃありません。私たちは第八特区の状況をこの目で確かめに行くんですから」


    　張りつめた空気を感じたのか、咲良が声を上げる。だがその目は相変わらず固く瞑ったままだ。


    「……そんな有様じゃあ、何も見えないと思うわよ」


    　ミカエルが呆あきれた様子で指摘すると、シーナも後ろを振り返る。


    「サクラ、そんなに怖い？」


    「は、はい……実は、結構」


    　震える声で咲さく良らは答えた。


    「でも、これまでにも何度か空は飛んだはず。マゴニアに乗り込んできた時は、エトナ姉様の杖つえに乗ったと聞いた」


    　エトナというのは、第七特区の露店市で占い師をしている女性だ。《始魔ヴアルプルギス》の血族で、マゴニアが第七特区に来訪した際の一件では、かなり世話になった。


    「それは確かにそうなんですが……今までは怖いと思う余裕もない状況だったので……。こうして長い時間、和なごやかに空を飛んでいると、だんだん体が震えてきて……」


    　そう言って瞼まぶたを開こうとする咲良だったが、すぐに恐怖に負けて目を瞑つぶってしまう。


    「まあ、あなたは落ちたら死ぬものね。怖がるのも当然だと思うわ」


    　ミカエルが肩を竦すくめると、咲良は半分泣き声で叫ぶ。


    「うぅー、そういうことを言わないでくださいー！」


    「サクラ、苦しい」


    　ぐっと強く抱き付かれたシーナが、咲良の手をタップした。


    　湊みなとはその様子を見て苦笑しつつも、行く手に視線を移す。


    　第八特区の状況確認を目的として派遣されたのが、湊とミカエル、シーナと咲良の四名。


    　ひとまずは斥せつ候こう──状況によっては交渉も視野に入れた編成だ。照てる日ひと彼女の側近である草くさ薙なぎと八や咫た、そして各特区の代表者は第七柱央神殿にて報告を待っている。


    「少しの我慢だ。第七特区から旧横浜までは、そう遠くない。もうすぐ目的地が見えてきてもいい頃だと──」


    　咲良を励まそうとする湊だったが、途中で息を呑のんだ。


    「咲良……目を開けてくれ」


    「む、無理ですーっ！」


    「頼む──咲良にあれがどう見えるかを聞きたいんだ」


    　強い口調で湊が言うと、咲良も只ただ事ごとではないと悟ったらしく、恐る恐る瞼を開く。


    「湊さん……？　いったい何が……あ──」


    　シーナの肩越しに前を見た咲良は、驚きの声を漏らした。


    　その様子を見る限り、恐らく湊と同じものが見えているのだろう。


    　眼下の街は郊外の例に漏れず、どこもかしこも荒廃している。原形を留めている建物のほうが珍しく、崩ほう界かい戦争の爪つめ痕あとが生々しく残る廃はい墟きよばかりだ。そんな街の一部を、半球状の結界が覆っている。境界面は半透明な薄い膜のようで、内側の景色は霞んでいた。


    「《源仙コンロン》の結界に似てるわね」


    　湊を運ぶミカエルが呟つぶやくと、シーナも頷うなずく。


    「うん、あれ……物理的な障壁じゃない。幻素イデアに干渉する何か」


    　魔術師としての知識を持つシーナは結界らしきものを、そのように分析した。


    　咲さく良らは高さに怯おびえながらも、感じていることを口に出す。


    「内側に……すごく濃い幻素イデアの気配を感じます。逆にまわりはとても薄い……あまり近づきすぎないほうがいいかもしれません」


    「わかった。ミカエル、シーナ、結界の少し手前で降りよう」


    　忠告に従って、湊みなとは二人に指示を出す。


    　咲良とシーナは人間でありながら、幻素の流れを詳細に知覚できる。それをもとにした見解は決して無視できない。


    「了解。じゃあ高度を落として、なるべく目立たないところに」


    　シーナが頷うなずいて降下を始めると、ミカエルも後に続く。


    　ちょうどいい降下場所を探して湊も地上に視線を巡らせた。そこで気づく。結界の中へ続く大通りを、人間の一団が歩いている。


    　全部で八人──皆、大荷物を抱かかえており、子供の姿もあった。


    「あれは……」


    　湊の呟つぶやきにミカエルが反応する。


    「たぶん第八特区へ移住しようとしている人間たちね。あの様子だと第七特区から歩いてきたんじゃないかしら。けど……第八特区の設立宣言を聞いて行動したにしては、あまりに早すぎない？」


    　皆に向かってミカエルが疑問を投げかけると、咲良が苦い表情で口を開いた。


    「きっと第八特区の件は数日前から彼らに伝わっていたんだと思います。でも移住を望まない者の耳には入らないよう、しっかり管理されていた……。巫ふ道どう機関の一部が組織的に動いていたのなら、ありうる話です」


    　その話を聞いたシーナは、高度を落としながら提案する。


    「あの人たちが結界の中に入ろうとしているのなら、こっそり様子を見よう。どうなるのか確かめるべき」


    「そうね。わたしもそれがいいと思うわ」


    　ミカエルも同意し、湊たちは人間の一団を見下ろせるビルの屋上に降り立った。


    　ひび割れ、水が溜たまった屋上には草が生え、ちょっとした空中庭園のようになっている。


    「や、やっと足が地面に……」


    　安あん堵どの息を吐く咲良。湊はふらつく彼女を支えて、屋上の錆さびた鉄柵に近づいた。


    　慎重にビルの下を見下ろせば、結界に近づいている人々の姿が目に映る。


    「あの人たちには、境界が見えていないみたい……」


    　歩調を緩ゆるめない人々を見て、シーナがぽつりと呟いた。


    　そしてそのまま彼らはするりと結界の中に入ってしまう。


    「侵入を拒むようなものではないようね。それとも彼らは何か通行証のようなものを持っていたのかしら」


    　ミカエルの言葉を聞き、湊みなとは息を吐く。


    「結局──自分で試すしかないのかもな」


    　リスクはあるがやるしかないかと考えた時、咲さく良らが湊の腕を掴つかむ。


    「待ってください。あれにはたぶん……湊さんやミカエルさんは触れないほうがいいと思います」


    「どうしてだ？」


    　何か確信がありそうな咲良の表情を見て、湊は問い返した。


    「あの結界は、確かに第四特区のものと似ています。でも……感じる幻素イデアの流れが逆なんです」


    「逆──そっか」


    　シーナは咲良の言葉にピンと来るものがあったようだが、湊にはいまいちわからない。そんな様子を見て咲良は言葉を補足した。


    「第四特区の結界は、《源仙コンロン》様の力を皆さんに分け与える性質のものでした。でも、あれはその反対……結界の中心に向かって幻素が引き寄せられています。まるで〝覆いを外す者たちアポカリプス〟が、《源仙》様の結界を乗っ取った時みたいに……」


    「な……それって──」


    　湊は息を呑のむ。


    《源仙》の結界を侵食し、反転させたのは、〝覆いを外す者たち〟の指導者である〝世現者ネビリム〟。彼は人間を、幻エ類ナを超えた〝神人〟となるために、結界内の幻類から幻素を吸収した。そのシステムの基幹として利用されたのが、ここにいる咲良だ。


    　咲良の脳は、幻素演算処理装置の機能を有し、幻素に干渉するシステムの起動に必須だったらしい。


    　そんな彼女の言うことなので、信しん憑ぴよう性せいは非常に高い。


    「はい……ここにも同様のシステムが設置されている可能性は高いです。この旧横浜は〝覆いを外す者たち〟の拠点だったそうですから」


    　咲良は頷うなずいて表情を硬くした。しかしミカエルはそこで疑問を口にする。


    「待って。あれは《源仙》様の結界と、サクラが揃そろっていたからできたことでしょう？　ここにはそのどちらもないわ」


    　その意見にシーナも同意した。


    「確かに。結界に関しては魔術や機神デウスで代替できるかもしれないけど……サクラの代わりはいないはず」


    　魔女としての見地から分析したシーナは、覚悟を決めた表情で杖つえに跨またがる。


    「シーナ？」


    　何をするのかと湊は声をかける。


    「ボクが中の状況を確認してくる」


    「な──一人でか？」


    「うん。あの結界が幻素イデアを奪うものなら、幻エ類ナのミナトとミカエルは入れない。サクラは人間だけど、あの結界に対する切り札になるかもしれないから、今はまだ動く時じゃないと思う。だから魔術が使える人間のボクが、一番適任」


    　淡々と自分が行く理由を語るシーナだが、湊みなとは簡単に頷うなずけない。


    「だが……結界の中で魔術は使えるのか？」


    「制御は難しくなるけど、たぶん大丈夫。第四特区の時も一応使えた。だからあなたたちは、ひとまず第七特区に戻ってこのことを報告して。ここからだと携帯の電波は届かないし、通信魔術も〝覆いを外す者たちアポカリプス〟に傍受されるかもしれない」


    　大きな胸を張って言うシーナの提案は、確かに合理的だ。けれど──。


    「いや、俺はここに残る。シーナに何かあった時、すぐに動ける奴がいたほうがいい。あの結界内では幻素を吸われるとしても、第四特区の時と同じなら、地面に触れなければ影響は小さいはずだ」


    　湊の発言を聞き、シーナは頬ほおを染める。


    「……ボクを心配してくれて、嬉しい」


    　そう言って彼女は正面から湊に抱き付いた。


    　柔らかで豊かな双丘が押し付けられて、湊は慌あわてる。ミカエルと咲さく良らも「なっ!?」と驚きの声を上げたが、シーナは気にしない。
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    「し、シーナ？」


    「ミナトがいるなら、安心できる。ありがとう」


    　シーナは鼻が触れそうな距離から湊みなとを見つめ、緩ゆるんだ表情で礼を言った。


    　あまりにストレートな感謝を受け、湊は照れくさくなってしまう。


    「いや、まあ……仲間として当然のことだ」


    「仲間？　夫婦じゃなくて？」


    　ぶっきら棒な湊の返事を聞いたシーナは、悪戯いたずらっぽく問いかけた。


    「ふ、夫婦って──俺たちは結婚してないだろ」


    「うん、でも時間の問題……だよね？」


    　魔女らしい妖よう艶えんさを感じさせる笑みを浮かべて、シーナは湊の頬ほおに手を添える。


    　だがそこでとうとうミカエルの堪忍袋の緒おが切れたのか、二人の間に割って入って強引に引き離した。


    「ちょっとシーナ、いい加減に離れなさい！　ミナトもデレデレしてないで、自分で何とかしなさいよ！」


    　咲さく良らもシーナに詰め寄って声を上げる。


    「し、シーナさん！　そういうのはその……人前ですることではないと思います！　いえ、その……二人きりならいいという問題でもないのですけど……」


    　二人から注意されたシーナは、残念そうにため息をついた。


    「……もう少しミナトとぎゅっとしたかったけど、仕方ない。じゃあ、名残惜しいけど行ってくる。危ない感じになった時は、目立つ魔術を使って合図するから」


    「ああ、だが一時間……いや、三十分経っても戻ってこなかった時は、こっちから探しに行く。だから絶対に無理をするな。ここに戻ることを最優先に考えてくれ」


    　湊は条件を付け足す。長居しすぎないように釘を刺す意図もあった。あの結界がある以上、中に幻エ類ナはいないだろうが──〝覆いを外す者たちアポカリプス〟の機神デウス使いは、第四特区での世現者ネビリムと同じく、力を増しているかもしれない。いくら魔術に長たけたシーナでも、捕まってしまう可能性はあった。


    「うん、わかった。ミナトと約束」


    　こくんと首を縦に振って飛び立とうとするシーナだったが、咲良が慌あわてて横から声をかける。


    「あの、シーナさん！　私も残ります。私は調停士ですから──ただ状況を確かめただけで帰るわけにはいきません。ここに残って、第八特区へ向かう人たちに話を聞いてみようと思います」


    「外にいる人に話を聞いても、ほとんど情報は得られないんじゃない？」


    　疑問を口にするシーナだが、咲良は首を横に振った。


    「情報は得られなくとも、結界内への伝言は頼めます。それが交渉の糸口になるかもしれません」


    　そこでずっと話を聞いていたミカエルが、やれやれと肩を竦すくめる。


    「つまり、第七特区に引き返すのはわたしだけってことね。まあ飛行速度から見ても適任だわ。次の指示を貰もらったらすぐに戻ってくるから、無茶はしないでよ」


    　白い翼を広げてミカエルはふわりと宙に舞い上がる。


    「ああ、慎重に行動するつもりだ」


    　湊みなとはミカエルの忠告に頷うなずき、飛び去る彼女を見送った。


    「じゃあ、ボクも行ってくる。姿を隠す魔術を使うから、たぶん見つからないはず」


    　杖つえに腰かけたシーナは空中に指で光の魔法陣を描き、短く呪文を唱える。


    　すると彼女の姿が揺らぎ、杖も含めて透明になってしまう。目を凝こらせば微かすかな違和感はあるが、遠目で気づかれることはないだろう。


    　ふわりと風が吹き、湊はシーナが飛び立ったことを肌で感じ取る。


    「気をつけてくださいねー」


    　咲さく良らは空のどこかにいるシーナに手を振っていた。


    「俺たちはここからあの通りを見張っておくか」


    　先ほど第八特区へ向かう人々が通った道を屋上の端から見下ろし、結界のほうを眺めている咲良に言う。


    「そうですね。同じルートで第八特区を目指している人たちは、きっとほかにもいると思いますし」


    　大きく頷いた咲良は、湊に近寄って隣から地上を見下ろした。


    「錆さびているから、あまり柵に体重をかけるなよ」


    　念のため注意しておくと、咲良は苦笑を浮かべる。


    「それぐらい私もわかってますよ。湊さんは心配屋さんですね」


    「……何かあってからじゃ遅いだろ」


    　さすがに過保護だったかと思いながらも、湊はつい言い返してしまう。


    　すると咲良は何か悟ったような表情を見せ、申し訳なさそうに頷いた。


    「そう──かもしれませんね。湊さんたち幻エ類ナに比べると、私たち人間は脆もろくて壊れやすいですから。心配するのは当然です」


    　少し自じ虐ぎやく的な言い方をする咲良に違和感を覚え、湊は彼女の顔を覗のぞき込む。


    「咲良……？」


    「あっ、いえ……すみません。何だか皮肉っぽい感じになってしまいましたね。ちょっと第八特区の件や、ほかの特区でのことを考えていたら、つい──」


    　恥ずかしそうに謝った咲良は、大きく息を吐いてから言葉を続けた。


    「さっき、空を飛んでいた時にミカエルさんが言っていましたよね……私は落ちたら死ぬ──って。それは人間にとって当たり前のことです。でもミカエルさんや湊みなとさんはそうじゃありません。第七特区は、特に人間と幻エ類ナの距離が近いですから──そうした差異がより浮き彫りになっていたのかも……それが第八特区に人が集まる原因になっているのかも……と」


    「否定はできないな。距離が近いから、トラブルも頻発する。現に──幻類に人が殺される事件もあった」


    　湊は第七特区に来たばかりの頃を思い出す。露店商の男性が幻類に喰われ、その幻類もまた殺された。あの時点で今回のような事態に発展する可能性はあったのだ。


    「はい……本当ならその溝を巫ふ道どう機関が──調停士の私が埋めないといけなかったのに……結局、今日になるまで何もできませんでした。第四特区で《源仙コンロン》様に、私の考えている平等は本当に平等なのかと言われて……納得できなかったけど、反論もできなくて……人間と幻類は友達になれるんだっていうことを皆さんに伝えたいのに──まだその方法が思いつかないままです。全然、間に合いませんでした」


    　悔しげに呟つぶやく咲さく良らの頭に、湊は手を乗せる。


    《源仙》の言葉は湊もよく覚えていた。


    『──平等というのはすべての者に等しい立場と生活を与えることではない。どのような者にも〝機会〟が与えられることでありんす』


    　まさに正論であり、《源仙》はその理想を第四特区で実現していた。


    　もちろん問題はいろいろとあったが、人間が仙人として幻類に並ぶ力を得られるあの街は、アヴァロンの理想を体現するための、一つの形ではあった。


    　咲良や照てる日ひもそうしたもの──新たな可能性を見み出いだそうとしていたのは、よくわかっている。


    「それは、時間が足りなかっただけだ。俺や照日も、何も手を打てなかった」


    　第四特区から戻ってほとんど間を置かず、〝生命の果実〟を巡る問題が勃ぼつ発ぱつした。その対策に手いっぱいでほかのことをしている余裕はなかったはずだ。


    「……だとしても、悔しいです」


    　自分に何かできたことがあったかもしれないと、咲良は後悔しているのだろう。彼女は荒廃した街を見下ろしながら、ぽつぽつと話し続ける。


    「いったい何が正解なんでしょう……《始魔ヴアルプルギス》様の第五特区では、魔女の方々は空のマゴニアにいて、人間は地上で暮らしているそうですが……そうした物理的な距離があれば、今回のような騒動は起きなかったかもしれません。《源仙》様の第四特区なら、仙人になることで幻類の方々との差を埋められます」


    　これまで関わってきた神祖オリジンたちのことを思い返しながら、咲良は特区の在あり様を語った。


    　湊も自分の記憶を辿たどり、ゆっくりと言葉を紡つむぐ。


    「そうだな……逆に《天元エール》の第一特区では、人間が文字を──近代文明を手放すことで、諍いさかいが発生しようがないほどに力の差が開いていた。神じん代だいに回帰するようなやり方だが……間違っているとは言い切れない」


    　自みずからの意志で第一特区への移住を望む者たちは少なくなかった。


    　直接見てはいないほかの特区に関しても、住民たちは自分でそこで暮らすことを選んだのだ。


    「私は……旧原宿の露店市みたいに、人間と幻エ類ナが軒を連ねて商売をしたり……普通の隣人同士として生活していける場所がもっと広がればいいと思っていました。けれど、それを望まない方もいっぱいいるんですよね。共存というものに対する考えが狭かったのは、きっと私のほうです」


    　重いため息をつく咲さく良らを見て、湊みなとは彼女の頭から手を引き、軽い口調で言う。


    「仮にそうだったとしても、視野が広がった今なら、何か新しい可能性を見つけられるかもしれないだろ。それにわからないことは、直接聞けばいい」


    　アスファルトがひび割れた大通りの端を指差す湊。


    　咲良はまだ気づいていなかったようだが、人間よりも視力がいい湊は、角を曲がって現れた人間の一団を捉とらえていた。


    「あ──第八特区へ向かう人たちですね」


    　湊の示す方向を見た咲良は、声を弾ませる。


    「ひとまず下に降りて、タイミングを計ろう。いきなり出ていったら逃げ出すかもしれないからな」


    　そう言って湊は彼女に手を差し出した。


    「下に降りるのは賛成なんですが……あの、み、湊さん……この手は？」


    　湊の手を見つめながら、咲良が恐る恐る問いかけてくる。


    「俺が咲良を抱かかえて飛び降りる。劣化したビルの中を通るのは危険だろう」


    「やっぱりですか……」


    　空の旅に消耗していた咲良は、できるなら地面から足を離したくなかったのだろう。咲良は恐る恐る手を伸ばし、湊の手に指先が触れる寸前で動きを止めた。


    「あ、あの、湊さんはどうやって私を運んでくれるんでしょう？」


    「え？　ああ、普通に抱きかかえるつもりだったんだが──背負ったほうがいいのなら、そっちでもいいぞ」


    　咲良がなるべく怖くないほうを選択できるよう、湊は二つの案を提示する。


    「それはつまり……お姫様抱っことおんぶってことですよね？　む、難しい選択です……おんぶのほうが安心できそうなんですが、前にしてもらった時……予想以上に恥ずかしかったので……」


    　頬ほおを染めて咲良は考え込んだ。


    　そういえば第七特区に来て間もない頃、緊急事態が起きた時に彼女を背負って走ったことがあったなと湊みなとは思い出す。


    「なら、やっぱり普通に抱かかえるか？」


    「お、お姫様抱っこが普通かどうかはわからないのですが……はい、それでお願いしますっ！」


    　躊躇ためらいを振り切るように勢いよく頭を下げる咲さく良ら。


    「よし、じゃあ行くぞ」


    「ひゃう!?」


    　湊が咲良を抱き上げると、彼女は裏返った声を上げた。


    「どうした？　さすがにまだ怖くはないだろ？」


    「い、いえ、湊さんの顔が思ったよりも近くて……ドキリとしてしまいました。というか……前におんぶしてもらった時も思ったのですが、湊さんは何も感じないんですか？　シーナさんに抱き付かれた時は、ちょっと動揺してたのに……」


    　どこか不満そうな表情で咲良は湊を見上げる。その子供っぽい反応は妙に可愛らしかったが、湊は真ま面じ目めな顔を保って答える。


    「別に何も感じてないわけじゃないが──それを表に出したら、咲良は余計に恥ずかしくなるだろ」


    「た、確かに……そうかもしれません」


    　顔を赤くした咲良は、湊の腕の中で体を小さくした。


    「──けど、湊さんもちょっとは気にしてくれているのがわかって、よかったです。何だか照れくさいですけど……これなら怖さを感じている余裕はなさそうです」


    　咲良は躊躇いがちに湊の服をぎゅっと掴つかみ、嬉しそうにはにかむ。


    「なら……まあ、よかった」


    　彼女の表情に鼓こ動どうが速まるのを感じながら、湊はビルの屋上から飛び降りた。
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    　旧横浜の市街へ続く通りには、大きな瓦が礫れきがあちこちに転がっていて、身を隠す場所には困らなかった。


    　湊たちは、ビルから落ちてきたと思われる色褪あせた看板の後ろに潜み、近づいてくる人々を待つ。


    　だが、距離が縮まると彼らが先ほどの集団とは少し様子が違うことに気がついた。


    「多い……ですね」


    　咲良が抑えた声で呟つぶやく。


    　彼女の言うとおり、十人に満たなかった前回と違い、今回は二十人を超えている。身なりは綺麗で、比較的裕福な暮らしをしていた人間だというのがわかった。


    　そして彼らを囲むようにして黒いローブを着た男が四人、機神デウスらしき長なが物ものを手に、辺りへ鋭い眼まな差ざしを向けていた。


    「あの四人はたぶん〝覆いを外す者たちアポカリプス〟の機神使いだな。連行……というよりは護衛をしている感じか」


    　男たちは人々のほうに注意を払っていない。無理やり住民を連れ出したわけではないようだ。


    「あの人……」


    　咲さく良らが集団の中に目を向け、小さく息を呑のむ。


    「知り合いがいるのか？」


    「いえ、知り合いというほどではないんですが……真ん中にいる女性の顔には、覚えがあります。巫ふ道どう機関の中でも特殊な──機神なども含めた幻素イデア技術を扱う部署の主任だったはずです。第四特区から戻った後、私の体質について少し話を聞かれました。ほかの方たちも何となく見覚えがある気がしますね。ひょっとすると──彼らは全員、第八特区設立に協力した巫道機関職員の関係者なのかもしれません」


    　推測を口にする咲良だったが、湊みなとはそれを聞いて表情を険けわしくした。


    「機神も扱える技術者なら護衛が付くのも納得できるな。だが……話を聞く相手としてはハードルが高い。今回は見送るべきだ」


    「……かも、しれません。ですが重要人物であるからこそ、話をするべきだとも思うんです。それに第八特区は宣戦布告をしたわけではありません。ただ設立を宣言しただけです。今後のことを現実的に考えているなら、話し合いに応じてくれる可能性は高いでしょう」


    　湊と視線を合わせ、咲良は言葉を重ねる。


    「行かせてください、湊さん。後になって悔やまないように、今できることを全部やりたいんです」


    　彼女の折れない意志を感じ、湊も心を決めた。


    「──わかった。咲良のしたいようにすればいい。幻エ類ナの俺は姿を見せないほうがいいだろうから、ここで様子を窺うかがう。ただし、咲良に危害が及びそうになった時は、割って入るからな」


    　シーナが戻ってくるまで逃げるわけにはいかないので、その場合は彼らを拘こう束そくすることになるだろう。〝覆いを外す者たち〟が含まれている以上、むしろそちらのほうがいろいろと手っ取り早い気もするが、こちらから仕掛けると相手に大義名分を与えかねない。


    「はい……頼りにしています」


    　咲良は強気な笑みを浮かべて頷うなずくと、「よし」と小さく気合を入れて看板の陰から出ていった。


    　大通りの真ん中に進み出た咲良は、そこで近づく一団を待ち受ける。


    　彼らはすぐ咲良に気づき、四人の機神使いが人々を守るように前へ出た。


    　だが咲良は機神を向けられても怯おびえることなく、大きく息を吸って口を開く。


    「私は第七特区の巫ふ道どう機関本部に所属する調停士、芦あし原はら咲さく良らです。あなた方は旧横浜──第八特区へ向かわれる途中とお見受けしますが、少しだけお話を聞かせていただけないでしょうか」


    　名乗り、目的を告げる咲良に、機神デウス使いたちはじりじりと近づいていった。黒いフードを深く被かぶる彼らの表情は見えない。


    　湊みなとは腰に帯びた刀、天アマ羽ハの柄に手を添えて、いつでも飛び出せる体勢を取った。


    　天羽は湊の眷けん属ぞくとして自我を持ち、一度は会話もできたのだが、《天元エール》や天使たちとの戦い以降、声は聞こえてこない。


    　恐らくは戦いで幻素イデアを消耗してしまったからだろう。今は力の回復を優先して、休眠状態にあるのだと思う。


    　呼びかければ応えてくれる予感はあるが、できる限り休ませてやりたい。けれど四人の機神使いの実力次第では、天羽の力を借りる必要が出てくるかもしれなかった。


    「──待って」


    　けれどその時、よく通る高い声が男たちの動きを制止する。


    　声を上げたのは、一団の中心にいた女性──巫道機関で幻素技術を扱う部署の主任だという人物だった。


    　彼女は機神使いたちの間を抜け、咲良の前で足を止める。


    「私は巫道機関本部、研究開発部門主任の榊さかき頼より子こよ。芦原さん──あなたのことはよく知っているわ。皆の噂うわさに上らない日はないほど、目立つ人だったから」


    　柔らかな口調で自己紹介をした女性──榊頼子は、周囲に視線を巡らせた。


    「あなた一人──というわけではないわよね？　どこかにお仲間が隠れているのかしら？」


    「それは……」


    　言葉を濁らせる咲良に、榊頼子は肩を竦すくめてみせる。


    「いえ、別にそれはいいのよ。私たちにも護衛がいるわけだしね。争うつもりがないなら、戦力は拮きつ抗こうしていたほうがやりやすいわ。きっと──お互いに」


    　咲良を正面から見据える彼女はとても落ち着いていて、妙な貫禄があった。主任ということは、ほかの人々は彼女の部下なのかもしれない。


    　あの一団を率いているのは、やはり彼女なのだろう。


    「話を……してくれるということですか？」


    　慎重に問いかける咲良。


    「ええ、何が聞きたいの？」


    　榊頼子は軽く頷うなずいて、咲良を促した。


    「聞きたいことはたくさんありますが──今、気になっているのは……あなたと彼らの関係です」


    　咲良は後ろに控えている〝覆いを外す者たちアポカリプス〟の機神使いをちらりと見て、榊頼子に問いかけた。


    「関係、か。まあ簡単に言うと、私は彼らの機神デウスを整備してあげているのよ。もう彼らのところにはまともな技術者が残っていないらしくて、こうして直接出向くことになったわけ」


    　軽く答える彼女を見て、咲さく良らはぐっと拳こぶしを強く握りしめる。


    「じゃあ彼らの機神も……あなた方は、いったいいつから〝覆いを外す者たちアポカリプス〟と繋つながっていたんですか？」


    「どこが最初かなんて、私にわかることじゃないわ。スパイぐらいなら、初めからいたんじゃない？　ただ──積極的に協力し合うようになったのは、生命の果実に関する騒動の時からだと思うけど」


    「それは、どうして……」


    「どうして？　そんなの、現場を駆け回っていたあなたならわかるでしょう？　あの騒動は、巫ふ道どう機関がルールに則のつとった対処をするだけじゃ、抑えきることはできなかったわ。果実そのものを処分する必要があったのよ」


    　彼女の言葉を聞いて、湊みなとは思い出す。


    　生命の果実に関する問題が浮上した直後、第一特区からの輸送船が蓮れん路じたち〝覆いを外す者たち〟に襲撃された。


    　咲良は巫道機関から情報が漏れたのだろうと言っていたが、あえて情報を流して〝覆いを外す者たち〟を動かしたと考えることもできる。


    　その後も果実を保管する倉庫への襲撃などがあったらしいが、それも巫道機関が手引きしていたのかもしれない。


    「でも、だからと言って〝覆いを外す者たち〟と……」


    　反論しようとする咲良だったが、それを制して榊さかき頼より子こは告げる。


    「あなたは何か勘違いしているみたいだけれど、彼らは正確にはもう〝覆いを外す者たち〟ではないわ」


    　彼女は四人の機神使いを示し、肩を竦すくめた。


    「え……？」


    「彼らを率いていた指導者は、もう死亡しているのよ。その時点で組織は崩壊しているの。今の彼らは新しいリーダーの下、人間のために戦っているわ。思想は少しばかり極端だけど、人間を守るという部分では目的が一致している」


    　榊頼子はそこで少し言葉を切り、表情を引き締める。


    「そして何より、私たちの総そう帥すいが彼らのリーダーを認めたのよ。機神の整備をしたのも、総帥の指示。なら、私も彼らを信頼するしかないでしょう？」


    「総帥……？」


    　困惑を露あらわにする咲良を見て、榊頼子は憐あわれむように答えた。


    「あなた、本当にまだ何もわかっていないのね。総そう帥すいというのはもちろん巫ふ道どう機関のトップである名な桐ぎり総帥のことよ。もしかしたらあなたは巫道機関の一部が勝手に第八特区設立に動いたと思っているのかもしれないけど、それは逆。巫道機関は最初から組織的に動いていて、あなたはそれを知らなかった一部の職員なの」


    「そんな……」


    　愕がく然ぜんとした様子で咲さく良らは力なく呟つぶやく。


    　看板の裏で話を聞いていた湊みなとも驚きを隠すことはできなかった。


    「巫道機関は人間だけの居住空間──第八特区が必要と判断し、既成事実をつくったというわけ。こうした情報は、もう柱央神殿にも伝えられていると思うわよ。そしてそのうえで幻エ類ナ側と交渉が始まっているはず。こんなところまで来てくれたのに悪いけれど、状況を把握したいのなら第七特区に戻ったほうがいいわ」


    　榊さかき頼より子こに忠告された咲良は、それでも顔を上げて確認する。


    「じゃあ……第八特区の代表は、名桐総帥なんですか？」


    「いいえ、それは違うわ。第八特区を纏まとめているのは、飛ひ田だ蓮れん路じという元〝覆いを外す者たちアポカリプス〟の構成員よ」


    　どくん──湊は自分の心臓が跳ねたのを自覚した。


    「私は直接会ってはいないけれど……彼は生命の果実の処分を先頭に立って行ったり、地震で行き場を失なくした住民を助けていたの。実行力がなくて、ルールに縛られている巫道機関より、よほど信頼されているわ」


    　ドンッ──！


    　その時、大きな爆音が耳に届く。


    　振り向くと結界の境界付近に、赤い爆炎が見えた。そして煙の中から飛び出してくる小さな影──杖つえに乗ったシーナだ。


    　シーナは幻素イデアの気配ですぐに湊の居場所がわかったのか、まっすぐにこちらへ向かってくる。


    「ごめんー。見つかったー」


    　少し煤すすけた顔で潜入が失敗したことを伝えるシーナ。


    　彼女の接近に気づいた機神デウス使いたちは、榊頼子をガードする位置に移動して、空のシーナに機神を向けた。


    　これ以上の話し合いは難しいと判断した湊は、看板の陰から飛び出して、驚きに立ち竦すくんでいた咲良の元に駆ける。


    「咲良、一時退却だ」


    「きゃっ──湊さん!?」


    　湊は返事も聞かぬまま咲良を抱かかえ上げ、空のシーナに合図を送る。


    「シーナ！」


    「うん──ミナト、杖つえに掴つかまって。ボクが運ぶ」


    　急降下してきたシーナの杖を片手で掴むと、体がふわりと宙に浮き上がった。もう一方の手で咲さく良らを支えつつ、湊みなとは遠ざかる地上を見下ろす。


    「ちょっと重量オーバーかも」


    「頑張ってくれ、ここから離脱できればそれでいい」


    　四人の機神デウス使いは、こちらに攻撃を仕掛けてはこなかった。


    　榊さかき頼より子こは笑顔を浮かべて、こちらに手を振っている。


    　慌あわただしい離脱となったが、最初から彼らはこちらを捕らえるつもりはなかったらしい。


    　──名な桐ぎり壮そう真まと蓮れん路じ……か。


    　これから相対することを避けられないであろう二人の名を心の中で呟つぶやき、湊は遠ざかる第八特区を振り返る。


    　幻エ類ナを拒む結界は、今も彼らの街を覆っていた。
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    「率直に申し上げますと、生命の果実と地震の一件は、それだけ致命的な出来事だったということです」


    　旧新宿の西側に建つ第七柱央神殿の広い議場には、特区の──いや、アヴァロンを代表する者たちが集まっていた。


    　照てる日ひとその眷けん属ぞく、第八特区から帰還したばかりのミカエル、各特区の代表者である神祖オリジンや血族、そして人間側のトップである巫ふ道どう機関の総そう帥すい。


    　調印式には顔を出さなかった名桐壮真は、居並ぶ幻類たちを前に話を続ける。


    「果実の処分を求める人々は、あのままでは間違いなく暴徒化し、人間同士の戦いに発展していたでしょう。地震で住む場所を失い、原因が幻類にあると疑っていた人々も同様です。どうしても彼らの受け皿が必要だった。ですから私は、〝人間だけで安心して暮らせる場所〟を提供できるという飛ひ田だ蓮路君に、彼らを委ゆだねることにしたのです」


    　つい先ほど現れた彼は、第八特区の設立が巫道機関の一部の暴走ではなく、自分の指示によるものだと明かし、その理由を語っていた。


    「〝覆いを外す者たちアポカリプス〟というテロ集団と取引するとは何事か──と、あなた方はお怒りになるかもしれません。けれど組織を統すべる世現者ネビリムは既に亡く、元構成員たちは各おの々おのの正義や信念に基づいて行動しています。その一人である飛田君は、幻類への深い憎しみを持ちながらも、人々を守ることを優先していました。そんな彼に、私は可能性を感じたのです」


    　名桐壮真の横には、苦い顔をした巫道機関の副総帥が立っている。彼は今回の件を聞かされていなかった一人。名桐壮真はそんな彼をちらりと横目で見て、重い口調で言う。


    「もちろんこれがあなた方──幻エ類ナ側の信頼を裏切る行為であることを、私は理解しています。ゆえに私は、今日この時をもって巫ふ道どう機関総そう帥すいの地位を退き、後を副総帥に委ゆだねましょう。彼は契約や信頼を重んじる真ま面じ目めな人間で、今回の件も知りませんでした。合理的な判断を優先する〝心ない〟私とは違い、あなた方と友好な関係を築いていけるはずです」


    　名な桐ぎり壮そう真まは隣の副総帥を身振りで示すが、そこで第四特区の名みよう代だいであるナタクが口を開いた。


    「あなたの辞任程度で今回の責任が取れるとお思いですか？　幻類を排除した新たな特区の創設など──アヴァロン全体の秩序を揺るがすものだというのに……」


    　力ある幻類のプレッシャーは相当なものなはずだが、名桐壮真は怯おびえることなく、ただ申し訳なさそうな表情を浮かべて答える。


    「今回の件がアヴァロンにどれだけ大きな変化を強いるのかは、理解しているつもりです。それこそ、あなた以上に。しかし……こうなったのは、こうせざるをえなかったのは、幻類側にも原因があることを自覚していただきたい。特に──生命の果実を広めた第一特区の方と、地震を引き起こした第二特区の方には」


    　彼は顔を動かし、ガブリエルと岩巨人ゴーレムを見据えた。


    「…………」


    　地震を引き起こした《虚帝ギンヌンガガプ》の血族である岩巨人は、返す言葉もないというように押し黙る。


    　けれどガブリエルは露骨に顔を顰しかめて、名桐壮真と視線を合わせた。


    「生命の果実は、人間自身が求めたものだ。他特区の法を乱し、混乱を招いたことについては非を認め、今日こうして協定を結んだが──人間に対しての負い目はない。あなたは我々にも責任があると告げ、痛み分けのような形で第八特区の設立を認めさせたいようだが……それは少しばかり虫が良すぎる話ではないのかね？」


    　その言葉を受け、名桐壮真は苦笑を浮かべる。


    「そうかもしれませんね。しかし、〝認めない〟というのであれば、どうするのですか？　彼らの小さな楽園を取り上げてしまうおつもりでしょうか？」


    　すると、議場に重く鋭い声が響いた。


    「当然、第八特区は即座に解体するべきだ。あれは秩序を乱す。いずれ理想郷を食い破る獣けものへ育つだろう」


    　そう発言したのは額に第三眼を持つ神祖オリジン《宙翁ブラフマー》。


    　第五特区の魔女エキドナも、部分的に同意する。


    「私は第八特区の設立については別にいいと思うんだけど──幻類が立ち入ることのできない結界は、とても危険だと思うわ。反幻類勢力の拠点になるのは目に見えているじゃない。これまで以上にトラブルが増えて、下へ手たをすれば内戦だって起きるかも」


    　それは的を射た指摘に思えたが、名桐壮真はゆっくりと首を横に振った。


    「私は、逆だと思います。第八特区が発展し、安定するほどに、彼らが極端な行動に走る可能性は減るでしょう。満たされているのなら、現状を変える必要はなくなるのですから。けれど彼らから最後の逃げ場所を奪ってしまえば、もはや戦わざるをえなくなります。今度こそ大きな暴動が起きて、取り返しが付かない状況になるのは間違いありません」


    　ガブリエルはそこで小さく笑う。


    「だとしても、所詮は人間のすることだ。どうとでも抑え込めよう。少なくとも《天元エール》様の第一特区では、絶対にそのようなことは起こらん」


    　高圧的であり一方的な宣言。


    　しかし名な桐ぎり壮そう真まは、その言葉を待っていたかのように口を開いた。


    「ええ──今述べたことは、この時点では第七特区に限った問題です。ほかの特区では、各おの々おのの柱が完かん璧ぺきに近い統治をしているのでしょうから」


    　挑むように彼は居並ぶ幻エ類ナたちを見回す。


    　反論する者はいない。この場で──人間の代表者を相手に、自分の特区に問題があると発言すれば、後々に巫ふ道どう機関の介入を許す口実になるのは明白だった。それをわかったうえで、彼は言葉を続ける。


    「なので、私は今回の件を〝第七特区の問題〟として扱うべきだと考えています。第八特区に移住した人々の多くは第七特区の住民ですから、それが当然でしょう。第八特区という名称ではありますが、実質的には第七特区郊外にできた人間自治区と表現するのが適当だと思います。ゆえに、第七特区の柱がその是非を判断すべきです」


    　そう言って名桐壮真は、真正面の席に座る照てる日ひに視線を向けた。


    　席の後ろに控えている草くさ薙なぎと八や咫たが表情を険けわしくする。名桐壮真は全特区の代表者たちではなく、照日一人と交渉するつもりだと悟ったのだ。


    「わたくしは──」


    　照日は銀色の耳と尻尾をピンと立てて、考えを述べようとする。


    　けれどそこで《宙翁ブラフマー》が照日の発言を遮った。


    「待て。《陽皇アマテラス》よ──主ぬしはその言葉の重みを、本当に理解しているか？」


    　問われた照日は《宙翁》のほうを向き、首を縦に振る。


    「はい、わかっているつもりなのです」


    「ならば結論を出す前に、余にその考えを聞かせよ。そこの人間は詭き弁べんを弄ろうしていたが、これがアヴァロン全体の行く末に関わる選択であることは明白だ」


    　照日は《宙翁》の求めに頷うなずき、場にいる全員を見回した。


    　議論に参加せず、まるで他人事のように赤ん坊の《魂沌ケイオス》をあやしていた二人の女性も、そこで初めて照日のほうを見る。


    　皆の視線を受け止めた照日は、ゆっくりと言葉を紡つむぎ始めた。


    「わたくしは……幻類と人間が、共に笑って暮らせる世界を望んでいるのです。良き隣人として、同じ生活を共有して……協力し合うことができれば、とても豊かで幸せな街が生まれると、今でも信じているのです」


    「ああ、だが第八特区の人間たちはその理想を放棄した。人間だけの街を作り、幻エ類ナを拒絶している」


    　相あい槌づちを打つ《宙翁ブラフマー》に、照てる日ひは頷うなずき返す。


    「はい──確かに彼らは、わたくしの理想とは違う道を選びました。けれど……名な桐ぎり総そう帥すいの話を聞いて思ったのです。もっと大きな視点もあるのではないかと」


    　その言葉を聞き、《魂沌ケイオス》を抱いていた女性が、興味を引かれた様子で口を開いた。


    「大きな視点？　どういう意味なのか、興味があるわ」


    「一人と一人ではなく、街と街で共存を模索していく方法もあるのではないかと思うのです。人間は幻類に比べて、とてもか弱い存在です。そうした格差をどうやれば埋められるのか……ずっと考えて、それでも答えは出ませんでした。けれど今日──第八特区の設立を知って思い出したのです。人間は集団で生活する種族だったことを……」


    　照日は苦笑を浮かべ、恥ずかしそうに頬ほおを掻かく。


    「こんな当たり前のことに気づかなかったのは、わたくしたち幻類がそれぞれ強大な力を持つ〝個〟だったからでしょう。けれど人間は集団でその真価を発揮します。本当の意味で対等な関係をつくり、共存していくために……第八特区は必要なのかもしれません」


    　そこで深い皺しわが刻まれた《宙翁》の表情が、険けわしくなった。


    　彼から滲にじみ出る神しん気きの気配が鋭くなり、各特区の名みよう代だいたちは、警戒の眼まな差ざしを向ける。


    「つまり、《陽皇アマテラス》は第八特区を容認するということか？」


    《宙翁》の声には怒気すら籠こもっていた。けれど照日は臆することなく、首を縦に振る。


    「……そうなります。第八特区に行くしかなかった方々の居場所を奪うわけにはいきません。もちろん〝覆いを外す者たちアポカリプス〟の残党は危険だと思いますし、いずれわたくしたちに刃やいばを向ける可能性もあります。けれどそれは、巫ふ道どう機関と協力すれば対処できるでしょう。そうしたことを考えて──きちんと制御下に置くために、名桐総帥は第八特区の設立に手を貸したのではないですか？」


    　照日が問いかけると、名桐壮そう真まは苦笑を浮かべる。


    「ええ、巫道機関が手を貸さなくとも第八特区はいずれ生まれていたでしょう。ならば、初めから根幹に食い込んでおくべきだと判断しました」


    　その返事を聞いた照日は、安あん堵どの表情を見せた。


    「そうしたことを考慮していたのなら、今後の交渉もスムーズにいきそうなのです。ですから、わたくしは第八特区を強引に解体するべきだとは思いません」


    　胸を張り、まっすぐに《宙翁》の第三眼を見据え、照日は結論を口にする。


    　もはや揺るがぬ彼女の意志を見た《宙翁》は小さく息を吐いた。


    「《陽皇アマテラス》──主ぬしの考えは理解した。やはりこの理想郷は滅ほろびへの道を進んでいるらしい。余は既にアヴァロンの破は綻たんを目にしている。主の選択が誤りだと知っている。しかし安心するといい。余は世界の安定と調和を保ち、より良き未来を視み通とおす者。余が自みずからこの地へ赴おもむき、運命に干渉したことで──理想郷は救われるだろう。もちろん、ここまでせざるを得ないことに、失望は覚えているがね」


    　口調は緩ゆるやかだが、彼から放たれる神しん気きは怒りの色を帯びている。


    「まさか、各特区の代表が集った場でわたくしと戦うなどと──そんなことは言わないですよね？」


    　照てる日ひが銀色の尻尾を逆立てながら、硬い声で釘を刺した。


    　両者の神気がぶつかり合い、干渉した幻素イデアが火花を散らす、


    「ああ、もちろんだとも。争いは調和を乱す行為。そして干渉を最小限に留めなければ、今のこの瞳ひとみに映る未来も揺らいでしまう。ゆえに……時が満ちるまで、しばし余の話し相手をしてもらおうか」


    　それは容認の言葉にも思えたが、議場にいた全員はその言葉に込められた失望と怒気を肌で感じ取った。


    　場の空気が張りつめる。ナタクとエキドナ、ガブリエルは反射的に身構え、草くさ薙なぎは照日を守るように前へ出た。《魂沌ケイオス》を抱く女性は動じずに、面白がるような表情を浮かべる。
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    　けれど──その後に起きた変化は、ささやかなものだった。


    《宙翁ブラフマー》は深く腰かけた椅い子すから立ち上がることなく、枯れ枝のような細い指を動かすこともせず、ただ額の第三眼を大きく見開いた。


    　そして次の瞬間、議場から照てる日ひと《宙翁》の姿が消える。


    　攻撃どころか移動した痕跡すらなく、忽こつ然ぜんと二柱の神祖オリジンはいなくなってしまった。


    「な────照日様!?」


    　草くさ薙なぎが慌あわてながら主人の名前を呼ぶが返事はない。室内に視線を巡らしても照日は見つからない。


    「八や咫た！　あんたなら照日様の居場所がわかるだろう？　照日様と《宙翁》はいったいどこへ行っちまったんだい？」


    　焦あせる草薙に問いかけられた八咫は、懐ふところから取り出した鏡を覗のぞき込み──首を横に振った。


    「……わからないわ。繋つながりは断たれていないけど、照日様の姿が鏡面に映らないのよ。たぶん、まともな場所じゃない……焦点を合わせるのには、時間がかかりそう」


    　苦い表情で答える八咫を見て、ナタクは躊躇ためらいがちに言う。


    「以前《源仙コンロン》様から少し聞いたことがあります。《宙翁》様は自みずからの宇宙──別次元の空間を作り出す権能を持っているそうです。恐らく《陽皇アマテラス》様は、そこに連れていかれたのではないかと……」


    「別次元の空間だって!?　いったいそれはどこに──どうやったら照日様を助け出せるんだい？」


    　草薙はナタクに詰め寄り、早口で問いかけた。


    「すみません……そこまでは。ただ──外側からどうにかできるようなものではないと思います。その空間を知覚できない以上、私たちには干渉する手立てがありません」


    「っ……」


    　悔しげな表情で草薙は議場の机に拳こぶしを叩きつける。脆もろい机には簡単に大きな穴が開いた。


    「これは……よくない展開ですね」


    　名な桐ぎり壮そう真まは厳しい表情で口元に手を当てる。


    　状況がさらに混迷を極める中──女性に抱かれた《魂沌ケイオス》が微かすかに目を開く。その口元に笑みが浮かんでいることに気づいたのは、赤ん坊の神祖に仕える二柱の女神だけだった。
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    「ここは……」


    　照日は銀色の耳と尻尾をピンと立てて、驚きの声を漏らした。


    　見上げれば、どこまでも蒼あおい空。天頂には眩まばゆい太陽。眼下に目を向けると、白い雲海が彼方かなたまで続いている。


    　そこは雲海から突き出た岩山の頂。草の一本も生えておらず、冷たく乾いた風だけが吹き抜ける世界。


    　どこに目を向けても、自分以外には誰もいない。けれど照てる日ひは、ここにもう一柱の神祖オリジンがいることを確信していた。


    「──《宙翁ブラフマー》！　いるのでしょう？　姿を見せてください」


    　辺りには彼の神しん気きが満ちている。空気からも、岩山からも、まわりにあるすべてから彼の気配が感じられた。


    『余は隠れてなどいない』


    　すると大気が震え、しゃがれた声が辺りに響く。


    　耳を澄ませる照日だったが、声が聞こえてくる方向を定めることはできなかった。


    『ここは余の宇宙。閉じた世界。すべてが余であり、余がすべてである』


    　その言葉を聞いた照日は、頭上を見上げて口を開く。


    「……要するに、あなたの結界に閉じ込められたというわけなのですね。今すぐにここから出してください。わたくしにはやらなければならないことがあります」


    『残念ながら、主ぬしの行動を余は認められぬ。時が来るまで、ここにいてもらおう』


    　返事は冷たく、一方的だった。照日は顔を顰しかめ、世界に問いかける。


    「時間が経てば解放してくれるということなのですか？」


    『然しかり。主が動かずにいれば、乱れた秩序は回復する。アヴァロンの調和を揺るがした第八特区は、じきに崩壊するだろう。調和こそが余の根源。天秤の傾きは正さねばならぬ』


    「あなたはいったい何を──」


    　血相を変える照日だったが、彼女を宥なだめるように厳おごそかな声が響いた。


    『余は何もせぬ。主をしばし封じるだけで十分だと、余の第三眼は見通しておる』


    「……世界を創り、未来を視みる──さすがは最も古き神祖の一柱と言われる方ですね。ならば、聞かせてください。わたくしがここにいることで、アヴァロンの皆が──第八特区の方々を含めた全員が、幸せになれますか？」


    　真剣な表情で照日が問うと、わずかな間を置いて声が返ってくる。


    『余は個人の幸福に関知しない。だが世界の調和を保つことは、結果的に大多数の幸福に繋つながるだろう。さらに付け加えるならば、主の問いは破は綻たんしている。もとより総員の幸福などは在あり得えない。幸福とは不幸が存在するがゆえの概念だ』


    「それを聞いて、心が決まりました」


    　照日は大きく深呼吸をして、空の頂きを睨にらんだ。


    「わたくしは、ここにいるわけにはいきません。たとえ全員を幸福にはできないとしても──それでも、なるべく多くの人々を笑顔にしたいのです」


    『認めぬ』


    　短い拒絶の言葉が降る。


    「ならば、力ずくで出ていきます」


    　ぶわりと照てる日ひの尻尾が膨ふくらみ、凄せい烈れつな彼女の神しん気きが閉じた世界の風を大きく乱した。


    『好きにするといい。だが何をしようとも余の宇宙から抜け出すことはできぬ』


    　余裕ある声で《宙翁ブラフマー》は宣告する。


    「やってみなければわからないのです」


    　照日は瞳ひとみに強い意志の光を灯し、その想いを言こと霊だまに乗せて世界へ放った──。
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    　旧横浜に展開された結界の基点たるランドマークタワー。


    　その前にある海沿いの広場は周辺に建物が少なかったおかげで瓦が礫れきが少なく、集会が終わった今も多くの人間が行き交っていた。


    　ランドマークタワーと広場の間には水路があり、そこには真っ二つに折れた船が哀れな姿を晒さらしている。どこにでもある崩ほう界かい戦争の爪つめ痕あとの一つだ。


    　飛ひ田だ蓮れん路じは夕焼け空を仰あおぐ船の帆先を見上げながら、煙草タバコの煙を吐く。


    　そこは船の残ざん骸がいで広場からの死角になっており、住民たちが集まってくることはない。


    　銃剣型の機神デウスを脇に置いて座り込み、煙の行方ゆくえを目で追う彼の横に、黒ずくめの男が近づいてきて小声で報告する。


    「蓮路様──名な桐ぎり壮そう真まからの連絡は未いまだありません。やはり《陽皇アマテラス》から第八特区設立の承認を得るのは難しかったということでしょうか……もしくは名桐壮真が裏切ったという可能性も──」


    「ふん、裏切ったところであの狸たぬき親おや父じには何の得もねえよ。どうせ何かヘマをやらかしたんだろうさ。ま、ここまでずっとあいつの絵図面どおりだったからな。失敗してくれて少し安心したぜ。これでようやく巫ふ道どう機関から主導権を取り戻せる」


    　軽い口調で答える蓮路に、男は焦あせった様子で言葉を続けた。


    「で、ですが、名桐壮真が失敗したとなれば、幻エ類ナ側がどのような行動に出るか予想ができません。こちらの結界を危険視し、排除に動く可能性も……」


    「んなことはわかってる。奴らが動く前にこっちのプランを進めりゃいい。あれの探索はどうなってんだ？」


    　動じることなく問う蓮路を見て、男も少し冷静さを取り戻した。


    「はい──蓮路様の仰おつしやったとおり、隠し社やしろの奥にそれらしい場所を発見いたしました。ただどうも魔術的な封印が施ほどこされているらしく、中を確認できてはおりません」


    「いや、それで十分だ。あとは俺がどうにかするさ。探索班は引き上げさせて、結界周囲の警戒に回せ」


    「承知いたしました」


    　男はそう答えると、音もなくその場を去る。


    　一人になった蓮路は短くなった煙草を足下に投げ捨て、靴の踵かかとで踏み消した。


    「……灯台下もと暗くらしとはよく言ったもんだ」


    　自じ嘲ちよう気味に呟つぶやき、蓮れん路じは機神デウスを手に立ち上がった。物陰からこちらを覗のぞき見る視線に気づいたためだ。


    「何か用か？」


    　大きな瓦が礫れきの向こうに呼びかけると、陰から一人の少女が姿を見せる。簡素なワンピースを着た十代前半の少女は、緊張した面おも持もちで口を開いた。


    「あ、あの……ひ、一言お礼を言いたくて……」


    「礼？　というかよぉ──てめえは誰だ？」


    　頭を掻かきながら蓮路が問うと、少女は慌あわてながら頭を下げる。


    「す、すみません、覚えてらっしゃらないのも当然ですよね！　私、〝生命の果実〟の暴動に巻き込まれた時に助けてもらって……それで──」


    「やっぱ思い出せねえな。ま、どうせついでにしたことだ。そこまで恩に着ることはねえ。お前らの前で言っただろう──俺たちは利用し合う対等な関係だってな」


    　蓮路は手を振って少女を追い払おうとするが、彼女は退かずに言葉を続けた。


    「だとしても……だからこそ、感謝するべきだと思うんです！　今すぐには無理ですけれど──私、いつか蓮路さんにありがとうって思ってもらえるようなことをしますから！　それをしてやっと対等なんです！」


    「……暑苦しい奴だな。てめえがそうしたいって言うなら、好きにすりゃいい。期待せずに待ってるさ」


    　顔を顰しかめた蓮路は、呆あきれ混じりの息を吐いて言う。


    「は、はい！　ぜひ待っててくださいっ!!」


    　顔を輝かせて頷うなずいた少女は深々とお辞じ儀ぎをし、そのまま走り去った。


    　蓮路はその背中を見ながら、もう一度ため息をつく。


    　このようなやり取りをするのは、もう何回目かもわからない。


    　彼らを助けたのは、本当についでだ。ここへ連れてきたのも、利用価値があったからだ。


    　第八特区はアヴァロンの理想に反抗する象徴となり、〝覆いを外す者たちアポカリプス〟の残党が態勢を立て直す拠点になる。


    　世現者ネビリムが死んだことで〝覆いを外す者たち〟はもう組織としての体を保てていない。補給ルートも維持できず、機神の整備もままならないほどだ。その結果、巫ふ道どう機関と手を結ぶほかなかった。


    　──奴らと組んだことで、俺らは正義の味方扱いだ。全く、的外れにもほどがある。


    　飛ひ田だ蓮路という男は、すべての人間を救おうとするような聖人ではない。大抵の人間は愚かで救いようがないと考えているし、幻エ類ナに擦すり寄る者たちのことは心底侮ぶ蔑べつしている。


    　──アヴァロンにいるほとんどの人間は、どうしようもなく間違えた奴らだ。


    　広場のざわめきを聞きながら、蓮路は胸中で呟く。


    　妹の翼つばさと同じく、幻エ類ナとわかり合えると勘違いし──結果、こうして裏切られた。


    　同情はしない。そんなことをしていたらキリがない。ただ、間違え続ける奴らを見るのは不快だった。学ばない人間に腹が立った。翼の死が無意味に思えた。


    　だから自分が間違ったことを自覚し、過ちを正そうとしている奴らには、少し手を貸してやっただけ。


    　けれど、いつの間にかその数は思った以上に増えてしまった。


    「──無駄に重たくなりやがって」


    　小さく毒づき、苛いら立だちながら頭を掻かく。


    〝覆いを外す者たちアポカリプス〟の一構成員だった時と比べて、ずいぶんと動きづらくなった気がする。もちろん当時も部下はいたが、彼らは自分と同じく、幻類を滅ほろぼすことに命を懸けている連中だ。〝使う〟ことに躊躇ためらいはなかった。


    　けれど第八特区に集まった住民は違う。彼らには自分を犠ぎ牲せいにして幻類を討とうという意志はなく、ただ──より良く生きるためにここを選んだ。


    　今の彼らがどれだけ蓮れん路じを讃たたえて敬うやまおうが、いずれ意見がぶつかるのは明白だった。だから最初から互いに利用し合う関係だと、同胞ではないのだと言い聞かせているのだが──彼らは盲目的に期待する。


    　蓮路が理想的な指導者であることを勝手に信じようとする。


    　人間というのは、やはりどこまでも自分勝手で愚かだ。蓮路は改めてそれを実感していた。


    　ひた──。


    　その時、背後に足音。靴音ではなく、裸足はだしの──少し湿った素足が石の床に触れた音だ。


    「今度は誰──」


    　ため息交じりに振り向こうとした蓮路だったが、一瞬で表情が強こわ張ばり、手にした銃剣型の機神デウス──フルンディングを構える。


    「やはり幻素イデアの気配を感じ取れるのね」


    「ずいぶんと面白いものを取り込んだのね」


    　斜陽の光に長く伸びた瓦が礫れきの影。そこから二人の女性が姿を現す。


    　両者とも褐色の肌で顔は瓜うり二つ、髪と服の色だけが正反対。黒髪の女性は赤ん坊を抱き、白髪の女性は金色の杖つえを手にしていた。


    「てめえらは幻類か──なぜここまで……」


    　刃やいばに炎を宿らせて蓮路は二人の女性を睨にらむ。


    「吾われは善法を賞賛する女神、アフラ」


    　黒髪の女性が名乗る。


    「吾は悪法を肯定する女神、アンリ」


    　白髪の女性も続けて名を告げた。


    「そしてこの子は、清濁入り混じる混沌」


    「白と黒の境界、尊き灰色──未いまだ未熟な《魂沌ケイオス》」


    　二人の名乗りを聞き、蓮れん路じの表情はさらに強こわ張ばる。


    「神祖オリジン《魂沌》だと？　正気か……？　その気配……もう相当に幻素イデアを吸われてやがるだろうが」


    　それこそ近くに来るまで気づけないほど、彼女たちの幻素は薄い。もはや神祖とは思えないほどに。


    　だが彼女たちは楽しげに笑う。


    「ええ、吾われらはこの世界に溶けつつある」


    「ええ、吾らはあなたに取り込まれている」


    「けれど、問題はない」


    「そう、何も問題はない」


    　アフラは抱いた《魂沌》の頭を優しく撫なで、アンリは赤子の小さな手を握った。


    「あなたも灰色」


    「あなたも混沌」


    「吾らはあなたに次なる世界を見み出いだした」


    「吾らは次なる秩序の器にあなたを選んだ」
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    　そう言って彼女たちは赤子と蓮れん路じを交互に指し示す。


    「この子は、あなた」


    「あなたは、この子」


    「吾われもあなた」


    「あなたも吾」


    　二人の女神は微ほほ笑えみ、声を重ねて告げた。


    「「吾らは既に、入り混じった混沌よ」」


    「何を訳わかんねえこと言ってやがるっ!!」


    　蓮路が叫びながら銃剣を振るう。


    　斜陽の光に赤く染まった世界を、紅の炎が裂いた。


    　灼しやく熱ねつの斬ざん撃げきは二人の女神と《魂沌ケイオス》を横一文字に断ち切る。


    　けれど──手ごたえは酷ひどく薄い。


    「っ……」


    　彼女たちの姿は薄れ、最初から幻だったように掻かき消える。


    　女神と赤子を構成していた幻素イデアがフルンディングに取り込まれ、刀身の炎が一際強く燃え上がった。


    「倒した……のか？」


    　訝いぶかしげに呟つぶやく蓮路の耳に、笑みを含んだ声が届く。


    「いいえ、吾らはここにいる」


    「吾らはあなたを見ている」


    　蓮路はハッとして自分の手もとに目をやった。


    「吾らの力、存分に生かすといい」


    「吾らの権限、好きに使うといい」


    　軽やかな笑い声は、フルンディングから響いている。


    「黙りやがれっ!!」


    　蓮路は苛いら立だたしげに銃剣を地面に突き立てた。


    　すると笑い声は、ぴたりと途絶える。


    　だが──フルンディングの刀身を包む赤い炎には、それまでなかった昏くらい輝きが微かすかに混じっていた。
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    「照てる日ひが《宙翁ブラフマー》に……」


    　シーナ、咲さく良らと共に第七柱央神殿に帰還した湊みなとは、二時間ほど前に議場で起こった出来事を聞き、息を呑のんだ。


    　第七特区に戻って来た時から、胸騒ぎはあった。照てる日ひの神しん気きがどこにも感じられなかったのだ。けれどまさか別次元に連れ去られていたとは……。


    「ああ、単なる結界ならあたしの剣で斬り裂けるんだが、どこを斬っても手ごたえ一つないのさ」


    　ずいぶん荒れ果ててしまった議場を示し、草くさ薙なぎは苛いら立だたしげに言う。断ち切られた机や椅い子すは、彼女によるものなのだろう。


    　手にした鏡を覗のぞき込みながら、八や咫たも首を縦に振った。


    「照日様と深く繋つながるこの鏡でも道を繋げません。場所としては〝ここ〟にいるはずなのですが……」


    「照日……」


    　湊みなとは照日が座っていたという席の残ざん骸がいを見つめ、意識を集中する。


    　慣れ親しんだ彼女の気配はどこにもない。自分が傍そばにいれば守れたと言うつもりはないが、それでも照日から離れたことを強く後悔した。


    「湊くん、安心してください。照日様はご無事ですよ。あの方の鏡である私には、それがわかります。この感覚を辿たどれば、鏡を繋ぐこともできるでしょう。ただしそれにはかなりの時間がかかりそうですが……」


    「《宙翁ブラフマー》は照日様に〝話し相手になってもらう〟と言ってやがったからねぇ。まさにそのとおりのことをしてるんだろうさ」


    　草薙が苦々しく吐き捨てると、無事な席の一つに座っていた名な桐ぎり壮そう真まが、硬い表情で口を開く。


    「正直、これは私にとっても大きな誤算でした。巫ふ道どう機関は《陽皇アマテラス》の承認が得られることを前提にしてプランを組んでいたのですが……このまま幻エ類ナ側の意見が纏まとまらないままだと、第八特区の住民は不安を募らせてしまう。飛ひ田だ君を始めとする元〝覆いを外す者たちアポカリプス〟のメンバーも人々を守るために──第八特区の存在を認めさせるために、力を示そうとするかもしれません」


    　議場には彼のほかに草薙と八咫、ミカエル、シーナ、咲さく良らがいる。ほかの者たちは柱央神殿内に用意された部屋に引き上げていた。


    「力？　何かまだカードがあるの？」


    　シーナが不思議そうに問いかけると、彼は頷うなずく。


    「はい……私はあくまで交渉材料の一つとして使うつもりだったのですが、蓮れん路じ君はそのカードを切る可能性がありますね」


    「そうすると、何かマズイことになるのかしら？」


    　ミカエルは訝いぶかしげに眉まゆを寄せた。


    「それは……まだ私の口からは言えません。リスクはありますが、人間側にとって切り札の一つであることは変わらないのですから」


    「名な桐ぎり総そう帥すい！　こんな状況なのにそんな──」


    　咲さく良らは我慢しきれぬ様子で詰め寄る。


    「こんな状況だからですよ。第八特区は、何としてでも成立させなければならない。人間のためにそれが必要なことだと、私は合理的に判断しました。ゆえに私自身も含め、どのような犠ぎ牲せいも払うつもりです」


    　信念というには、熱が足りない口調。彼は本当に、それが必要なことだから実行したのだろう。こうした相手に感情論は通じない。


    　だが、湊みなとには一つだけどうしても確かめておきたいことがあった、


    「その犠牲には、第八特区の住人や──蓮れん路じも含まれているのか？」


    　湊が問いかけると、名桐壮そう真まは躊躇ためらいなく頷うなずく。


    「ええ、もちろんですよ。彼らはその覚悟を持っています。逆にお聞きしますが、あなたはどうですか？　アヴァロンや幻エ類ナのために、命を懸けられますか？」


    「それは──」


    　一瞬だけ、言葉に詰まった。自分は照てる日ひのために、照日の理想を叶えるためになら命を懸けられるし、実際にそうしてきた。


    　けれど名桐壮真の問いに、照日の名は含まれていない。照日のことを抜きにした時に──己おのれの意志で見知らぬ者たちに奉仕できるかどうか……それは正直わからなかった。


    　その時、湊と名桐壮真の間にシーナが割り込んでくる。


    「命を懸けるのは、別に偉いことじゃない。生き続けるほうが、ずっと多くのことをやり遂げられる。少なくともボクは、ミナトに死んでほしくない」


    　湊の腕を抱きしめたシーナは、不満そうに名桐壮真を睨にらんだ。


    「確かに……あなたの言うとおりですね。ただ、ほかのすべてを諦あきらめて、その一瞬に己を賭かけられる人間は、とても強い。私は彼が今のままで飛ひ田だ君と相対する資格があるのか──それが心配になっただけですよ」


    　苦笑しながら名桐壮真は湊を見つめた。


    　どうやら湊と蓮路の因縁についても承知しているらしい。加えて湊を見る彼の目には、底知れない不気味な光が宿っている。


    　──何を考えているのかわからない。人間に在あるべき何かが、彼には欠けている。


    　最初に会った時、彼は自分が〝心なき者ハートレス〟と幻類から呼ばれていることを明かしたが、まさにそのあだ名は彼に相応ふさわしいものだった。


    　コンコン──。


    　沈黙が落ちていた室内にノックの音が響き、巫ふ道どう機関の男性職員が入ってくる。


    「ご報告します。巫ふ道どう機関の職員を介して第八特区の暫定的代表者、飛ひ田だ蓮れん路じから連絡がありました。明朝、あちらの指定する時間と場所で、第七特区の幻エ類ナ側代表者と話し合いを行いたいそうです」


    　彼の言葉を聞いた名な桐ぎり壮そう真まは、思案するように眉まゆを寄せた。


    「代表者──ですか。ここは是非、《陽皇アマテラス》に話を纏まとめていただきたかったのですがね」


    　残念そうに彼が呟つぶやくと、男性職員は首を横に振る。


    「いえ、実はその代表者に関しても指名があり──辰たつ宮みや湊みなと一人で来てほしいということです」


    　男性職員は湊のことを知っていたらしく、視線をちらりと向けた。


    「蓮路が俺を……」


    　彼ならば自分を指名してもおかしくないとは思うが、何となく話し合いというよりは果たし合いを求められているような印象を受ける。


    　それに──蓮路は照てる日ひが《宙翁ブラフマー》に連れ去られたことを知らないのだから、まずは照日を指名するのが自然なはずだ。


    　湊が言い知れない違和感を覚えていると、名桐壮真が硬い声で男性職員に問いかける。


    「飛田君が指定した場所というのは？」


    「第八特区には幻類が入れないので、両特区から同程度の距離にある郊外の──」


    　彼がその場所を──その街の名を告げた瞬間、湊は息を呑のんだ。


    　知っている名前だった。


    　今はもう瓦が礫れきだらけの廃はい墟きよになっているだろうが、そこはかつて湊が人間と共に暮らした街。


    「飛田君の実家があった場所ですね。これは本当に……」


    　意味ありげに呟いた名桐壮真は顔を上げて、湊に鋭い眼まな差ざしを向けた。


    「辰宮湊君──この提案を受けるかどうかは、君の自由です。けれど君が決断する前に、一つ大事なことを教えておきます」


    「大事なこと？」


    　湊が訝いぶかしげに聞き返すと、彼は首を縦に振って話し始める。


    「かつて、この極東の地は、世界でも類を見ないほどに多くの神々が棲すむ国でした。それゆえに神に仕え、神の宿る土地を守り、管理する役割を担になう人間たちがいたのです。名桐家はそうした者たちを纏めてきた一族で、巫道機関の前身となる組織を運営していました」


    　草くさ薙なぎは眉を上げて、皮肉げな表情を浮かべた。


    「神事を司つかさどる家系だったのかい。どうりで妙に慣れていると思ってたよ」


    　名桐壮真は草薙の言葉に頷うなずく。


    「はい、ですからいろいろとこの地の事情には精通しているつもりです。飛田という名字にもピンと来るものがありました」


    　その言葉に含まれた意味を少し遅れて理解した湊は、まじまじと彼の顔を覗のぞき込む。


    「まさか……蓮れん路じも？」


    「ええ──彼自身は知らなかったようですが、実家のある場所を聞いて確信しました。飛ひ田だ家は第二次世界大戦時に社殿が焼失するまで、多くの巫女みこを輩はい出しゆつしてきた一族です。仕える神はその地の山奥に眠る水神──《龍皇アクラ》」


    「なっ……」


    　父神の名を聞いた湊みなとは絶句する。


    　幼い頃、社やしろで自分の世話をしてくれた巫女たちを思い出した。彼女たちは蓮路や翼つばさと同じ家の出だったというのか。


    「飛田君にこの話を聞かせた時も、同じような表情をしていましたよ。つまり──あなた方には、自身が思っている以上に、深い因縁があるということです。いえ、古いにしえの縁えにしがあなた方を引き合わせたと言うべきかもしれませんね」


    　名な桐ぎり壮そう真まは湊の顔を見て苦笑する。


    　湊の脳裏を過よぎるのは、かつて愛した少女の顔。


    　飛田翼──彼女を助けたのが、すべての始まりだった。自分は彼女のことを、その気配を、最初から気に入っていたように思う。


    　偶然ではなかったのかもしれない。山を降りた湊が翼と出会ったのは、必然だったのかもしれなかった。だが──。


    　──今の俺たちがこうなったのは、運命のせいじゃない。


    　翼を救えなかったのは、覚悟と力が足りなかったからだ。だから今度こそ──。


    「俺は……蓮路の提案に応じる」


    　短く、決意を込めて湊は告げた。
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    「懐かしいと感じる余地もないな……」


    　朝の光に照らされた広大な廃はい墟きよを見渡した湊は、微かすかな失望を交えて嘆息する。


    　翼や蓮路と過ごし、多くの思い出が詰まった街は、徹底的に壊されていた。


    　原形を留めている建物はほどんどなく、寒々しい瓦が礫れきの山に変わっている。視界を遮る高いビルなどがないため、見晴らしは非常にいい。


    　遠くには緑に覆われた山々が見える。あの山地を深く分け入れば、湊の生まれ故郷である《龍皇》の社だ。


    　街の中央を流れる大きな川の遥はるか上流には、社の大滝がある。河か川せん敷じきが整備されていない昔は、よく川が氾はん濫らんしたことだろう。


    　この街に水神を祀まつり鎮める一族がいたのは、今考えると自然なことに思えた。


    　幼い頃の湊みなとは、自分の世話をしてくれた巫女みこがどこから来ているのか、そしてなぜいなくなってしまったのかを、気にしたことがなかった。


    　人間はどうせいつか失うせてしまうものだとわかっていたからだ。人間の母が死んだ時に、それを悟っていた。


    　けれど、きちんと向き合うべきだったのかもしれない。仮に《龍皇アクラ》へ嫁いだ母も飛ひ田だ家の出だとすれば、あの巫女たちは親類だったということになる。


    　翼つばさと蓮れん路じが彼女たちの子孫である可能性もあった。


    　──もしそうなら俺と蓮路は遠い親戚か。


    　そんなことを今になって知るとは思わなかった。


    　もちろん、ただの推測ではあるのだが……もしこの考えが当たっていたならば、翼はまるで辰たつ宮みや湊に仕え、生いけ贄にえとなった巫女のようだ。


    　──翼は……自身の出自や俺の正体を知っていたのだろうか。


    　湊が考えに沈んでいると、頭上からバサリと軽やかな羽音が聞こえてきた。


    「ミナト──本当に一人で行くの？」


    　心配そうな声と共に、天使のミカエルが湊の横に舞い降りる。


    　彼女はここまで湊を運んだ後、周囲の哨しよう戒かいを行っていたのだ。


    「ああ、そういう約束だからな。辺りの状況はどうだった？」


    「向こうの拓ひらけた場所にヘリが一機停まっていたわ。その傍そばに人間が一人だけいたけど、幻素イデアの気配もなかったし機神デウス使いじゃないわね」


    「たぶんヘリのパイロットだろうな。蓮路は先に着いて、俺を待っているってことか」


    　湊が呟つぶやくとミカエルは頷うなずく。


    「ええ、たぶん。指定された場所に人影が見えたから。その周辺は何もない焼け跡で、大人数が隠れられそうな場所はなかったわ。でも……罠わながないとは言い切れない。やっぱりわたしもついて行ったほうがいいんじゃ──」


    「いや、気持ちは嬉しいがミカエルはここで待っていてくれ。何かあった時はすぐに合図をする。それに……これもあるしな」


    　そう言って湊は左手を開いて見せた。


    　そこには赤いインクで小さな魔法陣が描かれている。これは出発前にシーナが施ほどこしてくれたお守りだ。


    「わかったわ──でも無理をしないでね。危険を感じたらすぐに戻ってきなさいよ。あなたの役目は交渉なんだから、それ以外のことをする必要はないわ」


    「ああ。だが、ずいぶん心配してくれるんだな」


    　苦笑しながら湊が言うと、ミカエルは顔を赤くした。


    「あ、当たり前でしょう！　今のわたしは《陽皇アマテラス》様の下で働く、あなたの仲間なんだから。それに……その、次代のミカエルは私の分身とかじゃなくて、できればあなたと普通に──」


    「次代？」


    　どういうことかと湊みなとは眉まゆを寄せる。


    「な、何でもないわよ！　とにかく、あなたが戻ってこないとわたしが困るっていうこと！」


    「──そうか、じゃあちゃんと無事に戻ってこないとな」


    　ミカエルの言葉に湊は笑って答えた。


    「ええ、擦すり傷一つでも怒るから」


    　そう釘を刺すミカエルに頷うなずき、湊は歩き出す。


    　指定された話し合いの場所へ──かつて飛ひ田だ家の大邸宅があった廃はい墟きよの中心へと。


    　街の風景は様変わりしているので、記憶に残る道路の跡を頼りに歩を進めた。


    　思い出す。この場所で過ごした日々のことを。


    　山の社やしろにいた時間や、照てる日ひと共に旅をした時間に比べれば、ほんの一瞬とさえ言える短い日常。


    　だが毎日が新鮮で、刺激的で、驚きに満ちていて──とても楽しかった。


    　こんなふうに密度の濃い毎日を過ごしているからこそ、人間はあっという間に一生を終えてしまうのだろうと、妙に納得したのを覚えている。


    　特に印象的だったのは、翼つばさや蓮れん路じと共に出かけた花火大会。河原で行われた小規模なものだったが、夜天に咲く炎の花は美しく、立ち並ぶ屋台で食べた焼きそばや綿菓子は美う味まかった。


    『また来年……来れたらいいね』


    　はしゃぐ湊を見て、翼は笑っていた。


    『こんな程度で感動できるたぁ、安上がりな奴だな。ま、来年も暇なら付き合ってやるよ』


    　蓮路も皮肉っぽいことを言いながら、それでもしっかり楽しんでいたように思う。


    　あれから十年。当然ながら花火大会へ行ったのは、あの一度切りだ。


    　途中、アスファルトが大きく陥没した交差点跡を通り過ぎる。窪くぼみには水が溜たまり、小さな池のようになっていた。


    　胸が苦しくなる。心が軋きしむ。


    　ここは──翼が死んだ場所だ。


    　道路の穴は、湊が《空エ姫ア》の血族と戦った名残。


    　花の一つも持参しなかったことを悔いながら、湊は先へ進む。


    　──いつかまた、今度はちゃんと花を持ってこよう。


    　今はまだ、翼に何を言えばいいのかわからない。何らかの形で蓮路と決着が付くまで、湊は彼女を過去にすることはできなかった。


    　太陽が徐々に東の山際から離れ、約束の時間が近づく中、湊は緩ゆるやかな坂道を登っていく。


    　この先に、飛田家の邸宅があった。学生である二人しか住んでいない不思議な家。


    　蓮れん路じが大人を追い出したとか、そういう話を聞いた覚えはあるが、それにしても普通ではない。


    　社やしろを放置し、神事から手を引いていたとしても、飛ひ田だ家はこの街で特別な存在だったのだろう。


    　そういえば翼つばさ以外の家族がどうなったのか──というかそれ以前にほかの家族がどんな人物でどのような仕事をしていたのかも、湊みなとは聞いていない。


    



    『──主あるじ様』


    



    　その時、微かすかに届く声があった。


    　それは外ではなく、内から響く声。


    　湊はハッとして腰に帯びた刀を見下ろす。


    「天アマ羽ハか？」


    　湊が愛刀の名を呼ぶと、すぐに返事があった。


    『──はい。某それがしは主様の眷けん属ぞく、天羽でございます』


    「声を聞くのは久しぶりだな。ゆっくり休めたか」


    　やはり天羽はただ眠っていただけだと知り、湊は安あん堵どの息を吐く。


    『おかげさまで消耗した力は回復いたしました。ただ、目が覚めたのは全快したからではありません。某の刃やいばが……震えたのでございます』


    「刃が？」


    　訝いぶかしげに湊は聞き返す。


    『理由はわかりません。ただ──某と縁えにしの深い、響き合う何かが近くに在あるような気がするのです』


    「響き合う何か、か……」


    　湊は顔を上げ、視線を巡らせた。


    　もう目的地はすぐそこだ。天羽は蓮路に反応しているのだろうか。


    『主様、お気をつけください。胸騒ぎがします』


    「わかった、天羽の言葉は心に留めておく」


    『お願いします。まあ胸騒ぎといっても、某に胸はないのですが』


    「……お前でもそんな軽口を言うんだな」


    　苦笑しながら湊が言うと、刀からは真ま面じ目めな声が返ってきた。


    『いえ、ただ事実を述べたまでです。けれどこの先、より力を蓄えて化身が可能になった時は、きちんと胸をつくりたいと思います。参考までにお聞きしますが、主様は大きい胸と小さな胸、どちらがお好みでしょうか？』


    「ごほっ、けほっ……」


    　思わぬ質問に湊みなとは咳せき込む。


    「い、いきなり変な質問をしないでくれ。というか──天アマ羽ハは女なのか？」


    『某それがしに性別はありませぬ。ただ自意識は多少女性寄りかと。これは主あるじ様が抱く剣精のイメージが、草くさ薙なぎ様に由来しているからだと思われます』


    「確かに……剣精と言えば薙姉を思い浮かべるな」


    『では某も草薙様のような──』


    「いや、待て。薙姉は二人もいらない。こっちの身が持たない」


    　湊は真剣に天羽を止めた。


    『主様の意向、把握いたしました。草薙様とは容姿や個性が被かぶらないようにいたします。よく考えれば、主様の本命は小柄で可愛らしい照てる日ひ様でしたね』


    「……ちょっと待て。何か妙な勘違いをしてないか？」


    『某の分析に誤りはないと思います』


    　きっぱりと断言され、湊は口を噤つぐんだ。


    　これ以上反論すると墓ぼ穴けつを掘る気がしたのだ。


    　それにもう──約束の場所は目の前。


    　軽口は止めて、集中しなければ。


    　天羽と会話したおかげで緊張は適度に解ほぐれている。いざという時に体が強こわ張ばるということもなさそうだ。


    　緩ゆるやかな坂を上り切ると、そこには緑があった。


    　かつて飛ひ田だ家の大邸宅が建っていた敷地は、一面の野原に変わっている。


    　草の間からは炭化した家の柱が何本か突き出ており、その上で小鳥がチチチチと甲かん高だかく鳴いていた。


    　建物が残っていないため、視線を遮るものはない。


    　ゆえに、彼の姿はもう視界の中。


    　敷地の中央には、赤髪の男が背を向けて立っている。その傍そばには地に突き立てられた銃剣型の機神デウス──。


    　──この感じはまるで……。


    　湊は内心で息を呑のんだ。機神ではなく蓮れん路じ自身から、もはや人間と言うのは躊躇ためらうほどの、濃密な幻素イデアが漂い出ている。まるで神人に至った世現者ネビリムのような……。


    　草を踏み分けて湊が近づくと、彼はゆっくりと振り返った。


    「よお、湊。こういう場合はあれだ──俺はてめえに〝おかえり〟とでも言わなきゃなんねえのか？」


    　飛田蓮路は口元を歪ゆがめ、皮肉っぽく問いかけてくる。


    「いや──必要ない。俺はもうここの居い候そうろうじゃないし、その資格もないからな」


    　湊みなとが首を横に振ると、彼は満足そうに頷うなずいた。


    「そりゃそうだ。ずいぶんと分を弁わきまえてるじゃねえか。そうさ──てめえは当然、ここに立つ資格はねえ」


    「なら、どうしてこの場所を指定した？」


    　当然の疑問を湊は投げる。すると蓮れん路じは口の端を獰どう猛もうに釣り上げ、ぎらつく瞳ひとみで湊を見据えた。


    「俺にもいろいろと都合ってやつがあるんだよ。ま、あえて言うなら──てめえがここにいるとムカつくからだ。ぶっ殺してやりたくなるからだよ」


    　そう告げると、蓮路は地面から銃剣を引き抜く。その刀身に炎が纏まとわり付き、彼の足下の草が一瞬で燃え尽きた。


    「……話し合いをするんじゃなかったのか？」


    　湊は吹きつける熱波に顔を顰しかめながら、彼に問いかける。


    「話し合いだぁ？　寝言言ってんじゃねえよ。てめえだってわかってたはずだろ。俺とてめえがいったい何を話すってんだ？」


    　逆に問い返された湊は、大きく息を吐いた。


    「確かに──予感はあったさ。まるで、果たし合いみたいだってな。だが……俺は期待していた」


    「期待？」


    　訝いぶかしげに眉まゆを寄せた蓮路に、湊は頷く。


    「お前が多くの人間を背負って立つ、第八特区の代表者としてここに来ることを──だ」


    「はッ……代表者なんて俺の柄じゃねえ。どこまで行っても俺は、単なる復ふく讐しゆう者だ。てめえら幻エ類ナを殺し尽くすこと以外、考えちゃいねえよ！」


    　蓮路はそう言いながら銃剣を横薙なぎに振るった。


    「っ──第一階かい梯てい、流ナガレ！」


    　即座に水流を放って相そう殺さいする湊。辺りに濛もう々もうとした白い水蒸気が立ち昇り、互いの姿が見えなくなる。


    「やめろ、蓮路！　ここで戦って何の意味があるんだ？　お前は第八特区の設立を認めさせようとしていたんじゃないのか？　話し合いの可能性を潰つぶせば、争いが起こる。お前を信じて付いてきた人間が死ぬかもしれない。それでも──」


    　ドンッ──と足下に炎弾が飛んできて破裂した。


    　湊は後方に飛んで逃れながらも、言葉を続ける。


    「お前は以前、第七柱央神殿を襲った時──俺を殺すことよりも照てる日ひを討つことを優先した。大局を見て行動していたはずだ。俺がお前にどれだけ恨まれているかは……よくわかっている。だが……お前がこの状況で個人的な復ふく讐しゆうを優先させるとは思えない！」


    「てめえに俺の何がわかる！」


    　今度は怒号と共に炎の斬ざん撃げきが飛来した。


    　姿勢を低くしてその下を潜くぐり抜け、湊みなとは彼に答える。


    「わかるさ──何度も戦ってれば嫌でもな！」


    　手を翳かざした湊の元に、水蒸気が渦を巻いて集束した。湊の右腕に水の龍が巻き付くと、視界が晴れて蓮れん路じの姿が露あらわになる。


    　蓮路は苛いら立だった様子で湊に銃剣の切っ先を向けた。


    「うだうだ言ってねえで、とっとと剣を抜きやがれ」


    「──断る。俺は交渉のためにここへ来た。お前があくまで戦うというのなら、退かせてもらう」


    「俺と戦うことが、翼つばさを死なせたお前の責任だと言ってもか」


    「ああ──それでも……今は応じられない。ここで戦えば、きっと多くの人間を不幸にしてしまう」


    　そう断言した湊を見て、蓮路は顔を顰しかめて舌打ちする。


    「ちッ……幻エ類ナが偉そうなことを言いやがって。なら、いいことを教えてやるよ。人間を守りたいなら、とっとと俺の機神デウスを破壊することだ」


    「何だと？」


    「第八特区の結界は、今も俺がこいつを使って制御しているのさ。世現者ネビリムを喰らった──このフルンディング・イフリータでな」


    　蓮路がそう告げた途端、銃剣が軋きしみを上げて変形を始めた。


    　全体的に各パーツの間が広がり、その隙すき間まから脈動する〝肉〟が覗のぞく。


    「機神には元々、幻類の幻素イデアを直接取り込む機能が備わってんだ。しかもこいつは特別製でな。生体機神エクスデウスの俺に接続するため、生体部品が使われてんのさ。そいつが神人化した世現者を取り込んだ結果、こうなった」


    　蓮路は不気味に変へん貌ぼうした銃剣を軽く振り、皮肉げに笑った。


    「第四特区では、例の女──芦あし原はら咲さく良らだったか──が必要だったようだが、もうこいつが幻素演算装置の代だい替たい品ひんになる。今もフルンディングの端末が結界を維持し、この本体と繋つながっているのさ。そして俺の意志一つで、結界の本当の機能を引き出せんだよ」


    「本当の機能……？」


    　ぞわりと湊の背筋に悪お寒かんが走る。嫌な予感がした。


    「覚えてんだろ、湊。第四特区で神人になれなかった奴らがどうなったかを」


    　その情景はすぐ脳裏に浮かび上がる。


    　注ぎ込まれる多量の幻素を受け止められず、膨張し、はじけ飛んでいく人々。世現者以外の者たちは、それで命を落とした。


    「蓮れん路じ、お前──」


    「今、あの結界はただ幻素イデアを集めているだけだ。けれど溜ため込んだ幻素を、神人化の処置をした人間に注ぎ込めば、あの時と同じことができる。まあ、ほとんどの奴らは死ぬだろうが──あれだけ〝素体〟がいれば、一人ぐらいは成功するかもしれねえな。そうすりゃ、少しは戦力の足しになる」


    「っ……」


    　湊みなとは奥歯を噛かみしめ、天アマ羽ハの柄に手を添える。


    　ここまで蓮路が道を踏み外しているとは思っていなかった。たとえ復ふく讐しゆう心に駆られていても、彼は一般人を犠ぎ牲せいにするような人間ではないと、心のどこかで信じていた。


    　だが──これはダメだ。絶対に許容してはいけない。実行させてはいけない。


    「はッ！　ようやくやる気になったか。そうだ──第八特区の奴らを守りたきゃ、俺を止めてみせろ。てめえの全力でなぁ！」


    　フルンディングから溢あふれ出た炎が、蓮路の全身を包み込んだ。けれど彼は火傷やけどを負うことなく、平然と炎の中で笑う。


    「フルンディング・イフリータ──主機点火イグニツシヨン。生体機神エクスデウス機構、同調開始」


    　強まる炎は辺りの草原を焼き払い、蓮路の体には複雑な幾何学模様が浮かび上がる。


    「第六階かい梯てい──瀑アバラ」


    　湊も体内の幻素を練り上げ、霊気として周囲に放出。大気に満ちる水を支配下に置き、全身を包み込む巨大な水の龍を作り出した。


    　恐らく様子見をする余裕はない。以前、本気を出した蓮路は照てる日ひさえも追いつめたのだ。世現者ネビリムを取り込んだというのなら、さらに力を増しているだろう。


    　前は自滅覚悟の攻撃で倒せたが、今はそれでも届かない可能性はある。


    　けれど──湊もたび重なる戦いの中で成長していた。


    　天羽の覚醒と共に得た、武神の力。鉄を操る能力。


    　それは蓮路との戦いにおいて、切り札となるはずだ。だからこそ、使い時は見極めなければならない。


    　自然神を調ちよう伏ぶくする武神の力は、当然ながら水と相性が悪く、同時に使うのは難しい。


    「燃え尽きろ、湊ォッ!!」


    　蓮路を中心に炎の波が押し寄せる。逃げ場などない全方位攻撃。


    　後ろに跳んでも炎に追いつかれて呑のみ込まれるだけだろう。ならば──。


    「奔はしれ、瀑っ!!」


    　水の龍を正面から炎の高波に叩きつける。分厚い煉れん獄ごくの壁に穴を穿うがつ。


    　凄すさまじい熱量を取り込んだ水龍の体は蒸発して体積を減らし、湊の幻素も散ってしまう。


    　しかし体を削り取られながらも龍は蓮れん路じの元に到達し、そのアギトを大きく開いた。


    「しゃらくせぇッ！」


    　蓮路は銃剣を振るい、水の龍を両断する。


    　けれどその時にはもう、湊みなとは龍が穿うがった炎の穴に飛び込み、蓮路との間合いを詰めていた。


    　大きく踏み込み、天アマ羽ハの柄を握る。


    「断ち切れ、天羽っ！」


    　鞘さやから抜き放たれるのは、刀身のない剣。けれどそれは見えないだけでそこに在ある。湊の霊気が練り込まれた水の刃やいばが、蓮路の機神デウスに向けて熱波を裂く。


    　奔はしる──不ふ可か視しの刃。


    　狙ねらいは武器破壊。蓮路は銃剣を振り切った体勢のため、今なら刀身部分ではなく柄を狙える。


    　けれど水の刃がフルンディングに触れた瞬間、天羽の柄が大きく震えた。


    　キィィィィンという甲かん高だかい音が響き渡り、刀身が揺らいで切れ味を失う。鈍器と化した天羽は銃剣を破壊することはできず、勢いで蓮路を後方に吹き飛ばすだけに留まった。


    　──何だ今のは!?


    　驚く湊の心に、天羽の声が届く。


    『主あるじ様、某それがしの体があの機神と共鳴しています！　先ほど感じた胸騒ぎの正体は、恐らくこれです』


    　共鳴？　だがなぜ──これまで蓮路と戦った時に、このような現象は起こらなかったというのに。


    　見れば蓮路の機神に纏まとわり付く炎も、大きく揺らいでいた。共鳴しているというのは本当らしい。


    「くははッ！　今のはいい感じだったぜ、湊。もう少しで目が覚めそうだ」


    　愉快そうに笑う蓮路を見て、嫌な予感を抱く。


    　状況は把握できていないが、蓮路は今の現象が起こることを予想していたようだ。


    　水は容易たやすく蒸発させられ、天羽は切れ味を失った。このままではこちらに決定打がなく、戦いは長引くだろう。それはマズイ気がする。蓮路が何かを企んでいるのなら、なるべく早く決着を付けたほうがいい。


    　──次で決めるぞ、天羽。


    　心の中で呼びかけると、それだけで彼の眷けん属ぞくはその意図を正確に理解する。


    『承知いたしました、主様』


    　湊が正眼に構えると、蓮路はフルンディングを高く掲げた。


    「来ねえのか？　なら、またこっちから行くぜ──フルンディング、臨界機動オーバーリミツト!!」


    　銃剣から紅に輝く炎が立ち昇る。


    「ぐっ……」


    　吹きつけてくる熱風と、あまりにも濃い幻素イデアの気配に息が詰まった。


    　まさかここまで──。


    　これはもはや神しん気きと言っても過言ではない。蓮れん路じから感じる圧力は、神祖オリジンにすら匹敵している。


    　フルンディングが第八特区の結界を作り出しているのならば、吸収した幻素は蓮路に集まっているのだろう。


    　だが本当にそれだけか？　蓮路の気配には、もっと別の──強大で異質な何かが混じっている気がした。


    　最終階かい梯ていを使ったとしても、相そう殺さいしきれないかもしれない。


    　けれど水でダメなのなら──。


    「貫け──天アマ羽ハ!!」


    　湊みなとは天羽の刃やいばを成していた水を解き、鋭い水の鏃やじりとして蓮路に放つ。


    　けれどフルンディングが纏まとう炎は、一瞬で水を気化させてしまう。だがそれは予想できたこと。


    　湊は沸き立つ水蒸気を目くらましにして、蓮路との距離を詰める。


    　猛烈な熱と幻素の気配が近づくのを感じながら、湊は己おのれの内に在あるもう一つの力を呼び起こした。


    「特位階梯──鐵クロガネ！」


    　湊の幻素が大地に広がり、土中の砂鉄が刃を失なくした天羽に集まる。


    　これが父である《龍皇アクラ》よりも古き祖神の力。照てる日ひの兄弟神でもある《覇皇スサノオ》の権能。


    　神じん代だいから長い時を経て蘇よみがえるのは、大いなる自然を切り拓ひらく、固く鋭い鉄の暴力。


    　フルンディングの核となっているのは、恐らく火を司つかさどる幻エ類ナの力だろう。


    　火は四大元素の一つ。大いなる自然の力。


    　だが文明に取り込まれ、自然を破壊する側に回った属性でもある。


    　ゆえに文明の象徴たる鉄が、火を恐れる道理はない。


    　火とは支配し、利用するものだ。


    「湊ォッ！」


    　爆発が水蒸気を吹き払い、蓮路は天を衝つくほどに立ち昇る炎の刃を振り下ろす。


    「奔はしれっ!!」


    　黒き鉄の刃を得た天羽で、湊も応じた。


    　互いに必殺の間合い。力負けした時点で大きな痛手を負うのは目に見えている。


    　頭上から落ちてくる炎と、鉄の刃が交錯した瞬間、轟ごう音おんが空気を震わせた。


    　赤熱しながらも、鉄の剣は炎を裂く。刀身に纏わり付く黒き砂さ塵じんが、蓮路の炎刃を消し飛ばした。


    　ギィィィィィン──ッ!!


    　激しい激突音が響き、互いの刃やいばが直接ぶつかり合う。


    　またしても天アマ羽ハの柄が共鳴し、鉄の刃が揺らいだ。けれど湊みなとは力任せに刀を押し込む。


    　たとえ切れ味を保てなくても、鉄の強度ならば十分に湊の膂りよ力りよくを伝えることができる。


    　武神としての側面を表に出した湊の身体能力は、これまでの比ではない。


    「くっ……」


    　蓮れん路じが一歩押され、苦しげな声を漏らした。


    　ビシリ──と異音。フルンディングの刀身に亀裂が生まれている。


    　あと少し……！


    「らあああああああああっ!!」


    　湊は力を振り絞る。


    　ビギッ──と致命的な音がフルンディングの刀身から響いた。


    　そしてついに刃は砕け──。


    　ガギィィィンッ!!


    　再び金属音が鳴り響く。崩壊した刀身の内側から、一回り細い刃が現れ、天羽の一撃を受け止めていた。


    「な──」


    　しかし驚く間もなく、天羽から強烈な振動が伝わってきた。


    　共鳴している──これまで以上に。


    　鉄の刃が揺らぎ、形が崩れていく。共鳴で制御ができないのではなく、刃を形作っていた幻素イデアそのものが失われていく感覚に、湊は焦あせりを覚えた。


    『主あるじ様！　いけません、離れてください！　ようやくわかりました──この刃は某それがしの──』


    　警告の声が頭の中に響く中、刃を挟んで向かい合う蓮路がにやりと笑う。


    「礼を言うぜ、湊、てめえの幻素を吸って、ようやくこいつも目を覚ましたみてえだ。必要なものは、後一つッ!!」


    　まだ余力を残していたのか──蓮路は力任せにフルンディングを振り抜いた。


    　胸に熱を感じた直後、激痛に意識が霞む。


    　揺らいでいた鉄の刃を断ち切られ、蓮路の斬ざん撃げきが胸を裂いたのだ。


    「ぐうっ……！」


    　湊は痛みを堪こらえながら後方へ飛ぶ。


    　幸い、傷は浅い。重要な臓器にまでは達していない。


    　間合いを開け、湊は天羽を構えた。共鳴はまだ続いているが、離れたことで何とか鉄の刃を構築することはできる。


    　蓮路はそんな湊を余裕の表情で眺めていた。フルンディングの刃からは、湊の血がぽたりぽたりと垂れている。


    「《龍皇アクラ》の末まつ裔えいの血……ははッ──これでようやく全部揃そろったな。湊みなと、てめえはもう用済みだ」


    「いったい何を……」


    　彼が何を言っているのか理解できず、湊は眉まゆを寄せた。


    「わからねえか？　これがいったい何なのか、本当に予想もできねえか？」


    　フルンディングの刃やいばを指し示して問いかけてくる蓮れん路じ。


    　その答えは湊が考える前に、頭の中から聞こえてきた。


    『主あるじ様……あれは某それがしです。折れた天アマノ羽ハ々バ斬キリの刀身──某の片割れなのです！』


    「──天アマ羽ハの、片割れ？」


    　湊が驚いて手にしていた刀の柄を見下ろす。確かに細くなったフルンディングの刃は、天羽の刀身だとしても不自然ではない大きさだ。


    　そんな湊の呟つぶやきを聞いて、蓮路は満足げに頷うなずく。


    「ああ、そのとおりだ。要するに──こいつも龍脈の鍵ってことさ」


    　血に濡れた刀身を視線で示す蓮路、今度こそ湊は絶句した。


    「どうして……そのことを」


    　第一特区での戦いの最中、初めて天羽の声を聞いた時に、湊は自分が龍りゆう脈みやくの鍵かぎではなかったことを知った。危機に陥った時に龍脈から力を引き出して助けてくれたのは、この天羽だったのだ。


    　それについては、第一特区から戻った後、照てる日ひだけに伝えた。ほかの者にはいっさい話していない。


    　当然、巫ふ道どう機関にも報告していないため、情報が流出したとは思えなかった。


    「情報はあるところにはあるもんさ。たとえば──《龍皇》を祀まつってきた一族の伝承とかな」


    　それを聞いた湊は、飛ひ田だ家の跡地を見回す。


    「……お前の家のことか」


    「何だ、知ってやがったか」


    「ああ──名な桐ぎり壮そう真まから聞いた」


    　湊が頷くと、蓮路は苦笑を浮かべた。


    「はッ、俺もあのおっさんから話を聞いた時は驚いたぜ。ただ言っとくが、俺の家が神事に関わってたことについて驚いたんじゃねえ。詳しくは知らなかったが、飛田家がマトモじゃねえことぐらい、ガキの頃から気づいてたさ。俺は裏の世界に通じていた飛田家の伝つ手てで〝覆いを外す者たちアポカリプス〟に所属したんだからな」


    「気づいていた……？　俺と会う前からか？」


    「まあな。家の大人たちはどいつもこいつも、自分たちが本当はすげえ一族なんだと、馬鹿みてえに繰り返してやがった。証拠は何も残ってないのによ」


    「証拠がない？」


    　眉まゆを寄せた湊みなとに、蓮れん路じは頷うなずく。


    「大昔の戦争で社やしろやら巻物やらが、ほとんど焼けちまったのさ。だが巫ふ道どう機関は──名な桐ぎり壮そう真まは飛ひ田だ家の社殿跡を発掘して、呆あつ気けなく隠し社を見つけちまった。そこに龍りゆう脈みやくの鍵かぎの情報もあったってわけだ。まあ、俺が一番驚いたのは──飛田家が祀まつっていた神が、よりにもよって……てめえの父親だったってことだがな」


    　肩を竦すくめた蓮路は、皮肉そうな表情で湊を睨にらむ。


    「要するに──俺と翼つばさは、自覚もなしに社の御み子こ様に仕えてたってことになる。血か本能か知らねえが、反へ吐どが出るほどムカつく話だ」


    　そう言いながらも蓮路は構えを取らない。先ほどの殺意が嘘うそだったかのように、戦う意思を失なくしているように思えた。


    「蓮路、俺は──」


    「弁解ならいらねえよ。お前に求めるもんは、もう何もねえ。隠し社の奥に封印されていた天アマノ羽ハ々バ斬キリの刀身──龍脈の鍵の片割れは、こうして俺の手の中だ。必要な手札は全部揃そろってんのさ」


    　湊の言葉を遮った蓮路は、フルンディングを逆手に持ち変えて、その切っ先を地面に向ける。


    「いったい……何をする気だ？」


    　肌が粟あわ立だつのを感じながら、湊は慎重に問いかけた。


    「ここまで来りゃ、大方予想は付くはずだぜ。龍脈の鍵は、それだけじゃ意味がねえ。《龍皇アクラ》の血族とセットで初めて機能するもんなのさ。つまり湊──てめえも鍵の一部なんだよ。だがその血も今、フルンディングが取り込んだ！」


    　蓮路は高らかに叫び、フルンディングを大地に突き立てる。


    　──どくん。


    　どこかから、大きな拍動が聞こえた。


    　覚えている──これは龍脈が発動した時に聞いた──。


    『主あるじ様！　早く某それがしを大地に！　彼かの者は龍脈を己おのが物にしようとしています！』


    　天アマ羽ハの切羽詰まった声に湊は我に返る。


    「っ──」


    　即座に湊は天羽の鉄刃を足下に突き刺した。


    　──どくん。


    　拍動が……大地を介して手のひらに伝わる。


    「はッ、俺に対抗しようってのか？　確かに俺とてめえの権限は拮きつ抗こうしてるな。本来ならてめえを始末してから事に当たるつもりだったさ。だが、今はその必要もねえ。俺にはあと一押しがあるんだよ！」


    　蓮れん路じの声と共にフルンディングから炎が溢あふれ出す。大地に亀裂が生じ、湊みなとの足下にも断層が生じた。


    　地面が揺れている。震源は目の前──蓮路が突き立てたフルンディング。


    『あ、主あるじ様……龍りゆう脈みやくの支配権が奪われていきます。《龍皇アクラ》様の目覚めを止められません！』


    　苦しげな天アマ羽ハの声が脳内に響く。


    「なぜだ？　俺の力が足りないのか？」


    『違います──これはもっと別の……』


    　焦あせる湊を見て蓮路は愉快そうに口の端を吊り上げ、言の葉を紡つむいだ。


    「神祖オリジン《魂沌ケイオス》の名において、《陽皇アマテラス》より譲渡された龍脈の使用権を行こう使しする。極東の地に眠る神しん気きよ──俺に従え」


    　──どくん!!


    　一際大きな拍動と共に、突き上げるような揺れが襲う。


    　亀裂から眩まばゆい光が溢れ、蓮路を包み込んだ。


    　あの光は、目で見えるほどに濃い幻素イデアの奔ほん流りゆう。それがすべて蓮路に──彼の機神デウスに吸い込まれていく。


    「なぜ、《魂沌》の権限を蓮路が──」


    　唖あ然ぜんとしながら湊は疑問を零こぼした。


    　アヴァロンの各特区を治める神祖には、それぞれ限定的な龍脈の使用権が譲渡されている。それは照てる日ひが七柱特区を作るうえで結んだ、彼らとの契約だ。蓮路がそんなものを持っているはずがない。


    「どういうつもりか知れねえが、《魂沌》を連れた女神どもがノコノコと第八特区の結界に入って来たのさ。なら、やることは一つだろ？」


    「まさか《魂沌》を……」


    　絶句する湊に蓮路は笑みを返した。


    　大地の揺れは激しくなり、地鳴りが大気を震わせる。


    『主様、もう……無理です。龍脈を奪われれば、勝ち目はありません。下へ手たをすれば、このまま主様も取り込まれてしまいます！』


    　天羽が必死な声で退却を促した。


    　こうなった以上、天羽の言葉に従うべきなのだろう。


    　だが湊には、どうしても蓮路に聞かなければならないことがある。


    「蓮路──龍脈を手に入れて、どうする気だ！　龍脈の幻素で神人を量産するつもりなのか!?」


    　そう問いかけると蓮路は光の中で馬鹿にしたように鼻を鳴らした。


    「はッ、まだ神人を作るなんて話を真に受けてやがるのか。あんなもんは、てめえを焚きつけるためのハッタリだ。幻エ類ナを倒すために人間が化け物になっちゃ本末転倒さ。神人が幻類を滅ほろぼしても、今度はそいつらが代わりに人間を支配するだけじゃねえか」


    「それがわかっているならどうして……何でお前は、龍りゆう脈みやくの力を取り込もうとしているんだ？　今お前がやろうとしていることは、世現者ネビリムと同じだろうが！」


    　幻素イデアの圧力に膝ひざが折れそうになるのを堪こらえ、湊みなとは言い返す。


    「──ちげぇよ。俺は神人なんぞになるつもりはねえ。神人になったところで、せいぜい神祖オリジンと同格になる程度だ。その程度じゃ全然足りねえよ。幻類を滅ぼすためにはな」


    　大地の亀裂から溢あふれ出た幾条もの光は、八匹の龍になって蓮れん路じの周囲を荒れ狂う。


    　その姿はまるで荒ぶる水神──八岐大蛇ヤマタノオロチ。


    「俺は龍脈を乗っ取って、《龍皇アクラ》を作り変える。てめえらにとっての天敵に──幻類を喰らい尽くす災厄にな」


    「災厄……？」


    「ああ──そもそもそれが本来の《龍皇》だ。うちの伝承によればよ、《覇皇スサノオ》に御される前の《龍皇》はこう呼ばれていたらしいぜ？　天津神の大敵──丑うし寅とらより来る災厄の化身──《悪路王アクロオウ》ってよ。俺はてめえらを喰らい尽くすまで、決して止まらねえ《悪路王》だ──怯おびえろ、畏おそれろ、崩ほう界かい戦争の中で人間がそうしたようになぁッ!!」


    　蓮路の瞳ひとみには壮絶な決意の光が宿っていた。
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    　湊みなとはそこでようやく彼の覚悟を悟る。


    　──蓮れん路じは力を得ようとしているんじゃない。自分を犠ぎ牲せいにして、龍りゆう脈みやくそのものを使って幻エ類ナを滅ほろぼそうとしているんだ。


    「お前は──それでいいのか？　お前を信じて付いてきた人たちを……お前を〝英雄〟として頼っている第八特区の住民を放り出すのか？」


    　蓮路を思い留まらせようと湊は叫ぶが、彼は嘲あざけりの表情を浮かべる。


    「湊、てめえは何もわかってねえよ。俺は背負いこんだもんを勝手に投げ捨てやしねえ。これはあいつらの英雄としての選択だ。俺は復ふく讐しゆうのことしか考えちゃいねえが、それを果たせば……幻類を殺し尽くせば、あいつらの望みも叶う。人間だけの──理想の世界がやってくる。それで何の問題もねえだろうがっ！」


    　蓮路はそう告げると、大地からフルンディングを引き抜いた。うねり狂っていた八匹の龍が、一斉に蓮路へ殺到する。


    「せいぜい逃げ惑え。俺はてめえらに振りかかる〝天災〟だ」


    　ぎらつく殺意を瞳ひとみに宿して笑う蓮路を、龍たちが呑のみ込んだ。


    　直後、眩まばゆい閃せん光こうと共に衝撃波が押し寄せてくる。


    「くうっ!?」


    　後方に吹き飛ばされた湊は、回転する視界の中で巨大な影を垣かい間ま見た。


    　光の中に浮かぶ、異い形ぎようの輪りん郭かく。


    　太く長い幾本もの首がうねり、絡み合うようにして大きさを増していく。


    　押し寄せる凄すさまじい神しん気きに息が詰まり、体が痺しびれた。《陽皇アマテラス》の言こと霊だまで身動きを封じられた時の感覚に近い。


    　圧倒的な大波は、さざ波を掻かき消し──呑み込む。


    　──喰われる。


    　本能的な恐怖に背筋が震えた。


    　体は空中にあり、竦すくんだ手足は言うことを聞かない。


    　今の自分は被捕食者であることを悟る。


    　うまく動かない体では受け身も取れず、地面に叩きつけられ、そのままかなりの距離を転がった。


    「ぐっ……」


    　全身の痛みを堪こらえながら、身を起こす。


    　倒れている暇などない。じっとしていればすぐにやられる。


    　だが顔を上げた時、既に手遅れだと悟った。


    　数十メートルは吹き飛ばされたが、そんな距離など関係ないほどの──凄まじく巨大な〝神〟が眼前に君臨している。


    　その姿は、龍の首によって編あまれた白い球体。


    　魔女たちの住処すみかである浮遊島マゴニアにも匹敵する大きさだ。球体のあちこちからは、それぞれ形の違う八つの頭部が湊みなとを見下ろしている。


    　湊は蛇へびに睨にらまれた蛙かえるの心境を初めて理解できた。


    　一目で逃げることが不可能だとわかってしまう。次の瞬間には喰われると確信できてしまう。


    　偶然が──奇跡が命を救ってくれることを期待するしかない状況。


    　しかし、だからと言って何もせず終わるわけにはいかない。


    　死ねない理由がある。生きなければならないわけがある。


    　照てる日ひの望む理想郷を作るため、皆の元へ帰るために──。


    「あああああああっ!!」


    　湊は声を上げて呪縛を断ち切り、手にしていた天アマ羽ハを掲げた。


    



    「ミナトッ!!」


    



    　だがその時、頭上から声が響く。


    　見上げると白い翼が──必死な表情で手を伸ばすミカエルの姿があった。


    「っ!!」


    　とっさに彼女の手を掴つかむと、湊の体はあっという間に空の上へと導かれる。


    「何なのよあれ──いったい何が起こってるのよ!?」


    　ミカエルは裏返った声で叫んだ。


    　その声には恐怖の色が滲にじんでいる。湊が握った細い手は震えていた。


    「あれは龍りゆう脈みやくを取り込んだ蓮れん路じ……《悪路王アクロオウ》だ」


    　苦い声で湊は答え、地上を見下ろす。


    　だが目にした光景に息を呑のんだ。《悪路王》の首の一つが、こちらに向けて大きく口を開いていた。そこに神しん気きが集束していくのを感じ、湊は叫ぶ。


    「ミカエル！　攻撃が来るぞ！」


    「っ──逃げきれない……みたいね。ミナト、わたしの腰に掴まって！」


    　状況を確認したミカエルの言葉に従い、湊は彼女の腰に手を回した。そして両手が空いたミカエルは、飛行を続けながら地上に弓を向ける。


    「母様……力を貸して」


    　祈るようにミカエルが呟つぶやくと、虚空から光輝く矢が生まれ、その鏃やじりが赤く輝いた。


    　──《悪路王》の攻撃を相そう殺さいするつもりか!?


    　彼女の行動を理解した湊も、手にしていた天羽の切っ先を《悪路王》に向ける。


    　無駄かどうかなど、もう考えなかった。


    　あの一撃を凌しのげなければ死ぬ。だからやるしかない。


    　──ミカエルは危険を冒おかして助けに来てくれた。彼女を俺の巻き添えにしてたまるか！


    　ありったけの幻素イデアを鉄へと変え、刃やいばに黒鉄の龍を纏まとわせる。


    《悪路王アクロオウ》のアギトから純白の光が溢あふれ出た。


    　それに抗あらがうため、ミカエルと湊みなとは全力の一撃で応じる。


    「熱き風よカルドヴエントッ!!」


    「奔はしれ──鐵クロガネッ!!」


    　風と炎の二属性で編あみ上げられた矢と、鉄の黒龍が空を奔る。


    　だが、そのすべては光に呑のみ込まれ──湊の見る世界のすべては白く染まった。
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    「はあっ、はあっ、はあっ……」


    　雲上に突き出た岩山の頂で、照てる日ひは荒い息を吐く。


    　ここは《宙翁ブラフマー》の異界。閉ざされた檻おり。


    　どこにも繋つながっていない別次元の世界で、彼女は孤独な戦いを続けていた。


    「砕けよっ！」


    　力ある言こと霊だまが響き渡る。


    　ビシリと岩山に亀裂が走り、空間そのものが歪ゆがむ。


    　それはこの異界がすべて《宙翁》の神しん気きで構築されている証拠。幻素を直接支配する照日の言霊は、確実にその一部を崩壊させた。


    　地面と空間が裂け、異界に穴が穿うがたれる。


    「っ──」


    　照日はそこに向けて駆け出すが、穴の向こうを目にして足を止めた。


    　空間の隙すき間まから、岩山に立つ自分の後ろ姿が見えたのだ。


    　ハッとして振り向くと、照日の後方にも空間の亀裂が生じている。


    「また、外には繋がらなかったのですね……」


    　悔しげに呟つぶやく照日の前で、世界は修復されていった。


    　大地は閉じ、空間の裂け目は消え、元どおりの静せい謐ひつな世界が戻ってくる。


    　冷たい高所の風を感じながら、照日は大きく深呼吸して息を整えた。


    『いい加減に諦あきらめたまえ』


    　空から《宙翁》の声が降ってくる。


    「まっぴら御免なのですよ。わたくしにはやるべきことがあると、言ったはずなのです」


    　強気な笑みを浮かべて、照日は言葉を返した。


    　彼女の背には六本の尾が揺れている。今回、彼女の主人格である《陽皇アマテラス》はなぜか力を貸してくれなかった。


    　恐らく照てる日ひ自身に危険が迫っているわけではないからだろう。


    　ゆえに照日は自分の力で懸命に《陽皇》本来の力を絞り出している。増えた尾はその結果。《陽皇》の人格が表出した際の九尾に迫りつつあった。


    　──とは言え、どうしたものでしょう。


    　照日は必死で考える。


    　思いつく限りのことは既に試した。岩山から降りてみても、雲海を越えた瞬間に上下が逆転し、そこはまた岩山の頂だった。


    　飛び降りても結果は同じ、雲海の下に雲海があり、延々と落ち続けるだけ。


    　やはり空間そのものを砕くのが最適手に思えるが、今のところ外には繋つながらない。


    　──きっと、単純な力量差なのですね。


    　百年ほど前に転生し、未いまだ回復の途中にある照日と、最も古き神の一柱──単純な力勝負では勝てるはずもない。


    　以前、八や咫たから聞いた。神じん代だいに生まれた《陽皇》本来の尾は、千本だったと。


    　それが分け御み霊たまを行ったり眷けん属ぞくを作ったり、戦いや転生、大気に満ちる幻素イデアの枯渇で消耗し、九本まで減ってしまったらしい。


    　こうした衰退は、どの神祖オリジンにも──あの《天元エール》にすら起こっていたことなのだが、《宙翁ブラフマー》はひょっとすると神代の力を未だ維持しているのではないかと思えてくる。


    『主ぬしがどれだけ足あ掻がこうと、無駄なことだ。それに──間もなく、足掻く理由もなくなるだろう』


    「どういうことですか？」


    　照日は訝いぶかしげに問い返した。


    『今、知る必要はない。時が来れば伝え、ここから解放しよう』


    「──一方的なのですね。あなたはご自分の特区でもそのように振る舞っているのですか？」


    『神とは、天の意志、世界の法則。秩序そのもの。それは不変であり、揺るがぬもの。木の枝から離れた果実が地上へ落ちることに、異を唱える者がいるか？　法則に問答は必要ない。むしろ言葉を受け入れ、変質することこそが罪だ』


    《宙翁》の返事を聞いた照日は、ぐっと拳こぶしを握る。


    「それがあなたの──柱としての在あり方なのですね。確かに、そうした方法も人間と共存する一つの道ではあるのでしょう。けれどわたくしは、その道は選ばなかったのです。人間の隣人として、言葉を交わして、より良い道を探ると決めたのです」


    『だが、その結果が今の有様だ。歪ゆがみ、崩壊しようとしている秩序を維持するには、神の視点で物事の流れを見つめ、必要な部分にだけ干渉し、正しき道に引き戻さねばならない。余には、それが為なせる。《陽皇アマテラス》よ、余を信じ、時を待て』


    「──申し訳ありませんが、信じることはできないのです。わたくしとあなたの在あり方はあまりに違うのですから。あなたの正しさは、わたくしの正しさと同じではありません。このまま動かずに、あなたの正解をただ受け入れるだけでは──きっと後悔してしまいます」


    　きっぱり言い切る照てる日ひだが、返って来た言葉は淡泊なものだった。


    『どちらにせよ、結果は変わらぬ。間もなく道は正されよう』


    「……要するに、急がなければならないということなのですね」


    　照日は焦あせりを覚えながら視線を巡らせる。何か見落としはないか、突破口はないかと全方位を見渡した。


    「あ──」


    　そこで気づく。一か所だけ、まだ干渉していないかった場所があったことを。


    《宙翁ブラフマー》の世界にあるのは、どこまでも続く雲海と岩山だけ。


    　けれど、それが見えているのはなぜか。


    　当然──光があるからだ。太陽が世界を照らしているからだ。


    「わたくしとしたことが……うっかりしていたのです」


    　苦笑を浮かべた照日は天頂を仰あおぎ、眩まばゆい太陽に目を細めた。


    　自分が何者であるかを、しっかり自覚していれば、もっと早く気づいたはずなのに──。


    「《宙翁》、この世界に太陽を作ったのは失敗でしたね」


    『何？』


    　どこかから自分を見ている《宙翁》に向けて笑みを浮かべ、照日は告げる。


    「わたくしは極東の太陽神。たとえあなたに力が及ばなくても──太陽が相手なら話が別なのです」


    　そう言うと照日は大きく息を吸い込んだ。


    　ぶわりと尻尾が膨ふくらみ、七本目の尾が揺れる。


    　己おのれの内で練り込んだ神しん気きを、照日は言葉に乗せて放つ。


    「──砕けよ」


    　バキンッと致命的な異音が響き──太陽がひび割れた。
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    　目を閉じているのか開けているのかもわからない白い闇やみ。


    　──俺はどこにいるんだ？


    　湊みなとは朦もう朧ろうとする意識の中で、世界の輪りん郭かくを探る。


    　すると彼方かなたに黄色い柔らかな光を見つけ、湊は手を伸ばした。


    　ああ──この光は……。


    　気がつくと湊は広いリビングの中にいた。調度品はどれも高級だが統一感がなく、高い天井につるされた豪ごう奢しやな照明からは、電球色のおだやかな光が溢あふれている。


    　知っている。ここは飛ひ田だ家の邸宅だ。


    　もう、存在しない場所。


    　そしてそこには、いるはずのない人間の姿もある。


    



    「──蓮れん路じ兄さんのことが知りたい？　いきなり変なことを聞くのね」


    



    　ソファで漫画を読んでいた翼つばさが、湊のほうを向く。


    　黒髪に縁どられた整った顔には、親しみの籠こもった笑みが浮かんでいた。


    　ああ──これはただの記憶だ。変えられない思い出だ。


    　だから声は出ない。過去の湊が、代わりに懐かしい彼女へ返事をする。


    



    「いや……未いまだにあいつのことがよくわからなくてさ。自分は不良だとか言いながら、カツアゲとか見かけたら止めに入るし……感情的になったかと思えば、いきなり冷静になる。あと普段はほとんど構わない癖して、翼に何かあればガチでキレるしな。ホント、理解不能だ」


    　肩を竦すくめて湊が言うと、翼は口元に手を当てて笑う。


    「──大体わかってるじゃない。蓮路兄さんはそういう人よ」


    「そういう人って言われてもな……」


    　困った湊はガシガシと頭を掻かいた。


    　それを見かねたのか、翼はため息をついて口を開く。


    「蓮路兄さんには、自分なりの正義というか……信念があるの。ただ、それに基づいて行動しているだけだと思う。こうした時は怒って、こういう場合は喜ぶ……みたいことを、たぶん最初から決めてあるんじゃないかな」


    　指を立てて翼つばさは説明してくれるが、湊みなとにはいまいち伝わらない。


    「決めてあるって……じゃあ蓮れん路じは常に頭で考えて行動してるのか？」


    　蓮路の感情的な一面を何度も見ている湊は、眉まゆを寄せて問いかけた。


    　正直、信じがたい言葉だ。


    「要するに、すごく不器用な人ってこと。一度決めたことは曲げられない。私のこともそう。子供の頃──私を守るって約束しちゃったから、未いまだに頑張ってくれてるの」


    「翼には……何か守られなきゃいけない理由があるのか？」


    　そこが一番引っかかり、湊は確認する。


    「まあ……いろいろとね。飛ひ田だ家にとって、直系の女子は少し特別な存在なの。それで面倒なことが降りかかりそうだったんだけど、そういったことから私を守ってくれた。この家から大人を追い出したのは、蓮路兄さんよ」


    　リビングを見回して翼は苦笑した。


    　当時の湊は、彼女の言っていることがよくわからなかったように思う。だが、過去の映像を一歩退いた場所で見ている現在の湊には、ピンと来るものがあった。


    　ひょっとすると翼には、巫女みことしての役割が期待されていたのかもしれない。


    　飛田家がかつての役割を取り戻そうとしていたのならば、翼を山に──《龍皇アクラ》の社やしろに送ろうとしていても不思議ではない。


    「事情はよくわからないが……蓮路が翼に過保護な理由は、少し理解できた気がするよ」


    　過去の湊は苦笑混じりに肩を竦すくめていた。


    「過保護すぎるのも問題だけどね。私にばっかり構ってないで、彼女ぐらいつくればいいのに」


    　唇を尖とがらせて言う翼の顔は愛あい嬌きようがあり、自然と湊の顔も綻ほころんだ。


    「いや……それはなかなか、難しい問題だと思うぞ」


    　蓮路は決してモテないわけではない。むしろ言い寄る女子は大勢いる。


    　そうした女子の中で仲のいい者はいるようだが、特定の彼女となるとハードルが高いだろう。それぐらい蓮路は翼のことを最優先に動いている。


    「ちょっと湊、何を他人事みたいに言ってるの？」


    「え？」


    　正直な感想を口にしたつもりだったのだが、なぜか翼に睨にらまれてしまう。


    「蓮路兄さんに彼女ができるかどうかは、湊にかかっているのに……」


    「ど、どうして俺なんだ？」


    「だって、ちゃんと私を守れる人が現れれば、蓮路兄さんも私を気にかけなくてよくなるでしょう？」


    　悪戯いたずらっぽく微ほほ笑えんだ翼は、上目遣いに湊を見つめる。


    「っ……蓮路に、俺たちのことを話すのか？」


    　顔が熱くなるのを自覚しながら、湊みなとは彼女に聞き返した。


    「ええ、そろそろかなって。今度の日曜に、三人で遊びに行く約束をしてたでしょ。その時に──」


    　翼つばさの声が途中で急に遠ざかる。


    　リビングの景色が滲にじみ、過去の自分との繋つながりが薄れていった。


    　懐かしく、幸せな記憶が消えていく。


    　これは夢だったのだろうか。それとも走馬灯のようなものだろうか。


    　そう考えて、ようやく自分が死の寸前に在あったことを思い出す。


    　ならばこれは死の淵で見ている幻──。


    　胸の奥から悔しさが湧き上がる。


    　もう終わっているかもしれないと理解しつつも、湊は白い闇やみの中でもがいた。


    　──死んでたまるか。まだ、こんなところで終われない。


    　自分の姿すら見えない中、伸ばした指先が何かに触れる。


    　それを必死で掴つかんだ瞬間、自分を呼ぶ声が耳に届いた。
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    「ミナト！」


    　うっすらと瞼まぶたを開く。そこには見慣れた天井と、湊の手を握っているミカエルの顔があった。


    「……ミカ、エル？」


    　彼女の名を呼ぶ。


    　どうやらここは第七柱央神殿内にある湊の自室らしい。


    「もう──うなされてたから、ちょっと心配したじゃない。大丈夫？　どこか痛むところはない？」


    　安あん堵どした様子で問いかけてくるミカエルに、湊は頷うなずいた。


    「あ、ああ……平気だ。ミカエルも……無事だったんだな」


    「ええ、このとおりよ」


    　形のいい胸を張ってみせるミカエルだったが、そこでいきなりベッドの反対側からぴょこんとシーナが顔を覗のぞかせる。


    　ぼーっとしていて気づかなかったが、彼女も湊を看病していてくれたらしい。


    「ミナトたちが助かったのは、ボクのおかげ。お守りの魔法陣が役に立った」


    　そう言われて、湊は手のひらに描いてもらった魔法陣のことを思い出した。


    「つまり……シーナの魔術で助かったってことか」


    「うん。ミナトたちが相そう殺さいしきれなかった攻撃を、何とかギリギリで凌しのいだ感じ。ただ、発動する時にミナトの幻素イデアを使ったから、消耗して気絶しちゃったんだと思う」


    「そうだったのか……」


    　状況を把握し、湊みなとは大きく息を吐いた。


    　ミカエルは気絶した自分をここまで運んできてくれたのだろう。なら、蓮れん路じや龍りゆう脈みやくのことも既に皆へ伝わって──。


    「っ──蓮路は……いや、《悪路王アクロオウ》はあれからどうなった!?　俺はどれぐらい気を失っていたんだ？」


    　湊は勢いよくベッドから身を起こし、二人に問いかけた。


    　シーナはミカエルと顔を見合わせた後、真剣な表情で口を開く。


    「ミカエルがミナトを連れて戻ってから、まだ十五分ぐらいしか経ってない。《悪路王》については……ボクがさっきサクラから聞いた感じだと、第八特区のほうにゆっくり移動しているみたい」


    「第八特区に？　どうして──そこには幻エ類ナがいないはずなのに……」


    　蓮路は、自分が幻類にとっての天災になると言っていた。ならば幻類のいる第七特区へ向かうのが自然なはずだ。


    　湊の疑問を受けて、今度はミカエルが答える。


    「理由はわからないわ。それも含めて、議場で皆が話し合っている最中よ。ついさっき、異界に連れ去られた照てる日ひ様とも連絡がとれたの」


    「──照日と？　よし……なら、俺たちも行こう。どうしてこういう事態になったのか……まだ皆は理解できていないはずだ」


    　ミカエルに伝えたのは蓮路が《悪路王》に変わったことだけだ。もっと詳しい状況を説明する必要がある。


    　まあ──名な桐ぎり壮そう真まには大体の予想が付いているかもしれないが。


    「ええ、わかったわ。だけど、ちゃんと立てる？」


    「──もちろんだ。心配ない」


    　そう請け負ってベッドから降りるが、足に力が入らなくてふらついてしまう。どうやら思った以上に幻素を消耗しているようだ。


    「もう、だから言ったじゃない」


    　ミカエルが呆あきれたように支えてくれるが、シーナはなぜか不満げにこちらを睨にらんでくる。


    「むー。どうせならボクのほうに倒れてほしかった」


    「ふふ、運がなかったわね。さ、行くわよミナト」


    　妙に嬉しそうな様子でミカエルは湊に肩を貸し、部屋の出口へ向かう。


    「あ、待って。ボクも手伝う」


    　するとシーナが慌あわてて駆け寄ってきて、ミカエルの反対側から湊の腕を握った。


    「まるで重病人だな……」


    　二人がかりで支えられる状況に湊みなとはため息をつく。


    　本当は一人が肩を貸してくれるだけで十分なのだが、それを口に出す勇気はさすがになかった。
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    「……み、湊さん!?　だ、だだ、大丈夫ですか!?」


    　皆が集まっている広い議場へ入るなり、咲さく良らの裏返った声が響いた。


    　二人がかりで支えられている湊の状態を見れば、心配するのも当然だろう。


    「平気だ。少し消耗してはいるが、大きな怪け我がはない」


    　駆け寄ってきた咲良に、湊は苦笑交じりに答える。


    　怪我はフルンディングで斬り裂かれた胸の傷が一番深いが、そこにはもう包帯が巻かれ、出血も止まっていた。


    「おお、湊──やっと起きたのかい。待ってたよ。まずはこっちに来て、自分の口で照てる日ひ様に無事を伝えてやりな」


    　議場の奥にいた草くさ薙なぎが湊を手招く。その横には八や咫たがおり、彼女の抱かかえる鏡が眩まばゆい光を発していた。


    　各特区の代表者や名な桐ぎり壮そう真まはその鏡に注目しているようだ。ふと思い出して視線を巡らせるが、《魂沌ケイオス》を抱く女性の姿はない。


    　蓮れん路じは《魂沌》の権限を奪ったようなことを言っていたが、やはりあれは本当だったのだろうか。


    　それも早く伝えなければと考えながら、湊はミカエルやシーナに連れられて草薙たちの元へ行く。


    「湊くん、鏡の向こうに呼びかけてくださいませ。今、この鏡は照日様のいる場所と繋つながっていますわ」


    　八咫が光輝く鏡を示し、湊を促した。


    「……照日？　聞こえるか？」


    　いまいちどれぐらいの声量で呼びかければいいのかわからなかったので、少し声を張る。


    『あっ！　湊ですか!?　はい、聞こえるのですっ!!』


    　嬉しそうな照日の声が鏡の中から返って来た。


    「よかった……無事なんだな」


    　湊は安あん堵どの息を吐く。


    『わたくしは元気ですよ。できればそちらに戻りたかったのですが……今はまだ《宙翁ブラフマー》の結界に亀裂を入れて、八や咫たに声を届けることしかできません。けれど、絶対に脱出してみせるので、心配しないでください』


    「ああ、わかった」


    　照てる日ひの声には自信が感じられて、湊みなとは素直に頷うなずくことができた。


    『それよりも、そちらのほうが気がかりなのです。話し合いの場で何があったのか、詳しく聞かせていただけますか？』


    「……了解だ。実は──」


    　湊は場にいる全員にも聞こえるよう、声を張って事情を説明する。


    　あれが龍りゆう脈みやくを取り込んだ存在であることは既に皆把握していたようだったが、蓮れん路じが《魂沌ケイオス》を倒して龍脈の限定的使用権を手にしていたことを伝えると、大きなどよめきが走った。


    「《魂沌》と二人の女神──あいつら、いつの間にか姿を消したと思ってたら……第八特区に行っていたのかい」


    　草くさ薙なぎは苦々しい声で呟つぶやく。


    「……ナゼ、ソノヨウナ、ジサツコウイヲ」


    　議場に鎮座していた第二特区の岩巨人ゴーレムも、訝いぶかしげな言葉を零こぼした。


    「理由はわからない。蓮路も不思議に思っているようだった。だからとりあえず話を続けさせてもらう」


    　そう言って湊は蓮路が口にしたことを──彼の目的を皆へ話し聞かせる。


    　龍脈をどのような目的で使うのか。彼が〝何〟になろうとしたのかを、重い口調で語った。


    『幻エ類ナを殺し尽くすための……天災、ですか』


    　鏡から照日の硬い声が聞こえてくる。


    　魔女のエキドナは顔を顰しかめ、口を開いた。


    「飛ひ田だ蓮路って、マゴニアにも乗り込んできた機神デウス使いよね……そんな奴が龍脈を全部乗っ取って、幻類を殺すために動き出したってこと？」


    　けれどそこでナタクが先ほどの湊と同じ疑問を抱く。


    「待ってください。だとすれば第八特区に向かっているのはおかしくありませんか？」


    　それを聞いた草薙は腕を組んで考え込んだ。


    「今の話だと第八特区にフルンディングの端末があるんだろ？　それと関係しているんじゃないのかい？」


    「もしくは──理性を失っているか、だな」


    　そう発言したのは、ずっと押し黙っていたガブリエルだった。


    「《天元エール》様は仰おつしやっておられた。龍脈はあくまで道具として用いるべきだと。あれは数あま多たの水神、土地神が統合されたものであり、下へ手たに取り込めば自身の在あり方が変質する……そうした分析をされていたが、実際のところはどうなのかね？」


    　ガブリエルは極東の幻エ類ナである湊みなとたちに問いかける。


    　少し迷った様子で草くさ薙なぎは八や咫たに視線を向けた。八咫は少し考えた後、覚悟を決めた様子で口を開く。


    「──間違ってはいませんわ。事実、龍りゆう脈みやくと一体になった照てる日ひ様の弟神──《覇皇スサノオ》様は、《龍皇アクラ》様という新たな存在に生まれ変わったのですから。龍脈という膨ぼう大だいな幻素イデアの中で、本来の自我を保つのは不可能に近いでしょう。ただ……」


    「ただ、何なんだ？」


    　湊が先を促すと、八咫は深刻な表情で言葉を続けた。


    「それは……一方的に龍脈へ取り込まれるということではありませんわ。龍脈もまた、影響を受けて変質するんですの。ですから、今の彼が幻類を滅ほろぼすという強い意志を持って龍脈と一体になったのであれば……あれはやはり、そうした行動指針を持つ──《悪路王アクロオウ》の名に相応ふさわしい存在なのだと思いますわ」


    「要するに貴女は、《悪路王》があくまで幻類を滅ぼすために動いていると考えているのだな。だとすると、第八特区に何かがあるのか……」


    　ガブリエルは訝いぶかしげに呟つぶやく。


    　場に束の間の沈黙が落ちる中、湊は傍そばにいる咲さく良らに問いかけた。


    「なあ、咲良。第八特区の状況はどうなってるんだ？」


    「幻素を吸収する結界は未いまだ消えていません。そのせいで幻類の方は中に入れず……巫ふ道どう機関の方々が避難を呼びかけているのですが、ほとんどの人が避難誘導に応じてくれない状況です。もう時間がないのに……」


    　咲良の返事を聞いた湊は自分の耳を疑う。


    「避難しようとしないのか？　《悪路王》が──危険が近づいているのは伝えたんだろう？」


    「はい……ですが、自分たちにはもう行く場所はないと──飛ひ田だ蓮れん路じさんのことを信じているからと……」


    　悔しげな顔で咲良は事情を説明した。


    「だとすれば……結界そのものと、フルンディングの端末を何とかしないといけないな。まあ、それが《悪路王》を引き寄せているのならの話だが」


    　それを聞いてハッとする咲良。


    「でしたら、私が行きます！　第四特区の時と同じなら、私は結界を生み出しているシステムを操作できると思います。結界を起動しているフルンディングの端末を見つけて、外に持ち出せば、《悪路王》を誘導することも可能かもしれません」


    　今にも駆け出していきそうな勢いで咲良は言うが、名な桐ぎり壮そう真まが冷静な声で彼女を制止する。


    「芦あし原はら君、待ちなさい。結界の中心部であるランドマークタワーは〝覆いを外す者たちアポカリプス〟の残党たちが厳重な警備をしていて、簡単には近づけない。彼らは飛田君の命令しか聞かない。巫道機関に属する君が説得しても無駄です」


    「で、でも、このまま何もしなかったら……」


    　焦あせる咲さく良らを見たシーナは、彼女の後ろからポンと肩を叩いた。


    「なら、ボクが一緒に行って、力ずくで突破するのみ。結界内でも魔術が使えるのは実証済み」


    　その様子を見て、名な桐ぎり壮そう真まは苦笑を浮かべる。


    「……どうしても行くというのなら、私直属の機神デウス使いを貸し出しましょう。既に第八特区の近くにいるので、合流してください」


    「あ、ありがとうございます！」


    　顔を輝かせて咲良は深々と頭を下げた。


    　草くさ薙なぎは話が纏まとまったのを見て、背負った大刀の柄に手を添える。


    「なら、あたしも動いたほうがよさそうだねえ。あれが幻エ類ナを狙ねらうってんなら、最悪──あたしが囮おとりになって、奴の進路を変えてやるよ」


    「っ──待ってくれ！　いくら薙姉でもあいつに挑むのは無茶だ。本当に……それこそ神祖オリジン以上の怪物なんだよ！」


    　直接相対した湊みなとにはわかっていた。いくら草薙であっても、根本的な幻素イデア量が違いすぎることを。


    　しかし彼女は不敵な笑みを浮かべる。


    「安心しな、あたしは負けるような戦い方はしない。そりゃ正々堂々、真っ向からの勝負は大好物だが──それ以上に負けることが嫌いなのさ。知ってるかい？　《覇皇スサノオ》様だって八岐大蛇ヤマタノオロチを酒で酔わせてから退治したんだよ？」


    　冗談っぽく告げた草薙は、早速議場を出ていこうとする。


    「お待ちください──私もご一緒いたします」


    　ナタクが草薙を追いかけると、岩巨人ゴーレムも無言で後に続く。


    　その様子を見て、エキドナはため息をついた。


    「……仕方ないわね、私も行くわよ。ここで協力しないと、後でお母様に怒られちゃいそうだもの」


    「薙姉、だったら俺も──」


    　湊も後に続こうとするが、鏡から響いてきた照てる日ひの声に引き留められる。


    『湊とミカエルさんは残ってくださいです。二人には囮ではなく、《悪路王アクロオウ》を直接対処する役割を担になってほしいのです』


    「対処……？　俺たちは全く歯が立たなかったんだぞ？」


    　悔しさを噛かみしめながら湊は問い返す。


    『それでも湊と──眷けん属ぞくの天アマ羽ハは、龍りゆう脈みやくの鍵かぎなのです。現状で支配権を取り戻すのは難しいでしょうが……せめて権限が互角になれば、干渉することぐらいはできると思っています。ミカエルさんの機動力は、その時とても重要です』


    「権限が互角にって……どうするつもりだ？」


    『わたくしに考えがあるのです。ですから準備が整うまでの間、湊みなとは休んでいてください。とても消耗しているのが、鏡を通しても感じられるのです。今出ても戦うことはできませんよね？』


    「ぐ……」


    　痛いところを突かれた湊は反論できない。


    『各特区には既に協力を要請していますが、今から彼らが駆けつけてくれたとしても、その時にはもう《悪路王アクロオウ》は第八特区に到達しているでしょう。第八特区の人々を救えるのは、今ここにいる者たちしかいないのです。ですから準備が整ったらすぐに動けるよう、少しでも力を回復しておいてください』


    　妹のような立場ではなく、第七特区の柱として照てる日ひは湊に命令した。


    「ああ……わかった。部屋に戻って休むことにするよ」


    　今は何もできない悔しさを堪こらえ、湊は了承の返事をする。


    『はい、一生懸命お休みしてくださいです。わたくしも──頑張りますから』


    　決意の籠こもった声が聞こえた直後、八や咫たの鏡から光が消えた。


    「照日様のやろうとしていることは私にもわかりませんが……結界を出るのではなく、何か別のことにお力を注ぐつもりのようですわね」


    　八咫は鏡を見つめながら、少し心配そうに呟つぶやいた。


    「──照日が頑張っているなら、俺も言われたとおりにしっかり休まなきゃな」


    　苦笑を浮かべた湊は、議場の出口に足を向ける。


    　するとミカエルも後を付いてきた。


    「さすがにもう一人で歩けるぞ？」


    　消耗していることに変わりはないが、ふらついたのは寝起きのせいもある。その気になれば普通に歩くことはできた。


    「……わたしも休むの。行き先が同じだけよ」


    　少しぶっきら棒な口調でミカエルは答える。


    　それもそうかと納得して湊は歩を進めるが──なぜか結局彼女は湊の部屋まで付いてきた。


    「行き先が同じなんじゃなかったのか？」


    「だから、ここが目的地よ。ミナトは力を回復させなきゃいけないんでしょう？　でも、普通に少し眠っても幻素イデアはほとんど戻らない。体内で生成される幻素だけに頼らないで、外部からも補給しないと」


    　そこまで聞いて、湊はやっと彼女が何をしようとしているかに気づく。


    「外部……？　もしかして、ミカエルが……？」


    「わたしの役割はどうせまたあなたの運搬なんだろうし、空を飛べる力さえ残っていれば問題ないわ。だからその……あなたは早く寝ればいいの！」


    　ミカエルは湊みなとの腕を掴つかむと、強引にベッドへ連れて行った。


    「お、おい──」


    「寝ている間、体は自然と幻素イデアを取り込もうとするから……だ、だから、わたしが特別に添い寝してあげる。そうすれば幻素の回復速度は、かなり上がるはずよ」


    　消耗していて体に力が入らない湊は、胸を押されてベッドへ倒れ込む。


    　ミカエルは湊にシーツを掛けた後、硬い動きでベッドに潜り込んできた。


    　体が触れ合い、彼女の熱が伝わってくる。


    　耳元に息遣いを感じて、顔を少し動かすと──赤面しているミカエルと目が合った。


    「こ、こっち見ないでよ。恥ずかしくなるじゃない」


    「……それは俺の台詞せりふだ。こんな状況で眠れるか」


    　心拍数が上がっているのを自覚しながら、湊は言い返す。


    「ね、眠れないの？　困ったわね……子守唄でも歌わなきゃダメかしら……でもわたし、聖歌ぐらいしか知らないし……でもそれっぽく歌えば大丈夫よね」


    「いや、歌なんて別に──」


    　呆あきれて言う湊だったが、ミカエルは構わずに歌い始めた。
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    「────────」


    　その歌声を聴いて、湊みなとは息を呑のむ。


    　囁ささやくように紡つむがれる彼女の歌は優しく穏やかで──何よりも美しかった。


    　自然と聴き惚ほれる。


    　歌に意識が向くと緊張が解けていくのを感じた。


    　ミカエルは目を閉じて歌っているので、視線も気にならなくなる。彼女の体温と共に、清らかで済んだ幻素イデアが体に染み入ってきた。


    　触れた肌の柔らかさには、まだドギマギするものの──徐々にやってきた眠気の中に意識を解く。


    　──目覚めれば《悪路王アクロオウ》と、蓮れん路じと再び対たい峙じする時だ。


    　それを肝に銘じながら、湊は束の間の安らぎに身を任せた。


    



    　　　　　　　４


    



    「……この感覚、確かに第四特区の時と同じですね」


    　旧横浜──第八特区の中に入った咲さく良らは、行く手に見えるランドマークタワーを眺めながら言う。


    「サクラ、幻素の流れがわかる？」


    　シーナは周囲を警戒しながら咲良に問いかけた。


    　既に隠形の魔術は展開しているが、相手側にも機神デウス使いがいる。その能力次第では、発見される恐れがあった。


    　彼女たちの傍そばには、片腕が義手の大男が布で覆った長なが物ものを手に、無言で佇たたずんでいる。彼が名な桐ぎり壮そう真ま直属の機神使いで、巫ふ道どう機関の切り札とも言える存在だった。


    「はい──幻素はあのランドマークタワーに集まった後、北西の方角に……恐らく《悪路王》へと流れているんじゃないかと……」


    「うん、ボクも同じ意見。結界との繋つながりが《悪路王》を呼びよせているのかもしれない。だとしたら……結界の中核を乗っ取って繋がりを断てば──サクラ、ここから何とかできる？」


    　真ま面じ目めな顔で考えつつ、質問をするシーナ。


    「それはやっぱり中枢に──フルンディングの端末でしたっけ？　それに直接干渉しないと難しそうです」


    　第四特区では結界内の幻素の流れを操れたが、あれは自分が中枢部にいたからだろうと、咲良は考えた。


    　──こういう言い方をしたら湊さんは怒るかもしれませんけど、私は幻素を操る機器の一部だから……ハードウェアが必要なんですよね。


    　内心で自じ嘲ちよう気味に呟つぶやいた咲さく良らは、ランドマークタワーを指差す。


    「あの場所に、結界の中心に行きましょう。どこかにフルンディングの端末というものがあるはずです」


    「わかった。じゃあ作戦を──」


    　シーナは頷うなずいて方針を話し合おうとするが、それを機神デウス使いの男が遮った。


    「それなら考えるまでもない。この人員での最善手は一つ。私が正面から派手に乗り込んで囮おとりになり、その間に君たちが屋上からランドマークタワーに潜入すればいい」


    「囮って……〝覆いを外す者たちアポカリプス〟の機神使い全員を一人で相手にするつもりなんですか？」


    　咲良が慌あわてて確認すると、男は平然と頷く。


    「ああ。あちらの戦力はおおよそ把握している。私一人で問題ない」


    　きっぱりと告げる男を前にして、咲良は言葉を失った。


    　シーナはそんな咲良の肩をポンと叩いて、杖つえに乗るよう促す。


    「そういうことなら、お言葉に甘える。サクラ、乗って」


    「で、ですが──」


    「巫ふ道どう機関の総そう帥すいが、神祖オリジンと渡り合うために選んだ機神使いなんだから、ボクらが心配するような相手じゃない。サクラも感じるはず、彼の機神が普通じゃないこと」


    　確かに咲良も気づいてはいた。顔だけは何度も見かけていたので、そのたびに違和感を覚えていた。


    　幻素イデアの気配が二か所から感じられるのだ。彼の持つ機神らしき長なが物ものからだけではなく、銀色の義手からも──。


    　彼が普通の機神使いでないことは確かだろう。


    「──わかりました。では……あ、そういえばお名前は？」


    　未いまだに名前を知らなったことに気づいて問いかけると、彼は初めて微かすかに表情を動かした。


    「名はない。〝心なき者ハートレス〟に仕えるのは〝名なしネームレス〟が相応ふさわしい」


    「ネームレスさんですね！　それでは、お気をつけて！」


    　ぺこりと頭を下げた咲良を杖に乗せ、シーナは空に舞い上がる。


    「……あの人、呆あつ気けに取られた顔をしてた」


    　苦笑交じりにシーナが言うと、咲良はきょとんとした顔で問い返した。


    「え？　私、何かおかしなことを言いましたか？」


    「わかってないなら、別にいい。じゃあボクたちは、あの人が騒ぎを起こすのを待って動こう」


    「空の上で待つのは怖いですが……が、我慢します」


    　魔術で姿を隠したままシーナは空中をゆっくりと移動した。


    　ただ、必要以上にランドマークタワーには近づかない。センサーなどに引っかかれば、囮の意味がなくなってしまうからだ。


    　そして、しばらく後──ランドマークタワーの正面入り口で大きな爆発が巻き起こる。


    　濃い幻素イデアの気配を感じたシーナと咲さく良らは顔を見合わせた。


    「……凄い。この結界の中じゃ、機神デウスも力が削がれるはずなのに……やっぱり只ただ者ものじゃなかった」


    　シーナは感心した様子で呟つぶやき、咲良はビルの屋上を指差す。


    「行きましょう、シーナさん！　私たちが目的を果たさないと、ネームレスさんは戦い続けないといけません」


    「うん、わかってる。サクラ、ちゃんと掴つかまってて」


    　上空から一直線に、二人はランドマークタワーの屋上へと降下。


    「────っ！」


    　咲良は悲鳴を堪こらえながら、シーナの腰に回した腕に力を込めた。目を開けていられずに固く瞼まぶたを閉じ、内臓が浮き上がる浮遊感に吐き気が込み上げる。


    「サクラ、苦しい。もう着いた」


    　──だからシーナに声をかけられるまで、咲良は屋上に降りたことに気づかなかった。


    　目を開けるとそこはヘリポートの上で、下からは戦闘音と爆発の震動が伝わってくる。


    「す、すみません」


    　強こわ張ばった腕を解き、咲良は杖つえから降りた。


    　そうして彼女たちは昇降口からビルの中へと突入する。


    　施錠された扉はシーナが魔術で強引に開け、幻素の流れを頼りに静かなビル内を早足で進んだ。


    　窓のない真っ暗な廊下に出ると、シーナは素早く空中に魔法陣を描く。


    「──《輝灯エクラ》」


    　囁ささやくようなシーナの声が廊下に響いた。すると魔法陣が輝き、ポンッと野球ボールほどの光球が生まれ出る。


    「……もっと整備されていると思ったんですが、ほとんど廃はい墟きよですね」


    　魔術の明かりに照らされた光景を見て、咲良は呟く。ここはオフィスが入っていたフロアのようだが、放置されたパソコンは埃ほこりを被かぶり、床には書類が散乱していた。


    「結界の中心とは言っても、柱央神殿みたいに執政用の施設としては使ってないのかもしれない。だとすると、少し厄介」


    「どうしてですか？」


    　シーナが何を心配しているのかわからず、咲良は問いかける。


    「──この建物は、結界の中枢を守るためだけの場所かもしれないってこと。もしそうならトラップとか、中を専門に守る人員も……」


    　真ま面じ目めな顔で答えるシーナだったが、その最中──野太い男の声が廊下に響く。


    「いたぞ！　あそこだ！」


    　振り返ると廊下の角に照明を手にした男たちの姿があった。


    「……どうやら、もう見つかってたみたい。監視カメラとかあったのかな」


    「シーナさん、落ち着いて分析している場合じゃ──」


    「そうだね、逃げよう」


    　シーナは頷うなずくと咲さく良らの手を取って走り出した。
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    「思っていたよりも大きいねえ」


    　第八特区へ近づく《悪路王アクロオウ》から五キロほど南に下った場所で、草くさ薙なぎは呟つぶやく。


    　辺りは無人の廃はい墟きよで、海から吹く潮風が街路樹の枝を揺らしていた。


    　草薙の後ろにはエキドナとナタク、岩の巨人が立っている。


    　ナタクの空飛ぶ御ぎよ車しや、風ふう火か二に輪りんでここまで移動してきた彼ら──岩巨人ゴーレムは中に入れなかったため屋根の上に掴つかまった──は、《悪路王》が第八特区へ向かうの阻止するため、囮おとり役を務めようとしていた。


    「──待ってよ。話は聞いていたけど、あそこまで規格外の存在だとは思っていなかったわ。本気であれに喧けん嘩かを売るの……？」


    　エキドナは掠かすれた声で皆に問いかける。


    　彼らのいる場所からでも白い球体──《悪路王》の姿は、しっかりと見えていた。加えて凄すさまじい幻素イデアの気配も伝わってくる。それだけで力の差を理解するには十分。単純な幻素量は、明らかに各特区の神祖オリジンを凌りよう駕がしていた。


    　存在の格が違うことを、その場にいる全員が思い知る。


    「情けないですが、私も震えが止まりません」


    　ナタクは自分の体を抱いて、強こわ張ばった表情で言う。


    「しっかりしなよ。奴の注意がこっちに向いたら、あんたの御車で逃げ回ることになるんだからね」


    　肩を竦すくめて草薙はナタクを励ます。


    「はい……わかっています。ただ──視認可能な距離に幻エ類ナがいても、特に《悪路王》の反応はないのが……非常に不気味です」


    　頷きながらも、ナタクは硬い声で疑念を口にした。


    「オオキスギルモノハ、チイサキモノヲ、ミウシナウ」


    　岩巨人が片言で意見を述べる。


    「自分の力が強すぎるから、まわりが見えなくなってるってやつだね。間抜けだが、ありえそうな話だ。なら、まずはあたしらに気づいてもらおうじゃないか」


    　背負っていた大刀を右手で抜いた草くさ薙なぎは、そのまま片手で大上段に構えた。


    「ま──この一撃でケリがつけば、それが一番だ。本気でやらしてもらうよ」


    　彼女の体から溢あふれ出た幻素イデアが、大刀に纏まとわり付く。


    　幻素によって形作られた力りき場ばは、圧縮され、折り畳まれ、鋭い刃やいばの一部として在あり様を変えていった。


    「まさか、この距離から斬るつもり？」


    　眉まゆを寄せてエキドナが問うと、草薙は笑みを浮かべて頷うなずいた。


    「ああ、あたしは斬るしか能のない眷けん属ぞくだからねぇ。それに今回に限っちゃ、斬らなきゃいけない理由もある」


    「理由……？」


    「エキドナ、あんたは《悪路王アクロオウ》の丸っこい体から伸びてる首の数がわかるかい？」


    　質問に質問を返した草薙は、目を細めて彼方かなたの《悪路王》を睨にらむ。


    「数？　そうね──八本に見えるけど」


    　白い球体状の胴体からは、八つの首が長く伸びて第八特区の方向を見据えていた。


    「ああ、正解だ。八本……まるで八岐大蛇ヤマタノオロチみたいじゃないか。確かに災厄の化身としちゃ相応ふさわしい姿だが、あたしは認められないねえ。何しろ本物がここにいるんだから」


    　強い憤りを込めた草薙の言葉を聞いて、ナタクは息を呑のんだ。


    「私はあまり極東の事情に詳しくないのですが……それでも八岐大蛇の名は聞いたことがあります。《陽皇アマテラス》様の弟神に討たれた悪神ですよね？　それがあなただと？」


    「まあ、依より代しろが同じってだけなんだが……いわゆる前世ってやつさ。いや、人格で数えりゃ二代前か。ともかく、皮肉なもんだよ。天アマノ羽ハ々バ斬キリの刃を鍵かぎにした奴が、八つ首の龍に変じて、それをあたしが斬ろうとしてるんだからね」


    　話している間にも、草薙の刃に集った力は強さを増し、研ぎ澄まされていく。


    「天羽々斬──その身を賭として、かつてのあたしを討った剣精。そのあんたが悪神に変じている姿は見てられないよ。だから……斬ってやらなきゃいけないのさ」


    　草薙の大刀から眩まばゆい光が溢れ、天を衝つくほどの実体なき刃の輪りん郭かくを作り上げた。


    　さらに光は草薙を起点に左右へと広がり、八本の光刃を構築する。


    「これは……」


    　ナタクたちは傍そばにいると危険だと判断し、距離を取った。


    　扇状に展開した刃を掲げ、草薙は叫ぶ。


    「万象を薙なげ──八岐大蛇っ!!」


    　裂れつ帛ぱくの気合と共に振り下ろされる八つの刃。


    　幻素で編あまれた光の刀身は実体を持ち、彼方の《悪路王》へと放たれる。


    　あまりにも鋭い一いつ閃せんは音もなく、だが少し遅れて突風が吹き荒れた。


    「くっ──」


    　ナタクとエキドナは後方に少し吹き飛ばされ、岩巨人ゴーレムは両足に力を込めて地面に踏み止まる。


    　大気を裂き、無人の廃はい墟きよを薙なぎ払い、光の尾を引いて駆ける刃やいば。


    　狙ねらいは誤ることなく、すべての刃が《悪路王アクロオウ》の巨体に到達した。


    　恐らく現世界で最も鋭き斬ざん撃げきと、《悪路王》が纏まとっていた神しん気きの力りき場ばが干渉し、眩まばゆい光が瞬またたく。


    　視界が眩くらむ中、草くさ薙なぎは《悪路王》の咆ほう哮こうを聞いた──。
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    「《宙翁ブラフマー》、あなたに一つお願いしたいことがあるのです」


    　ひび割れた太陽が中天に輝く異界──《宙翁》が構築した空間の中で、照てる日ひは声を上げる。


    　返事はない。


    　太陽に干渉して外への繋つながりを得て以降、彼の声は聞こえなくなっていた。


    　だが確実に彼は自分を見ているはずだと思い、照日は言葉を続ける。


    「ここから出してくれ、ということではありません。それはもう時間をかければ達成できます。わたくしが頼みたいのは……あなたに譲渡した龍りゆう脈みやくの限定的使用権を、一時的に返還してほしいということなのです」


    　照日の声が蒼そう穹きゆうに溶けると、ようやく《宙翁》が反応を見せた。


    『愚かとしか言いようない申し出だが、ひとまず理由を聞こう』


    　相変わらず彼の居所は掴つかめない。声だけが空気の振動として伝わってくる。


    「湊みなとに、飛ひ田だ蓮れん路じと同等の権限を与えるためです。もちろん龍脈のすべてを奪われた今となっては、六柱に分配した権限を使っても、支配権は取り戻せないでしょう。けれど、一部分だけに干渉して、突破口にすることはできるはずなのです。中に突入して中枢を破壊すればきっと──」


    『もうよい。聞く価値もない言葉だった』


    　言葉を途中で遮られた照日は、顔を顰しかめて問いかけた。


    「《宙翁》は、湊が──わたくしたちが《悪路王》に勝てないと考えているのですか？」


    『それも理由の一つではある。《悪路王》は《空エ姫ア》を大きく凌しのぐ災厄。たとえ七柱の総力を結集しても打ち滅ほろぼせる保証はない』


    　冷然とした声が返ってくるが、そこで少し口調が変わる。


    『だがそもそも、余らが戦う必要などないのだ。主ぬしらは何もするべきではない。ただ時を待つだけで問題は解決し、アヴァロンの秩序は保たれる』


    「なぜ、そんなことが言い切れるのですか？」


    　照てる日ひは納得できずに空へ質問をぶつけた。


    　しばし静寂が辺りに満ちる。


    《宙翁ブラフマー》が何かを考えているような気配を感じ、照日はじっと返事を待った。


    　一際強い風が照日の髪と尻尾を揺らした後、ようやく《宙翁》の声が返ってくる。


    『──仕方あるまい。必要なきことと考えていたが、理由を語ろう。このままでは力ずくで外へ出た主ぬしが、未来を掻かき乱してしまうやもしれぬからな』


    「未来……？」


    　照日は首を傾げて聞き返す。


    『そう、余が視みている未来だ。余の第三眼は、近き未来を見通す権能を持つ。未来視は多くの神々が持つ力ではあるが、余ほど確たる未来を視ることができる者はおるまい』


    「つまりあなたは未来を視たと……？」


    『そのとおり。《悪路王アクロオウ》は第八特区を滅ほろぼした後、人間を殺した自己矛む盾じゆんにより自壊する。何もせずとも、アヴァロンの秩序を乱した存在が一掃されるのだ。無駄に動いて被害を増やすべきではない。第八特区へ赴おもむいた者たちも、すぐに呼び戻したほうがよかろう』


    　照日はその言葉に息を呑のむ。


    「ま、待ってください！　たとえその未来視が本当だとしても、第八特区の人々はどうなるのですか!?」


    『一掃されると言ったはずだ。余は人間の価値と可能性を認めているが、これは必要な犠ぎ牲せいだと判断する。人間は失敗を経なければ学べぬ生物。自みずからの愚かさゆえに自滅した第八特区の惨状は、ほかの人間たちの戒めとなり、アヴァロンの強固な礎いしずえとなるだろう。此こ度たびの騒乱は真なる秩序を構築するための通過儀礼。この地の柱であろうとするのならば、主も受け入れよ』


    　ぐっと奥歯を噛かみしめた照日の背後で銀色の尾が揺らめく。


    「…………そうですか、ようやくあなたの考えがわかったのです。どうしてこんなことをしたのかも……けれどわたくしは──あなたの視た未来を認めるわけにはいきません！」


    　顔を上げ、はっきりと宣言する照日。


    『やはり幼いな。大局を見られぬか』


    　失望したような声が返ってくるが、照日は挑むように空を睨にらんだ。


    「広い視野を持てていないのは、あなたのほうではないのですか？」


    『何？』


    「あなたは先ほど、近い未来を見通せると言いました。ならば──その先はどうなのです？　第八特区を切り捨てた未来と、受け入れた未来……その先にあるものが、あなたには視えているのですか？」


    　照日の声は異界の空に響き渡る。


    『……考えるまでもない、そのようなもの──』


    「つまり、視みえてはいないということなのですね？」


    『…………』


    　追究の言葉に《宙翁ブラフマー》は沈黙した。


    「わたくしは人間側の──名な桐ぎり総そう帥すいの話を聞いて、第八特区がアヴァロンにとって必要なものかもしれないと思いました。もちろん……内戦の火種になる可能性があることも理解しています。けれど第八特区を切り捨てるよりも、もっと素晴らしい世界が待っているかもしれません。あなたはそれを否定できないはずです！」


    　しばしの静寂が異界に満ちた後、《宙翁》の声が返ってくる。


    『確かに否定はできん。それは余も認めよう。しかし第八特区が存続した際のリスクや、《悪路アクロ王オウ》討伐の困難さを考慮すれば、やはり第八特区は切り捨てるべきだ。主ぬしとて己おのれの眷けん属ぞくや部下が命を落とすことは望まぬだろう。主の選択は、第八特区の人々を守る代わりに、ほかの者を危険に晒さらす。主が執心している龍の血族も、《悪路王》に挑んだ結果、滅ほろぶかもしれぬのだぞ』


    「──わかっています。けれど湊みなとはわたくしたちが何を選ぼうと、再び《悪路王》に立ち向かって、第八特区の人々を守ろうとするはずです。だからわたくしは、せめて湊に勝つ手段を……可能性を与えたい。そのために、あなたの協力が必要なのです！」


    　一歩も引かず、照てる日ひは《宙翁》に訴えた。


    『平行線だな。余と主の議論は、正しさでは決着がつきそうにない。もはや思想の問題だろう』


    「そうですね……わたくしたちは、互いにアヴァロンのより良き未来を思って行動しています。悔しいですが……どれだけ意見をぶつけても結論は出ないでしょう」


    『ならばどうする。それでも主は退けぬだろう。余を力ずくで従えるか？』


    　試すような問いかけに、照日は首を横に振る。


    「それこそ時間の無駄なのです。まずここから脱出しなければ戦うことすらできませんし、その時には時間切れ。だから、反対のことをしようと思うのです」


    『反対、だと？』


    　にこりと微ほほ笑えんだ照日に、《宙翁》は訝いぶかしげな声を返した。


    「はい──《宙翁》、あなたの持つ未来視……それはもっと昔、神じん代だいの頃なら、今よりも多くのものが見えたのではないですか？」


    　神代は大気中にも幻素イデアが満ちていたが、今は違う。世界から幻素が枯渇したことで、強大な神祖オリジンたちも、程度の差はあれ力が衰退している。


    　ならば《宙翁》の権能も、本来はもっと凄いものではなかったのかと、照日は考えたのだ。


    『然しかり。かつて余はすべてを見通すものであった。それこそ全知全能に等しい権能を有していた』


    「でしたら、わたくしが力を貸します。言こと霊だまで幻素を分け与えれば、一時的にもっと先の未来まで視えるようになるかもしれません。それを視てから判断してほしいのです」


    　照日は強い口調で提案する。周囲の異界からは、驚きの気配が伝わってきた。


    『本気か？　余が視みるのは、現在の時点で最も確度が高い未来だ。それはすなわち第八特区を切り捨てた未来であり、余が考えを改める機会にはなりえぬぞ』


    「そうとは限りません。わたくしの行動や──今も外で奔ほん走そうしている皆さんの頑張りで、あなたの視る未来は変わっているかもしれないのです」


    『……分ぶの悪い賭かけだな』


    　呆あきれ混じりの声が響くが、照てる日ひは笑顔で頷うなずく。


    「はい──ですが賭かける価値はあると信じているのです！」


    　彼女の声と表情には、一切の迷いがなかった。


    　冷たい風が雲上の岩山を吹き抜け、照日の髪と尾を揺らす。ひび割れた太陽から降り注ぐ光の下で、彼女はじっと返事を待った。


    『よかろう。余には何の損もない提案だ。断る理由はない』


    　長い沈黙を経て、微かすかな躊躇ためらいを含んだ声が照日の耳に届く。


    「ありがとうなのです！　では早速始めましょう。時間に余裕はありません」


    　礼を言った照日は姿勢を正すと、目を閉じてゆっくり言葉を紡つむぎ始めた。


    「──言こと霊だまに乗せ、わたくしの力を彼かの者に……未来を見通す眼に、失われた神じん代だいの輝きを──」


    　ぶわりと照日の尾が広がり、金色の粒子が周囲に広がる。
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    　それは照てる日ひの神しん気き。七本まで増えていた尾が一本ずつ消えていき、光に変わっていった。


    『主ぬしの覚悟、真と見た。余も力の限り応じよう──その結果がどうなるとしても』


    　金色の粒子に満たされた空に一本の筋が走り、巨大な眼球が姿を現した。


    　光はその瞳ひとみへと吸い込まれ──未来の景色が映し出される。

  


  
    　　　　第四章　熾界龍皇
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    「……やっと見つけた。たぶん、これだよね？」


    　ランドマークタワー内にある一室──分厚い扉が破られたその部屋で、シーナが疲れた声で言う。


    　ろくに掃除もされていないビル内を走り回ったのでローブは汚れ、警備役の機神デウス使いとの戦闘で左手に怪け我がも負っていた。


    「はい、間違いありません。結界内の幻素イデアはこれに流れ込んでいます」


    　答える咲さく良らもボロボロだ。何度も転んだので膝ひざには擦すり傷ができている。


    　薄暗い室内には、卵型のカプセルが置かれていた。カプセルは周辺の機械と太いケーブルで繋つながっており、小さな駆動音が響いている。


    「中には……誰もいない、か」


    　カプセルの中を覗のぞき込んだシーナは、少し安あん堵どした様子でため息をついた。


    「私が以前乗せられた結界の起動装置は大きな人型をしていましたが……これはそのコクピット部分に似ています。だとすれば、この中に入っているのが……」


    　咲良はカプセルの中を覗き込む。


    　本来は人が入るためのスペースだと思われるが、そこには無数のコードに繋がれた細長い金属片が置かれているだけ。


    「これが……フルンディングの端末。剣の刀身みたいに見えるけど……今のフルンディングが天アマノ羽ハ々バ斬キリと一体化しているのなら、こっちが本来のフルンディングの刀身なのかもしれない」


    　シーナも咲良の横からカプセルの中身を確かめ、そう分析した。


    　その時、部屋の外から複数の足音が響いてくる。


    「っ──途中で撒まいた人たちが集まってきたみたい。サクラ、早く結界を乗っ取って。そうすれば彼らの機神も封じられる」


    　空中に素早く光の魔法陣を描きながら、シーナは咲良を促した。


    「わ、わかりました！」


    　咲良はカプセルの縁を探って開閉ボタンを見つけると、深く押し込んでカバーを開く。


    　中からは冷却剤による白い靄と、濃い幻素の気配が溢あふれ出てきた。


    　意識を集中すれば、集まった幻素はさらにどこかへ送り出されているのがわかる。


    　──クウカさん……クーちゃん。私、またやれますよね。


    　かつて自分を救ってくれた女性、初めてできた幻エ類ナの友人──その名を胸の中で呟つぶやき、手を伸ばす。


    　一度は忘れてしまったが、第四特区での戦いで思い出せたのだ。《空エ姫ア》の血族である彼女は、自分が人間に利用されて滅ほろびたというのに、人間を恨んではいなかった。


    　それどころか、彼女は人間が幻類と友人になれることを伝えてほしいと咲さく良らに願った。


    　今、第八特区の人たちは幻類に背を向けてしまっているけれど、それでもわかり合い、共存していく方法はあると思う。


    　──だからそんな未来のために、私は頑張らなきゃいけないんだ！


    　指先が冷たい刀身に触れた。


    　その瞬間、滞留していた幻素イデアが一気に咲良の体へ流れ込んだ。


    　そこに宿っていたのは、第八特区に住む人々の想い。


    　期待、不安、恐れ、そして信頼──。


    　迷いながらも彼らは希望を持っていた。飛ひ田だ蓮れん路じという指導者を信じていた。


    　自分は飛田蓮路ではないけれど、それでも彼らを裏切ってはいけないという、強い想いが湧き起こる。


    　きっと彼も同じものを感じていたはずだ。ならば第八特区に被害をもたらすことは、絶対に彼も望んでいない。


    《悪路王アクロオウ》と化した彼が己おのれの意に添わぬことをしようとしているのであれば、止めてあげなければ。


    　咲良は強い決意と共に、刀身に干渉する。


    　結界という大きなシステムに己を割り込ませ、権限を奪取。《悪路王》のほうへと向かっていた幻素の流れを断ち切った。


    　そこで慌あわただしい足音と共に、機神デウスを手にした男たちが駆け込んでくる。だが咲良は即座に彼らの機神から幻素を奪い取った。


    「もう大丈夫です！　彼らの機神は発動しません！　《悪路王》へ流れる幻素も断ちました」


    「りょーかい。サクラ、ぐっじょぶ」


    　ぐっと親指を立てたシーナは、機神が使えずに慌てている男たちへ捕縛魔術を発動させる。


    　砂で手足を固められた男たちを見ながら、シーナは安あん堵どの息を吐く。


    「これで《悪路王》の進路が変わってくれればいいんだけど……」


    「そうですね……とりあえず外に出てネームレスさんに合流しましょう。戦いを止めないといけません」


    　咲良は頷うなずきつつ、カプセル内にあったフルンディングの刀身にハンカチを巻いて持ち上げた。


    　この刃やいばはもうフルンディングから完全に切り離され、咲良が結界に干渉する媒体に書き換えられていた。これを持ち出せば、外に出ても機神使いたちを無力化できるだろう。


    「わかった。ビル内にはまだトラップが残っているかもだし、気をつけて行こう」


    「はい、ここで私がドジをしたら台なしですもんね」


    　咲さく良らは真ま面じ目めな顔で頷うなずき、先ほどまで幻素イデアが流れていた方向を見た。


    　その先には《悪路王アクロオウ》がいる。あまりに大きなその気配は、ここにいても感じ取れた。
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    「こりゃあ、参ったねえ」


    　第八特区の西、海沿いの廃はい墟きよで草くさ薙なぎはため息をつく。


    　彼方かなたには相変わらず《悪路王》の巨大な姿が見えているが、一向にこちらへ近づいてくる様子はない。


    　草薙の攻撃が通用しなかったわけではなかった。


    　極東最強の斬ざん撃げきは《悪路王》の周囲に展開されていた力りき場ばを突破し、その本体を切り裂いたのだ。


    　今は再生してしまっているが、ダメージを与えたことは事実。けれど《悪路王》はこちらに反撃することもなく、一直線に第八特区を目指していた。


    　ナタクやエキドナ、岩巨人ゴーレムも攻撃に参加したが、結果は同じ。


    《悪路王》は力ある幻エ類ナが傍そばにいても、人間しかいない街へと進んでいく。


    「ずいぶんと話が違うじゃないか。あれは幻類を滅ほろぼす天災なんだろう？　なのにあたしらを無視するなんて、道理が通らないよ」


    　そう呟つぶやいた草薙は、エキドナのほうを振り向いた。


    「第八特区の結界は、どうにかできたんだろ？」


    「ええ、さっきシーナから通信魔術で連絡があったわ。もう第八特区から《悪路王》に幻素は流れていない。フルンディングの端末も書き換えたみたいだし、《悪路王》との繋つながりはないはずよ」


    　エキドナも困惑を露あらわにして答える。


    「ナニカ、ホカノ、ヨウインガ、アルト、カンガエルベキ」


    　岩巨人が片言で意見を述べると、ナタクは口元に手を当てて頷いた。


    「はい、私もそう思います。けれどそれがわからない以上、私たちにやれることは限られています」


    　その言葉を聞き、草薙は苦笑を浮かべる。


    「──ま、そうなるねえ。進路を変えないってんなら、第八特区へ着く前に仕留めるほかないってわけだ。危険は承知だが、あたしは距離を詰めて戦うよ。やっぱり剣は接近戦でこそ本領を発揮できるからね。あんたらはここで援護してくれりゃいい」


    　そう言って草くさ薙なぎが背を向けると、岩巨人ゴーレムがその横に並んだ。


    「ワタシモ、イコウ。トオクヨリ、チカクガ、トクイナノハ、オナジ」


    「別に構わないが、その図体であたしについてこられるのかい？」


    　草薙の問いに岩巨人は頷うなずく。


    「シンパイ、ナイ」


    　すると途端に岩巨人の体が崩れ、破片が足下の地面に沈んでいく。


    「ツチノナカヲ、ユク。トテモ、ハヤイ」


    　地中へ岩巨人が完全に姿を消した後、声だけが響いてきた。


    「……そりゃ頼もしい。じゃあ、行くよ」


    　駆け出す草薙の背中にナタクが「お気をつけて」と声をかける。


    　エキドナは危険を顧みない草薙に呆あきれた顔を浮かべながらも、援護の態勢に移った。


    　彼らの視線の先にいる《悪路王アクロオウ》は、八つの頭すべてで第八特区の方向を見据えていた──。
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    　旧新宿の中心たる第七柱央神殿の議場には、二人の幻エ類ナと一人の人間が留まっていた。


    　一人は照てる日ひと繋つながる鏡を持つ八や咫た。もう一人は第二特区の使節であるガブリエル。そして最後の一人は巫ふ道どう機関総そう帥すいの名な桐ぎり壮そう真ま。


    　議場はしんと静まり帰り、時折訪れる巫道機関の職員が名桐壮真に耳打ちをして帰っていく。名桐壮真は責任を取って総帥を辞すると言ったが、巫道機関のすべてを動かせるのは彼しかいないため、その処分は副総帥の権限で保留されている。


    　シーナやエキドナの通信魔術で、現在の状況は皆理解していた。だからこそ重苦しい沈黙が続いているのだ。


    「──第八特区の結界を掌しよう握あくしても《悪路王》の進路は変わらなかった。力ある幻類による囮おとりも効果を上げていない。こうなると根本から認識を改める必要があるのではないのかね？」


    　囮役には参加せず、傍ぼう観かんに徹しているガブリエルは、ほかの二人に問いかける。


    「根本の認識……というのは、《悪路王》の目的についてですの？」


    　八咫が聞き返すとガブリエルは深く頷いた。


    「ああ、ここまでの状況から推察すると、《悪路王》が狙ねらっているのは、幻類ではなく第八特区の人間たちであると考えられよう」


    　その言葉に名桐壮真も首を縦に振った。


    「確かに、そう判断せざるをえませんね。しかし、《悪路王》が飛ひ田だ君の意思で動いていることは事実です。無意味に人間を襲うとは思えません」


    「大方、力に呑のまれて理性を失ったのだろう。人間には過ぎた力だったということだ」


    　憐あわれみと侮ぶ蔑べつを込めてガブリエルは言う。


    「現在の飛ひ田だ君が正気を保っていないのは、確かだと思います。圧倒的な力で人間を蹂じゆう躙りんする……それは彼が最も嫌っていた幻エ類ナの所業なのですから。けれど彼が龍りゆう脈みやくに与えた命令──幻類を滅ほろぼす天災となること──が無効だったと判じるのは早計でしょう」


    「どういうことですの？」


    　八や咫たが聞き返すと名な桐ぎり壮そう真まは、自身の考えを纏まとめながらゆっくりと考えを口にする。


    「《悪路王アクロオウ》はあくまで、飛田君の命令に従っているだけなのかもしれません。第八特区へ向かっているのも、人間たちを蹂躙しようとしているのも、すべては幻類を滅ぼすためであると考えられませんか？」


    「何を馬鹿なことを──」


    　ガブリエルは呆あきれたように言うが、名桐壮真は構わず言葉を続けた。


    「私は古くから神に仕えてきた家系に生まれました。ですから、あなた方の根幹を成す力──幻素イデアについて、私なりの見解を持っています。幻素を科学技術で観測した学者たちは、あくまで未知のエネルギーだと見なしたようですが、それが未知そのものであることまでは突き止められなかった。そう……幻素とは世界の未知なる部分、未完成の領域、可能性というものの具現だと言えます」


    　二人の幻類から反論は上がらない。


    　それは名桐壮真の認識が的外れではないという証明だった。


    「世界ができたばかりで、多くのことが曖あい昧まいだった時代には、幻素があらゆる場所に満ちていたでしょう。けれど世界が完成に近づき、物理法則が定まり、未知の領域は狭まった。要するに幻素は枯渇したというより、世界構築のために消費されたのです。本来、あなた方はその時点で消えるはずのものだった」


    　鋭い視線で力ある幻類たちを見据える名桐壮真。


    　ガブリエルの表情が微かすかに強こわ張ばるが、彼は退くことなく話を進める。


    「しかし、世界の謎があらかた解き明かされた現代においても、人間は神を信じています。世界にはまだ未知なる部分があると、人間の手が届かない領域があると期待しています。ゆえに人間は幻素を生むのです。あらゆる可能性を追求しながらも、絶対的な反証がない限りはそれを否定しない。あなた方幻類は、そうした人間の寛容さに生かされていると言ってもいいでしょう」


    　八咫は静かに彼の話を聞いていたが、ガブリエルは明らかに表情を険けわしくした。


    　場の空気が張り詰める。だが名桐壮真は気にした風もなく肩を竦すくめた。


    「気分を害してしまったなら申し訳ありません。ただ、私は人間があなた方より上位の存在だと言っているわけではないんですよ？　人間は植物の作り出す酸素がなければ、生きていけません。けれど植物が人間より高等な存在だと考える方はあまりいないでしょう。それと同じです。幻エ類ナにとっての人間は、人間にとっての植物と同じようなものだと言っているだけ。自分である程度の幻素イデアを生成できる血族であっても、人間の信仰なくしては消費に供給が追いつかない」


    　そこで一いつ旦たん言葉を切った名な桐ぎり壮そう真まは、感情の読めない空虚な笑みを浮かべて告げる。


    「ここまで言えばおわかりでしょう。幻類は、人間がいなければ生きていけない。人間が滅ほろびれば、いずれ消え去る存在です。それこそ一柱残らず──飛ひ田だ君が望んだとおりに」


    　彼の考えを聞いた八や咫たは、瞼まぶたを伏せて呟つぶやく。


    「幻類を滅ぼすために、人間を殺し尽くすことを選んだというんですの？　そんなのはあまりに……彼にとっても本末転倒ですわよ」


    「だが〝目的〟のみを優先して動いているのならありうる話だ。龍りゆう脈みやくの制御ができず〝手段〟を選択できぬのだろう。あれは全人類を滅ぼすまで止まらぬ厄災ということか」


    　ガブリエルは苦々しい声で吐き捨てた。


    



    「──そのようなことは、絶対にさせません。わたくしたちが、止めなければならないのです！」


    



    　その時、議場に凛りんとした声が響き渡る。


    　声を発したのは、そこにいる三人の誰でもない。八咫がハッとして手にした鏡を覗のぞき込んだ時、鏡面から光が溢あふれ──辺りが白く染まる。


    　そして眩まばゆい光が消えた後、議場の中心には照てる日ひと《宙翁ブラフマー》の姿があった。


    「照日様！」


    　八咫が歓喜の声を上げると、照日はニコリと微ほほ笑えんで一本に戻った尾を揺らす。


    「ただいまです。心配をかけてしまいましたが……もう大丈夫です。《宙翁》は《悪路王アクロオウ》を止めるために力を貸してくれると言ってくれたのです！」


    　彼女の話を聞き、皆の視線が白い顎あご鬚ひげを蓄えた第三眼を持つ老人に集まった。


    《宙翁》はしわくちゃの顔を歪ゆがめて笑い、大きなため息をつく。


    「……仕方あるまい。まさか第三眼だけではなく、残り二つの瞳にも未来が映るとは思わなんだ。三つ見えた未来のうち、最も確度の低いものではあるが……切り捨てるにはあまりに惜しい。主ぬしの勝利だ、《陽皇アマテラス》よ」


    「あなたにどんな未来が見えたのかはわかりませんが、そう思っていただけるだけの未来があるかもしれないと──そう知ることができただけで、わたくしは嬉しいです」


    　大きく頷うなずいた照日は、表情を引き締めて皆に呼びかける。


    「時間がありません、力を貸してください。《悪路王》を止めるためには、皆さんの力が必要なのです。わたくしは急いで湊みなとを起こしてくるのです！」


    　そうして議場を飛び出した照日が、部屋でミカエルと添い寝する湊を見つけるのは、およそ一分後のことだった。
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    「──照てる日ひ、そろそろ機嫌を直してくれないか？」


    　ミカエルの腕に掴つかまって空を飛ぶ湊みなとは、躊躇ためらいがちに隣へ呼びかける。


    　そこには八や咫たに抱かかえられた照日が、むすっとした表情で尻尾を逆立てていた。


    　第七特区から南西におよそ十数キロの地点。高度は五百メートル。ミカエルと八咫は《悪路王アクロオウ》が第八特区へ到達する前に先回りしようと、全速力で飛行中だった。


    「わたくしの機嫌は別に普通なのです」


    　つんと顔を逸らして答える照日を見て、湊はため息をつく。


    「いや、明らかに怒ってるだろ。もう何度も説明したが、ミカエルが添い寝をしてくれたのは幻素イデアを回復させるためで──」


    「ち、ちょっと、添い寝とか言わないでよ！　いえ、その……事実ではあるんだけれど、もう少しデリカシーのある言い方をしなさいよ！」


    　すると照日ではなくミカエルが過剰に反応し、空中で湊は振り回された。


    「おい──落ち着いてくれ！　落ちるって──」


    　そんなやり取りをしている照日はますます不機嫌な顔になる。


    「お二人は仲が良さそうで何よりなのですね。わたくしのことは気にせず、いちゃいちゃしているといいのです」


    「こ、これがいちゃいちゃしているように見えるのか!?」


    　湊は必死でミカエルの腕を掴みながら、抗議の声を上げた。


    　その様子を見ていた八咫は、照日の頭を撫なでつつ苦笑を浮かべる。


    「死地へと赴おもむこうとしているのに、皆さん余裕がありますわね。《悪路王》の姿はもうすぐ見えてくる頃ですわよ」


    「……緊張して力が出せないよりは、これぐらいのほうがいいのです。最初から竦すくんでいたら、あの強烈な神しん気きに呑のまれてしまいます」


    　照日は表情を引き締め、視線を前方に向けた。


    　行く手からは、濃い神気が波のように押し寄せている。


    　まだ視認できないが、照日たちは《悪路王》の強烈な気配を第七特区にいた時から感じていた。


    　特に一度《悪路王》に相対し、死にかけた湊とミカエルには、本能的な恐怖が刻み込まれている。それをごまかし、自みずからを奮い立たせるためには、テンションを高く保つ必要があった。


    　けれどさすがにもう、《悪路王》の気配を意識から外すことは難しい。


    　照てる日ひの様子を見た湊みなととミカエルは言い合いを止めて、真ま面じ目めな顔で前を向く。


    「──薙なぎ姉たちは今、《悪路王アクロオウ》と戦ってるんだろ？」


    　湊が硬い口調で問いかけると、八や咫たは頷うなずく。


    「はい。囮おとり役になるのは諦あきらめて、《悪路王》の進撃を少しでも遅らせようとしているようですわ。巫ふ道どう機関の機神デウス使いや、状況を把握した元〝覆いを外す者たちアポカリプス〟のメンバーも戦線に加わっているという報告もありました」


    「これまでならありえなかった共同戦線だな……」


    　湊は感慨深い想いで呟つぶやいた。


    　巫道機関はまだしも、幻エ類ナと〝覆いを外す者たち〟が肩を並べて戦うことなど普通はありえない。


    　たとえ一時的であってもそんな奇跡が実現したのは、《悪路王》があらゆる者にとっての敵になったからだろう。


    「そうですわね。ただ、戦況は圧倒的に不利ですわ。《悪路王》の周囲には障壁が張り巡らされていて、並の攻撃は届きません。それを突破し、傷を与えられても、膨ぼう大だいな幻素イデアですぐに再生してしまうそうですの」


    「だとすると……俺の突入もそう簡単にはいかないか」


    　湊が呟くと、そこでようやく照日が笑みを見せる。


    「大丈夫なのです。道はわたくしが切り拓ひらいてみせるのです。《宙翁ブラフマー》の期待と協力を無駄にするわけにはいきません」


    　だがそこで照日はわざとらしく顰しかめっ面を作り、湊にびしりと指を突きつけた。


    「湊は余計な心配をせずに、自分のやるべきことを果たしてください。戻ったらその……わたくしとも一緒にお昼寝してもらいますから」


    　頬ほおを染めて、照日は未来の約束を求める。


    　それは必ず帰って来いという意味を込めた言葉──強い想いが籠こもった言こと霊だま。


    「ああ──約束するよ」


    　湊は苦笑と共に頷く。


    　だがその脳裏には、出発前に《宙翁》に言われた台詞せりふが過よぎっていた。


    



    



    　自室で出発の準備をしていた時、湊は突然何もない真っ暗な空間に放り出された。


    　そこには《宙翁》が一人佇たたずんでおり、二人で話をするために即席の閉鎖区間を作ったのだと告げられた。


    「──皆に聞かれるとまずい話なのか？」


    　訝いぶかしげに湊が尋ねると、《宙翁》は白い髭ひげを撫なでつつ首を横に振る。


    「いや、単に主ぬしにだけ関わりのある話だというだけだ。ほかに話したければ、後で好きにするとよい」


    「俺だけに……？」


    　湊みなとは視線で先を促す。


    　古き神祖オリジンに対する畏おそれはあるが、もうここは彼の世界。腹の中のようなもの。びくびくしていても始まらないと、開き直って相対する。


    「然しかり。これから主は、余が移い譲じようした龍りゆう脈みやくの限定的使用権を突破口にして、《悪路王アクロオウ》の中に突入する。そしてその中核を為なす機神デウス──フルンディングを破壊すれば、龍脈を奪い返すことができるだろう」


    「その話はさっき聞いた。何か問題があるのか？」


    　湊が問うと、《宙翁ブラフマー》は両目を閉じ、額の第三眼だけを大きく見開く。


    「主が進もうとしている道は、とても困難なものだ。しかし成し遂げれば、人間と幻エ類ナは救われよう。だが……龍脈を制御下に置き、それと一体化した主が、自我を保てる保証はない」


    「…………それも、お前が視みた未来なのか？」


    　硬い声で問いかける湊。《宙翁》が示した可能性は思いつかなかったわけではない。


    　けれど現状ではほかに選択肢がないため、あえて深く考えるのを避けていた。


    「いや、余が視たのは大きくうねる時流の行く末。此こ処こより遥はるか先の可能性をいくつか目にしたのみ。だがその中で、主の姿は余の目に映らなかった」


    　湊はそれを聞き、《宙翁》に挑むような眼まな差ざしを向けた。


    「つまり、俺は〝いない〟かもしれないってことか。だが、あなたが見なかっただけだという可能性もある。なら……俺は自分の力で未来を切り拓ひらくだけだ」


    「──そうできればよいな。しかし鍵かぎを手にした人間が《悪路王》へと変じたように、主も龍脈に取り込まれる可能性は高い。これまでのように龍脈を道具として、力として用いた時とは違うのだ。膨ぼう大だいな幻素イデアの大河に呑のまれた時、主が龍脈に下せる命令は一つだけだろう。それをよく考えておくことだ。下へ手たな意思を残せば、主は《悪路王》のような怪物に成り下がるぞ」


    「っ……」


    　容よう赦しやのない言葉をぶつけられた湊は、拳こぶしを握りしめる。


    「余は、主が真にアヴァロンを支える者となることを望む。今やこの地は、神々の棲すむ熾し天てんと人の暮らす現界が交わりし〝熾界〟──その秩序の具現たることを望め、未いまだ小さき龍皇よ」


    　その言葉と共に、《宙翁》の第三眼が眩まばゆく輝いた。反射的に瞼まぶたを閉じた湊が目を開くと、そこは自分の部屋だった。


    



    



    　──まるで遺言を考えておけと言われたみたいだ。


    　湊みなとは空の上で苦笑する。


    　いや、事実そうなのだろう。未来を見通す《宙翁ブラフマー》が言うのだから、それが最善の結果へ続く道だと考えるべきだ。


    　だが、考えるまでもなく湊の中には強い意思がある。


    　今更それを変えることなどできない。


    　八や咫たに抱かかえられて飛ぶ照てる日ひを見て、湊は己おのれの望みを再確認した。


    　──俺は照日の望みを叶えたい。アヴァロンを、彼女が笑顔でいられる場所にしたい。


    　自分が戻らなければ照日は泣くはずだ。


    　だから彼女との約束は必ず守る。


    　今はほかに考える必要はないし、考えることもできない。


    「見えましたわよ！」


    　八咫の声を聞き、湊は顔を上げる。湊を掴つかむミカエルの手が緊張に強こわ張ばったのがわかった。


    「嘘うそ……前よりも大きくなってない？」


    　信じられないという様子でミカエルが唸る。


    「恐らく龍りゆう脈みやくを一度にすべて取り込んだわけではなかったのでしょう。今も力を吸収している最中なのだと思うのです」


    　照日の推測を聞いた湊は息を呑のんだ。


    「な──じゃあ、時間をかけるほど《悪路王アクロオウ》は強くなるってことなのか？」


    「はい……けれど皆さんも頑張ってくれているのです」


    　そう言って照日が指差す先では、激しい戦いが繰り広げられていた。


    《悪路王》のまわりで弾ける閃せん光こうと爆発。


    　地中からは巨大な岩の腕が何本も突き出し、《悪路王》を周囲の力りき場ばごと拘こう束そくし、そこに炎が撃ち込まれる。


    　その爆発を切り裂くように、八つの光の帯が全方位から障壁を打ち据えた。あれは恐らく草くさ薙なぎの斬ざん撃げきだろうと八咫は語る。


    　伝わってくる幻素イデアの気配は様々で、多くの幻エ類ナや機神デウス使いが戦いに参加していることがわかった。


    　だが湊は焦あせりを覚える。


    「ダメだ──あんなに接近していたら、一撃で薙なぎ払われる！」


    　湊とミカエルが力を合わせても相そう殺さいできなかった攻撃を思い出し、湊は叫んだ。


    　そしてその予想は、すぐに現実のものとなってしまう。


    《悪路王》の首の一つが前方に向けて大きく口を開き、眩まばゆい光が溢あふれ出る。


    　湊たちがいる場所からではそれを止めることはできない。


    「やめ──」


    　思わず漏れた湊みなとの声と同時に放たれる閃せん光こう。


    　けれどその輝きは唐突に──まるで景色から切り取られたかのように消失する。


    　何が起こったのかと湊が瞬まばたきした数秒後、ビシリと空間に亀裂が走って光が溢あふれ出た。光の奔ほん流りゆうは地上を焼くが、幻エ類ナや機神デウスの気配は減っていない。


    　皆、あの一撃を回避したようだ。


    「湊、大丈夫なのですよ。草くさ薙なぎたちは簡単にやられたりしないのです。あそこには、わたくしたちより先行した《宙翁ブラフマー》がいるのですから」


    　呆ぼう然ぜんとしている湊に照てる日ひは告げた。


    　照日に協力することを承諾した《宙翁》は、金色の鳥に乗って一足早く戦線に加わっているのだ。


    「……そうだったな。だが、今どうやって──」


    　湊が疑問を口にすると、照日は目を細めて答える。


    「たぶん《宙翁》は、《悪路王アクロオウ》の攻撃を一時的に異空間に閉じ込めたのだと思うのです。そうやって皆が避ける時間を稼いでいるようですね」


    　照日の推測を聞いた湊は、そういうことかと納得した。


    　だが八や咫たは表情に不安を滲にじませる。


    「けれど──照日様がなかなか脱出できなかった異空間が、たった数秒しかもっていませんわ。《悪路王》の力が時間と共に増していくのなら、いずれ時間稼ぎもできなくなりますわよ」


    　心配そうな八咫を見た湊は、呼吸を整えてから口を開いた。


    「なら、その前に俺が《悪路王》を止める」


    　照日はそんな湊を一瞬だけ心配そうに見たが、すぐ首を振って表情を引き締める。


    「──はい、信じているのです。わたくしは湊のために、道を切り拓ひらいてみせます」


    　自分自身に言い聞かせるように告げた照日は、八咫の腕をぽんと叩いた。


    「八咫──力を貸してください。《陽皇アマテラス》本来の人格ではない者に使われるのは、不本意かもしれませんが……」


    「何を言っているんですの。私にとっては区別などありませんわ。《陽皇》様は照日様であり、照日様は《陽皇》様ですわよ」


    　小さく肩を竦すくめた八咫は、黒い翼で照日を包み込む。


    　──照日は何を……。


    　湊とミカエルが照日たちの様子に注目していると、黒い翼が膨張し──幻素イデアの気配が増大した。


    　ぶわりと翼が再び広がった時には、その大きさはこれまでの十数倍になっており、常に穏やかな笑みを浮かべていた女性は、巨大な鴉からすに変じている。


    　照日は鴉の頭に乗り、手にはいつも八咫が手にしていた鏡を抱かかえていた。


    「湊みなととミカエルさんは、このまままっすぐ《悪路王アクロオウ》の上空に向かってください。わたくしは草くさ薙なぎとも協力して攻撃に加わります。障壁の破壊に成功したら湊は突入してください。ミカエルさんはある程度の距離で離脱を。近づきすぎると取り込まれてしまうかもしれません」


    「──わかりました、《陽皇アマテラス》様。ミナトはちゃんと送り届けます」


    　頷うなずいたミカエルは、飛行速度を上げて《悪路王》に向かう。照てる日ひを乗せた八や咫たは、太陽の輝く天頂に向かって高度を上げた。


    「照日！」


    　遠ざかる照日に向かて湊が手を上げると、彼女は身を乗り出し、大きく手を振り返す。


    　彼女の笑顔をまた見られることを願いながら、湊は行く手に視線を戻した──。
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    　蒼そう穹きゆうに黒き雪が舞う。


    　照日を乗せた鴉からすが羽ばたくたび、無数の黒い羽根が舞い散り、空を満たしていく。


    　地上から見上げた者は、漆黒に覆われていく青空に驚愕しただろう。


    　八咫の化身たる大おお鴉がらすは、天頂に輝く太陽を中心にして旋回する。空中に撒まき散らされた黒い羽根も、その動きに合わせて渦を巻いた。


    　大気に八咫の霊気が拡散する。幻素イデアが枯渇した世界の中で、そこだけが神じん代だいの息吹を取り戻す。


    　辺りに幻素が充満したのを確認してから、照日は鏡を掲げ、言葉を紡つむぐ。力ある言こと霊だまを風に乗せる。


    「日輪よ、此こ処こに」


    　渦巻く黒羽根が一気に天空へ立ち昇り、白い太陽を覆い始めた。


    　日の光が遮られ、世界が急速に陰っていく。


    　真昼に、局所的な夜が訪れる。


    《宙翁ブラフマー》の作る閉鎖空間のように隔絶されてはいないが、そこはまさしく極東の神々が統すべる幽世かくりよ。


    　太陽が塗りつぶされていくほどに、彼女の鏡は輝きを増す。


    　まるで、太陽そのものを写し取ったかのように──。


    　いや、この限られた世界において、太陽はまさにそこにあった。言霊は現実に転化し、照日を唯一なる太陽へと昇華させる。


    　異変を感じた《悪路王》の八つ首が、すべて照日のほうを向いた。


    　圧倒的な力を手にした怪物ですら、本能的な危機を感じたのだろう。


    　その足下で戦っていた草薙は足を止めて、黒い太陽を振り仰あおぐ。


    「ああ──そうかい。大だい蛇じやの剣としてじゃなく、照てる日ひ様の剣として戦えってことだね」


    　不敵な笑みを浮かべた草くさ薙なぎは、八つに分かたれていた光の刃やいばを消して、大刀を空に掲げる。


    《悪路王アクロオウ》の八つ首すべてに、膨ぼう大だいな神しん気きが集束していった。


    　さらに力を増す《悪路王》の障壁は、もはや単独では突破できない状況になっている。湊みなとたちが突入する隙すきを作るには、眷けん属ぞくとしての本分を果たす必要があった。


    



    「草薙剣クサナギノツルギ──日輪の光をもって、立ちはだかるすべてを薙なぎ払え」


    



    　空から主あるじの言こと霊だまが降る。照日の鏡から溢あふれ出た陽光が、草薙だけを照らし出す。


    　暗い世界の中で、ただ一人スポットライトを浴びた草薙の大刀に、光が集束していった。


    　その間に《悪路王》が放った攻撃は、《宙翁ブラフマー》の異界に取り込まれて、一時的に消失する。


    　だが、長くはもたない。すぐさま空間に亀裂が走り、膨大なエネルギーが解き放たれようとする。


    　しかしその数秒で、照日はすべての光を草薙に渡し終えていた。


    　照日を乗せた大おお鴉がらすが地上に急降下する。《宙翁》の異界が砕け散り、先ほどまで照日たちがいた場所を閃せん光こうが奔はしり抜けた。


    　草薙はその様子を見上げながら、全力で地を蹴けり、空へと跳躍する。


    　彼女の手にする大刀の輝きが全身へと広がり、彼女自身が山吹色に輝く太陽と化した。


    「照日様──あたしを存分に振るいな！」


    　獰どう猛もうな笑みを浮かべ、本来の務めを果たせることに歓喜しながら、草薙は叫ぶ。


    　次の瞬間、彼女は一振りの大太た刀ちと成った。


    　太陽の輝きを宿した剣が、大鴉に乗って降下する照日の元へと奔る。


    「はいです！　皆さん、わたくしの攻撃に合わせてください！」


    　空中で草薙の剣を掴つかみ取った照日は、後方にいるエキドナやナタク、機神デウス使いたちに告げた。


    　大鴉は地上に激突する寸前で翼を大きく広げ、水平飛行に移り──その上で照日は身の丈を超える大太刀を振り被かぶる。


    　刃が太陽に等しき光を放つ。その光は大地に深き影を刻み、世界を白と黒の二色に塗り替えた。


    　怯おびえたように大気が震える。畏おそれるように大地が鳴動する。


    　ぶわりと照日の尾が膨ふくらみ、九本に分かたれた。


    　照日は気づく。己おのれの内に眠る《陽皇アマテラス》本来の人格が力を貸してくれたことを。


    　自身に十全の力が満ちた確信。


    　ゆえにこれは、眷属の力をも結集した《陽皇》最大の一撃。


    　──極東の太陽神、その神威を今ここに。龍の駆ける道を切り拓ひらく!!


    



    「日輪の下、灰かい燼じんに帰せ──天照アマテラスッ!!」


    



    　渾こん身しんの想いを言こと霊だまに乗せ、照てる日ひは草くさ薙なぎの剣を振り下ろした。


    　影すらも駆逐する眩まばゆい貴光。


    　地上に新たな太陽が生まれ、爆発する。


    　凄すさまじい光と熱が大太た刀ちの刃やいばから解き放たれ、その奔ほん流りゆうは《悪路王アクロオウ》の巨体をも呑のみ込んだ。


    　彼女に続いてほかの者たちも、最大威力の攻撃を叩き込む。


    　轟ごう音おんが響き渡る中、障壁が砕け散る異音が大気を震わせた──。
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    《悪路王》の上空で待機していた湊みなととミカエルには、その瞬間がはっきりと見えていた。


    　照日から放たれた光は《悪路王》の障壁により一瞬阻はばまれたものの、すぐにそれを突き破る。いや、蒸発したというべきかもしれない。


    　障壁は欠片かけらも残さず消滅し、太陽の光を凝縮したかのような一いつ閃せんは《悪路王》を縦一文字に斬り裂いた。
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    　中心部分は完全に消失し、八つ首の龍は二つに分断される。光の刃やいばは大地に深い亀裂を刻みながら、遥はるか彼方かなたまで駆け抜けた。


    　──もしかすると核であるフルンディングと蓮れん路じも、今の一撃で消し飛んでしまったかもしれない。


    　そんな考えが湊みなとの頭を過よぎった。


    　けれど二つに分かれた《悪路王アクロオウ》は、断面から触手を伸ばして繋つながり合い、復元を始める。


    　どうやら蓮路やフルンディングは無事だったらしい。照てる日ひの攻撃は中心を薙ないだように見えたが……《悪路王》は内部で核の場所を変えることができるのかもしれなかった。


    　だとすればやはり外側からの攻撃では決定打にならない。


    　ナタクたちが攻撃して復元を阻はばんでいるが、それでも再生速度のほうが速いようだ。ちぎれ飛んだ首は繋がり、胴体の裂け目もみるみる塞ふさがっていく。


    　ただ、体の再生に力を割いているせいか、障壁はまだ砕けたままだった。


    　照日は宣言どおり、湊たちの道を切り拓ひらいてくれたのだ。


    「ミカエル！」


    「ええ！」


    　湊の言葉と共にミカエルは《悪路王》に向けて急降下した。今なら突入を阻むものはない。


    「俺が合図をしたら手を離してくれ」


    「……わかったわ。気をつけて──って言ってもどうしようもないかもしれないけど、とにかく死んじゃダメよ」


    　ミカエルは真剣な声でそう言うと、翼を動かしてさらに効果速度を上げる。


    　近づくほどに湊は《悪路王》の大きさを実感した。結界が展開されている旧横浜の中心部ぐらいなら容易たやすく呑のみ込んでしまうだろう。


    　そこには今、咲さく良らやシーナたちもいる。


    　決してこれ以上の進撃を許してはならない。


    　砕けた障壁は発光しながら、徐々に修復されていく。


    「ミカエル、今だ！」


    　その隙すき間まに飛び込む直前で、湊は合図を出した。


    　ミカエルはパッと手を離し、急減速。湊は一人で障壁の内側に突入した。


    　猛スピードで落下しながら、腰の天アマ羽ハを──龍りゆう脈みやくの鍵かぎを抜く。


    「行くぞ、天羽」


    『はい、主あるじ様』


    　頭の中に響く眷けん属ぞくの声。


    　だがこのまま突っ込んでも龍脈に干渉する権限は蓮路に及ばず、湊は取り込まれてしまうだろう。


    　ゆえにもう一つ──《宙翁ブラフマー》から借りた権限も上乗せする必要があった。


    「神祖オリジン《宙翁》の名において、《陽皇アマテラス》より譲渡された龍りゆう脈みやくの使用権を行こう使しする。極東の地で荒れ狂う神しん気きよ──俺に従えっ!!」


    　柄だけしかない天アマ羽ハに、光り輝く刀身が生まれる。


    　そして湊みなとは減速することなく、再生を終えた《悪路王アクロオウ》の体に刃やいばを突き立てた。


    　その瞬間、刃を中心に光の波紋が広がる。


    《悪路王》の表皮は硬質な鱗うろこで覆われていたが、その一部が純粋な幻素イデアエネルギーへと還元され、実体を失う。


    　それによって生じたのは直径十メートルほどの光の穴。湊の体は何の抵抗もなく、その中に吸い込まれた。


    　光の眩まぶしさに目を閉じると、上下左右の感覚も失われる。自分がまだ落下しているのかどうかもわからない。


    　まさか《悪路王》に取り込まれてしまったのかと不安になるが、天羽を握る手の感覚だけは残っていた。


    　眩しさを堪こらえながら、無理やり瞼まぶたを開く。


    　すると唐突に光は消え、岩が軋きしむような音と共に湊の周囲が岩で覆われていった。


    「何が──」


    　状況がわからずに戸惑っていると、頭の中に天羽の声が届く。


    『恐らく主あるじ様の権限が《悪路王》に干渉して、内部構造が変質したのでしょう。龍脈そのものを取り戻すことはまだできませんが、鍵かぎである某それがしの周囲だけは主様の領域になったのです。某を手にしている限り、取り込まれることはないと思います』


    　話に耳を傾けている間にも辺りの変化は進み、そこはまるで洞どう窟くつの中のような空間になった。


    　壁面自体がわずかに発光しているので辺りはよく見える。そして周囲をぐるりと確認したところ、道はどこにも続いていない。


    「……閉じ込められたんじゃないのか？」


    『いえ、主様が移動すれば穴も広がるはずです。片割れの在あり処──機神デウスフルンディングの場所は、某が感じ取れます。進みましょう、主様』


    　試しに湊が天羽を壁に向けてみると、軋みを上げながら洞窟が広がった。確かにこれなら進むことはできそうだ。


    　フルンディングの気配を感じ取れるのであれば、核をどこに移動させようともわかるだろう。


    「わかった、案内を頼む」


    　そうして湊は天羽の声を聞きつつ、《悪路王》の内部を進み始める。


    　洞窟の景色は変わらないが、進むほどに気温は上がっていた。


    　目指す中心部はかなりの熱を持っているようだ。フルンディングは炎を操る機神だったが、その影響なのだろうか。


    　だとすれば、気温が上がるのは進路が間違っていない証拠。だが、あまりの蒸し暑さに汗が頬ほおを伝う。


    　天アマ羽ハを握る手のひらも、汗で滑りそうだった。


    　どくん、どくん、と鼓こ動どうのような音が微かすかに聞こえてくる。《悪路王アクロオウ》からの圧力が強まっているのか、洞どう窟くつも少しずつ狭まってきていた。


    　湊みなとが通った後の洞窟はすぐに閉じてなくなってしまう。退路はない。ただ先に進むだけだ。


    「とにかく暑いが……それだけで、妨害は特にないな。まだ侵入に気づかれていないのか？」


    　汗を拭いながら疑問を口にする湊。それに天羽が応じる。


    『どうでしょう──某それがしが片割れを感じ取れるように、向こうも某の接近に気づいているとは思います。警戒しているからこそ、手を出してこないのかもしれません』


    「どうしてだ？」


    『もし抗体のようなものを差し向けてくれれば、某としては儲もうけものです。それを倒して主あるじ様の支配域を広げられるのですから』


    　その返答を聞いた湊は、苦笑を浮かべた。


    「……力を小出しにするのは、《悪路王》側にとって不利ってことか。逆に言うと、どこかで俺を一気に潰つぶすつもりってことになるな」


    　全方位が壁に囲まれているため視界は酷ひどく狭いが、それでも攻撃の予兆を逃さぬように意識を集中する。


    　だがそれからしばらく進んでも何も起こらず、暑さだけが増していった。


    　湊は水を体に纏まとわせて、熱を軽減する。そうでなければ耐えられないほどの温度だ。普通の人間ならば、まともに呼吸することすらできないだろう。


    　辺りに響き渡る鼓動は、もはや地鳴りのよう。天羽でなくとも、目的地が近いことはわかる。


    《悪路王》からの圧力が強まっているのか、岩壁が狭まり、立って歩くことが難しくなってきた。


    　天羽を前に掲げ、身を屈かがめて進む。


    　その時、湊の移動と共に広がっていた洞窟が、どこかに繋つながった。


    　熱風が一気に押し寄せてきて、湊は水の壁で身を守る。


    　慎重に足を進めると、とても広い空洞に出た。


    　ドーム状の区間で、中央には真っ赤に輝く太い柱が見える。柱は生体的な質感を有しており、ドクンドクンと響く音と共に脈動していた。


    　辺りに満ちる熱の根源は、間違いなくあの柱だと、湊は確信する。


    　ならばここが──。


    『主様、あれが《悪路王》の中心部です！』


    　天アマ羽ハの声を聞くまでもなく、湊みなとにもここが目的地であることは理解できている。だとすれば──。


    「っ──!?」


    　頭上に熱を感じ、湊は大きく右に飛び退いた。


    　その直後、湊が立っていた場所に、赤い炎が突き刺さる。


    　それは剣の姿をしていたが、ぶわりと大きく輪りん郭かくが揺れると、今度は人型に変じた。


    　人型の炎はゆらりと湊のほうに向き直る。


    　これが中枢部への干渉を阻はばむ門番なのだろう。赤い炎が内包する幻素イデア量は凄すさまじく、気け圧おされそうになってしまうが、湊は奥歯を噛かみしめて天羽を構えた。


    　あの炎が誰を象かたどっているかは、考える必要もない。


    　正面から吹き付けてくる猛烈な敵意と殺意は、これまで嫌というほど味わったものだった。


    「蓮れん路じ──だな」


    　湊が静かに問いかけると、蓮路の姿をした炎が勢いよく燃え盛る。


    



    　アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ──！


    



    　咆ほう哮こうが辺りに轟とどろいた。


    　炎と化した蓮路の体から無数の火矢が放たれ、湊は大きく横に跳躍し、炎の雨を掻かい潜くぐる。


    　熱が肌を炙あぶり、掠かすめた炎が髪を焦がした。


    　──数が多すぎる！


    　湊は避けきれないと判断した矢を、龍りゆう脈みやくの一部を取り込んだ天羽の光刃で切り払う。


    　恐らくは水で相そう殺さいしようとしても押し切られるだろう。一つ一つの炎には、それだけの幻素が込められていた。


    「蓮路、お前は今自分が何をしようとしているのか……わかっているのか！」


    　回避に徹しつつ、湊は蓮路に向かって叫んだ。


    



    　ガアアアアアアア──!!


    



    　けれど炎人は叫びながら攻撃を続けるだけ。湊の声が届いている様子はない。


    『主あるじ様、あれは恐らく飛ひ田だ蓮路の本体ではありません。彼はフルンディングと共に、《悪路王アクロオウ》の中核になっているはずです』


    「だが……あれは確かに蓮路だ。俺にはわかる」


    　もはや自我を失っていようと、伝わってくる殺意は、彼と相対するたびに感じたものと同じだった。


    『本当にあれが飛ひ田だ蓮れん路じだとするならば、あの炎は龍りゆう脈みやくを汚染した彼の怒りや憎しみの塊──精神の一部が具現化したものなのかもしれません。《悪路王アクロオウ》は己おのれの内にある最も攻撃的な感情を抽出することで、最強の抗体を作り出したのでしょう。言葉が通じる相手ではないと思われます』


    　その言葉と体の痛みに湊みなとは顔を顰しかめる。


    　蓮路は四方八方に炎をばら撒まき続けていた。


    　紙一重で躱かわした火矢が肌を炙あぶり、足下に着弾した炎は大きな爆発を引き起こす。


    　押し寄せる爆炎と衝撃波。


    　水では相そう殺さいしきれないと判断した湊は、武神の力で炎に抗あらがう。


    「奔はしれ──鐵クロガネ！」


    　湊は吹き飛ばされながらも、生成した鉄砂で黒龍を構築し、打ち放つ。


    　黒龍は爆炎を食い破り、降り注ぐ火矢を薙なぎ払う。


    「貫けっ！」


    　湊はさらに黒龍を操り、炎で構成された蓮路の体を貫いた。


    　人型の輪りん郭かくが揺らぎ、弾けるように辺りへ四散する。


    　──倒したか？


    　そう期待するが、炎は再び一か所に集まり、再び蓮路の姿を象かたどった。


    『駄目です、主あるじ様。彼の体を構築しているのは龍脈の幻素イデアです。某それがしの刃やいばで斬らぬ限り、支配権を奪うことはできず、何度でも蘇よみがえるでしょう』


    「わかっていたなら、なぜ最初に言わなかった？」


    　黒龍を手元に引き戻した湊は、天アマ羽ハに問いかける。


    　対する蓮路は腕を掲げ、辺りに火の雨を撒き散らした。


    　先ほどの火矢よりも細かく、数が多い。もはや逃げ場はまったくなかった。


    「くっ……阻はばめ──鐵！」


    　湊は黒龍を鉄砂の壁に変え、火の雨を防ぐ。


    『主様、申し訳ありません、確証がなく──それに、あの炎を取り込んではいけない気がしたのです。あれほどに濃い負の感情は、きっと某だけでなく主様をも汚染します』


    「なら、あの蓮路には手を出すなってことか？」


    　火雨を防壁で凌しのぎつつ、湊は問いかけた。


    『はい。倒すよりも、先に根源を叩くべきだと思います。あの赤い柱を何とか破壊できれば──』


    　湊は防御と回避に徹しながら、空洞の中央に目をやる。


    　こちらの狙ねらいはわかっているのか、蓮路はちょうど柱と湊を隔てる位置に陣取って攻撃を仕掛けてきていた。


    「あの柱も天アマ羽ハで斬らなきゃ意味がないんだよな？」


    『そのとおりです。《悪路王アクロオウ》を止めるには、それ以外の方法はありません』


    　ならば遠距離攻撃は役に立たたない。あの柱に接近する必要がある。


    　それは現状、かなり困難な注文だった。それに──。


    「そういうことなら、天羽──やっぱり順番どおりに行こう」


    　覚悟を決め、湊みなとは天羽の刃やいばを炎剣に向ける。


    『ですが──』


    「お前の不安はわかってる。だが、俺はあれから逃げちゃいけない気がするんだ。蓮れん路じの怒りや憎しみと対たい峙じして、受け止められなければ……きっとこの《悪路王》を御することもできない」


    　決意を込めて湊は告げた。


    『──承知いたしました。某それがしは主あるじ様の眷けん属ぞく、そのご意思に従います』


    　天羽も迷いを振り切った声で応じる。


    　雰囲気の変化を敏感に感じ取ったのか、蓮路は火雨を撒まき散らすのを止めて、おもむろに右腕を掲げた。


    　すると彼の右手から黒い炎が沸き上がり、銃剣の形を象かたどる。それはまさに蓮路の戦闘スタイルだ。


    『主様、お気をつけください。あの黒い炎……先ほどまでとは質が違います』


    「ああ──わかってる」


    　湊は頷うなずきながら左手を翳かざす。


    「穿うがて、鐵クロガネ！」


    　まずは黒い炎の力を見極めるため、湊は蓮路に向けて鉄砂の礫つぶてを連続して撃ち放った。


    



    　アアアアアアアアアアアッ!!


    



    　蓮路は炎の体を燃え滾たぎらせて、黒剣を振るう。


    　鉄の礫と黒炎の刃が交錯した。


    　激突音は響かない。ただ──礫だけが焼失する。


    　──斬られた？　いや、蒸発したのか？


    　その様子を見た湊は息を呑のむ。


    　先ほどは黒龍で炎を貫けたというのに、蓮路が新たに生んだあの黒炎は容易たやすく武神の力を阻はばんだのだ。


    　さらに蓮路は剣の切っ先を湊に向ける。


    　──そうだ、あれは銃剣──。


    　とっさに鉄砂の防壁を作り上げるが、放たれた黒い炎は鉄の壁を貫いて湊みなとの肩を掠かすめた。


    　痛みと熱さに脳が焼かれる。


    「くっ……」


    　防壁を目隠しにして、後方に跳躍。


    　次々と放たれる黒い炎は、壁を貫通して湊がいた場所で炸裂した。


    　黒い爆炎が上がる中、湊は駆ける。


    　攻撃を防げない以上は、動き回って回避するしかない。


    『あれは火というより、龍りゆう脈みやくに溶けた様々な属性が入り混じる〝闇やみ〟です。主あるじ様の鉄であっても、呑のまれてしまうでしょう』


    　天アマ羽ハの言葉を聞き、歯を噛かみしめる。


    　どうやら武神の力を用いても、決して有利にはならないようだ。


    　接近して一太た刀ちを浴びせるのは、想像以上に困難だった。


    　だが──どのような力を得ても、炎の怪物に変わり果てても……あれは蓮れん路じだ。


    　根本的な力に大きな差があったとしても、基本的な動作は同じ。


    　アヴァロンに来てから、蓮路とは何度も戦った。


    　互いの生死を賭かけた一瞬の中で、勝利を手にするために彼の一挙手一投足に全神経を注いだ。


    　そうした経験は湊の体に刻み込まれている。


    　ならば動きを読むのは不可能ではない。


    　──これまでの戦いを思い出せ。一瞬でいい──隙すきを見つけろ。


    　そう自分自身に言い聞かせながら、蓮路の攻撃を避け続けた。


    　今の蓮路は炎の体であるため、表情や細かな指の動きは判別できない。けれど蓮路の姿勢や構えから、炎弾の狙ねらいを読むことはできた。


    「──っ!?」


    　しかしいつかは、読みも外れる。


    　炎弾が至近距離で爆発し、庇かばった腕に火傷やけどを負う。


    　やはり逃げ回り続けるのを許してくれるほど、甘い相手ではない。


    　というか──こちらの動きも読まれ始めているようだ。少しずつ、だが確実に逃げ場所が封じられていく。


    　──蓮路も俺の動きを先読みしている。理性を失っていても、俺が辰たつ宮みや湊だと理解して戦っているんだ。


    　追いつめられていく中で、湊は確信した。


    　蓮路が湊を認識していると。


    　もちろん感情の塊でしかない今の蓮路に、説得などは通じまい。けれど、もし辰宮湊としての言葉が届くのであれば──。


    「蓮れん路じ──お前には、俺に復ふく讐しゆうする権利がある。翼つばさは俺を庇かばって命を落としたんだからなっ!!」


    　湊みなとは声の限り叫ぶ。


    　蓮路を象かたどる炎の輪りん郭かくがぶわりと膨ふくらんだ。プレッシャーが増大し、激しい殺意が湊に突き刺さる。


    「お前はきっと、こう思っているんだろう。幻エ類ナの俺を翼が守る必要はなかったと。翼は犬死にだったと」


    



    　アアアアアアアアアアアアッ!!


    



    　咆ほう哮こうを上げた蓮路が、一際大きな黒炎の弾丸を放つ。


    　だが湊はあえて前に出て、紙一重で黒炎を躱かわした。わずかに掠かすめた服の袖が燃え上がり、肌を焼く。


    　激痛を堪こらえて、さらに前進。


    　威力の大きい攻撃を放ったせいか、蓮路の動きが少し遅れていた。


    「確かに翼は俺のせいで死んだ！　俺が幻類だと知られるのを恐れたせいで──力を使うのを躊躇ためらったせいで、何もできなかった。俺は……翼が庇ってくれなければ死んでいたかもしれない！」


    　湊の言葉が場に響き渡ると、蓮路はさらに感情を昂たかぶらせて、激しい攻撃を仕掛けてくる。


    　けれどその分、一つ一つの動きが雑になっていた。


    　先ほどまでは湊の動きを先読みして、着実に追いつめてきていたのだが、今は攻撃に隙すきがある。


    　そのわずかな隙間を縫うようにして、湊は蓮路との距離を詰めていった。


    　湊の言葉は、効果を発揮している。


    　しかし決して、蓮路を動揺させるためにでたらめを言っているわけではない。


    　湊はただ、自分の認識を告げていた。


    　これは弁解や謝罪ではない。


    　辰たつ宮みや湊にとっての真実だ。


    「翼は俺の命を救ってくれた。決して無駄死になんかじゃない。無駄になんか……させない！　今更何をしても翼に報いることはできないが──それでもこの命を、可能な限り有効に使ってみせる。そう決めたんだ！」


    　その使い道こそが、照てる日ひの願い。幻類と人間が共存する理想郷の構築。それを実現させるために、命を懸けると決めた。


    　蓮路はさらに激昂し、黒炎の銃剣を振り上げる。


    　刀身に当たる部分が膨張し、燃え盛る黒炎が渦を巻いた。


    　怒りが増すのは当然だろう。蓮れん路じには蓮路の真実がある。


    　幻エ類ナである湊みなとが人間より頑丈なのは事実であり、翼つばさが庇かばわなくても湊が生き残れた可能性は否定できない。


    　二人の見ている真実は違う。


    　だからこそ決して相あい容いれず、ぶつかるしかない。


    　違う場所に立っている以上、言葉はどうしようもなく無力だ。


    　己おのれの真実を押し通すには、相手の真実を力ずくで叩き潰つぶすしかなかった。


    



    「ミナトォォォォォォォォォォォォォォオォォォオォォォッ!!」


    



    　蓮路が吠える──いや、叫ぶ。


    　無駄死にした翼の仇を討つために。その原因となった幻類を否定するために。


    　幻類がいなければ、翼が死ぬこともなかった。だから幻類を滅ほろぼす。それが彼にとって〝つり合い〟を取る方法。


    　人間がもう間違えないように。無意味な死を繰り返さないように。


    　翼の死を無駄にしないために──。


    　蓮路は黒炎の刃やいばを振り下ろす。


    



    「奔はしれ──天アマ羽ハッ!!」


    



    　対する湊は、龍りゆう脈みやくの幻素イデアで構築された光の白刃を振り上げる。


    　翼に救われた命を、最後まで使い切るために。


    　幻類と人間が共に暮らせる世界であれば、自分と翼が歩めなかった道の先を、ほかの誰かが歩いてくれる。


    　照てる日ひならば、きっとそんな理想郷を作れるはずだ。


    　だから負けるわけはいかない。


    



    　──白と黒の刃が激突する。


    



    　交差するのは二つの真実。


    　翼という人間の価値と、互いの想いを乗せた刃。


    　あらゆる属性と感情が混ざり合った黒き闇やみは、湊の白刃を侵食する。


    「ぐっ……」


    　湊みなとに流れ込む負の情動。


    　蓮れん路じの中で燃え盛っていた怒りが、猛毒のような憎しみが、湊の体を侵していく。


    　だがその中に、冷たく澄んだ小さな輝きを垣かい間ま見た。


    



    『──翼つばさ、大人どもの戯ざれ言ごとなんざ気にするな。お前を山に捧げるとかどうとかほざいてやがるが、そんなことはさせやしねえ。俺が絶対に守ってやる』


    



    　脳裏に少年の声が響いた。


    　とても狭く、暗い座ざ敷しき牢ろうに閉じ込められていた少女が、その言葉を聞いて微かすかに微ほほ笑えむ。


    　それが幼い頃の翼であることは、すぐにわかった。


    　ならばこの視点と声は、恐らく蓮路のものなのだろう。


    



    『蓮路兄さん、ありがと。でもいいの……お父様たちに逆らえるわけない。子供の私たちが何をやっても意味なんて……』


    



    　幼い翼は格子戸の向こうで諦あきらめたように言う。


    　そんな彼女を見て、激しい感情が湧き上がる。それは湊のものではなく、過去の蓮路が抱いた怒り。


    



    『道理に合わねえことをしてるのはあいつらのほうだ。子供だけでどうにもならねえなら、ほかの大人を利用すりゃいい。やりようはいくらでもあるさ。大丈夫──何とかしてやるよ。命だって懸けてやる』


    



    　その言葉に翼の顔は曇った。


    



    『やめてよ。それって、失敗したら死んじゃうってことじゃない』


    



    『──ま、仕方ねえことだ。もしお前に何かあったら、俺は家の連中を皆殺しにするって決めてるからな。そうなりゃ、俺も死ななきゃいろいろとつり合いがとれねえ』


    



    　どんな顔をして蓮路がその台詞せりふを言ったのかはわからない。けれど翼がとても悲しげな表情を浮かべたのを見て、蓮路が本気であることは伝わってくる。


    　──そうか、蓮路はこの時から……。


    　流れ込んできた闇やみに呑のまれそうになっていた湊は、己おのれを律して現実を見据える。


    　目の前には鎬しのぎを削る二つの刃やいば。


    　純白だった湊みなとの剣は、闇やみに侵されつつある。


    　蓮れん路じの力が、意思が、真実が、湊を押し潰つぶそうとしていた。


    　それほどまでに蓮路の想いは強く、覚悟は固い。


    　だが湊の胸にも、小さな火が灯る。


    　過去の記憶を垣かい間ま見て、一つ確信したことがあった。


    「蓮路……お前は、確かにずっと翼つばさを守ってきた。何よりも……誰よりも翼を大切にしてきたんだろう」


    　両足に力を込め、崩れそうだった体を支える。


    　踏みとどまって、黒炎の剣に抗あらがった。


    「だが……お前は翼の願いを叶えたわけじゃない。お前自身の望みを叶えてきただけだ。それが悪いとは言わない。誰だってそういうもんだ。けどな、お前があくまで翼のために行動してるってんなら言わせてもらう──」


    　胸の中の灯は大きくなり、激情の炎となって燃え盛る。


    「翼は、誰かを道連れにすることは望まない！　自分の身を盾たてにして、誰かを守れる人間が、そんなことを願うものか！」


    　湊の強い感情が、白刃を侵していた闇を駆逐した。


    　天アマ羽ハの刀身は眩まばゆい光を放ち、黒い炎に食い込んでいく。


    



    　────ッ!?


    



    　蓮路の姿を象かたどる炎が大きく揺らめいた。


    「俺は翼のためにお前を止める。お前は翼のために俺を──幻エ類ナを……人を殺すのか──蓮路ッ!!」


    　光が闇を裂く。


    　天羽は黒炎を断ち切り、炎人の本体を横一文字に薙なぎ払った。


    　刃の輝きは膨ふくれ上がり、光の斬ざん撃げきが後方の赤い柱を──《悪路王アクロオウ》の中枢部をも切り裂いた。


    



    　アァ────…………


    



    　微かすかな断末魔を残して、人型を保てなくなった炎が舞い散る。


    　柱に刻まれた斬傷からは血のような赤い液体が噴き出すが、まだ浅い。柱の内側には、蛇へび状の触手に体を絡めとられた蓮路の姿が見えた。そしてその傍そばには、触手と融合して脈動するフルンディングがある。


    　龍りゆう脈みやくの鍵かぎを取り込んだ銃剣型の機神デウスこそが、今《悪路王アクロオウ》を動かしているもの。


    　湊みなとは地を蹴けり、火の粉の中を突っ切って、フルンディングに肉薄する。


    「あああああああああああああああっ!!」


    　突進の勢いのまま、湊は光の刃やいばをフルンディングの柄に突き立てた。


    　そこは様々な機器が集中していた機神の中心部。機神としての核を貫かれたフルンディングは、その機能を停止する。


    　辺りに響いていた鼓こ動どうの音が途絶え、ドーム状の空洞が崩壊を始めた。


    　ただ天井が崩れ落ちるというわけではない。空洞の外壁が白く輝いて、光の粒子に還元されていく。


    　中枢部を破壊したことで、《悪路王》が純粋な幻素イデアエネルギーに戻ろうとしているのだろう。


    　蓮れん路じに纏まとわり付いていた蛇へびのような触手も消え、彼は光り輝く床面にぐったりと倒れ伏した。


    　外傷はないが、生きているかどうかはわからない。


    　それを確かめるため、蓮路の横で身を屈かがめた時──辺りに甲かん高だかい金属音が響き渡る。


    　キィィィィィィンン───。


    　聞き覚えがあった。これは天アマ羽ハが刀身に共鳴した時の音。


    　ハッとした天羽を持つ手に視線を落とすと、柄がカタカタと揺れていた。


    　そしてその音は、天羽に貫かれているフルンディングからも──。


    　天アマノ羽ハ々バ斬キリの刀身が震え、眩まばゆい光を放つ。


    　危険を感じた湊はとっさに倒れていた蓮路の腕を掴つかみ、後方へと跳躍。


    　それでも回避行動としては十分ではなかった。


    　光と共に押し寄せてきた衝撃波が、真正面から湊にぶつかる。


    　一瞬、意識が飛び──息ができなくなった。


    　辺りがすべて白い光に包まれて、自分の居場所もわからない。


    　ただ、後方へと吹き飛ばされている感覚だけがある。


    　あまりにも長い一瞬の後、湊の瞳ひとみに青い空が映った。


    《悪路王》の外まで弾き出されたことを、湊は理解する。右手はしっかりと天アマ羽ハを握り締め、左手も蓮路の腕を離してはいなかった。


    　回転する視界の中で体勢を立て直そうとするが、速度が速すぎる。地面があっという間に近づき、激突を予感して目を閉じようとした瞬間、視界の隅に白い翼が映った。


    「柔き風よブリーズ！」


    　凛りんとした声と共に風が吹き、落下感が浮遊感へと変わる。


    　風は湊を包み込み、柔らかなクッションとなって落下の衝撃を相そう殺さいした。意識を失なくしている蓮路の体も、ゆっくりと地面に横たわる。


    「──まったく、出てくるなら出てくるって言いなさいよ」


    　呆あきれた声が聞こえて顔を上げると、空から舞い降りてくるミカエルの姿を見つけた。


    「湊みなとーっ!!」


    　さらに上空を黒い影が横切った。


    　大おお鴉がらすに乗った照てる日ひが身を乗り出して手を振っている。


    　ぐるりと視線を巡らせると、少し離れた場所にナタクたちも立っていた。


    　そして目の前には光り輝く《悪路王アクロオウ》の巨体。内部と同様にその輪りん郭かくは光の粒子になって崩れ始めている。


    「それでミナト、作戦は成功したの？」


    　ミカエルに問われて、湊は少し言葉に詰まった。


    「…………フルンディングは破壊して、蓮れん路じもこうやって外に連れ出した。だが──」


    　湊は天アマ羽ハをちらりと見てから先を続ける。


    「俺はまだ、龍りゆう脈みやくを掌しよう握あくしていない。《悪路王》を支配下に置く前に、外へ弾き出されたんだ」


    「弾き出されたって……何でよ？」


    「それは──」


    　答えられない。フルンディングの鼓こ動どうは止まっていたはずだ。蓮路も意識を失っている。なら、いったいなぜ……。


    　そう自問した時、地面が揺れる。


    　ハッと顔を上げると、光の球体となった《悪路王》が膨張を始めていた。嫌な予感を覚えると同時に、頭の中に声が響く。


    『主あるじ様……《悪路王》は確かに中枢を破壊され、純粋な幻素イデアエネルギーに還元されつつあります。ただ──その量があまりに膨ぼう大だいすぎたため、鍵かぎが主様を弾いたのです』


    「鍵？」


    　湊が刀を見下ろして尋ねると、傍そばのミカエルは訝いぶかしげな顔をした。湊は眷けん属ぞくが話しかけてきたのだと説明し、天羽の声に耳を傾ける。


    『某それがしの片割れ、天アマノ羽ハ々バ斬キリの刀身です。いえ……もしかすると鍵に宿った父神様のご意思であるのかもしれません。あのまま《悪路王》の幻素を取り込んでいれば、主様の体は耐えきれず──《宙翁ブラフマー》の言ったように、呑のみ込まれてしまっていたでしょう』


    　その言葉に奥歯を噛かみしめる。


    　やはり自分の器では龍脈を支配することはできず、その一部として──楔くさびになるしかなかったのだろう。けれどそれは龍脈の鍵に……もしくは父である《龍皇アクラ》の意思で拒まれてしまったようだ。


    　あのままでは照日やミカエルとの約束を果たせなかったと考えると安あん堵どの気持ちもあるが、そのせいで事態は未いまだ解決していない。


    「俺は、俺として生きろとでも言うつもりなのか……？」


    　直接会ったこともない父に向けて問いかけるが、誰も答えてはくれない。


    　湊みなとの目の前で、幻素イデアの塊は膨張し続けている。


    『主あるじ様、このままでは行き場を失なくした不安定な幻素が、現象に転化してしまうかもしれません。至急、皆さんと共に退避を』


    「……現象に転化したら、どうなる？」


    　湊はその場から一歩も動くことなく問いかける。


    『幻素は膨ぼう大だいな熱量として具現し、大爆発を引き起こすでしょう。未いまだ大地の下に貯蔵されている幻素にまで引火すれば、地殻も破壊され、アヴァロン全土が沈む可能性もあります』


    　それを聞いた湊は天アマ羽ハを強く握りしめて、前を向いた。


    「なら、逃げてる場合じゃないだろ。俺が止めるしかない」


    『ですが──』


    「お前にしろ、父神にしろ、俺のことを案じてくれるのはありがたいが──勝手に人の限界を決めつけるな」


    　天羽の声を遮り、先を続ける。


    「俺は自分にやれることをやる。犠ぎ牲せいになろうとしているわけじゃない。器がどうとかは結果が出てからの話だ。やれるだけやって、それでも無理そうなら、今度は死に物狂いで足あ掻がくだけさ」


    　横にいたミカエルは、天羽の声は聞こえないものの、湊の発言に眉まゆを寄せた。


    「ミナト、何をするつもり？」


    「──最初の作戦どおりだよ。このままあれを放置すれば、アヴァロンが吹き飛ぶ。だから俺が龍りゆう脈みやくの鍵かぎを使ってあれを制御下に置く。皆は下がっていてくれ。成功したとしても、俺が俺でいられる保証はない。なるべく離れておくのが賢明だろう」


    　ほかの皆にも聞こえるように、湊は大きな声で告げた。


    「なっ……そこまで聞いて、わたしが逃げ出せるわけないでしょう！　ほかの皆だって同じはずよ！」


    　血相を変え、ミカエルは湊に詰め寄る。


    　その頃にはナタク、エキドナたちも近くまで来ており、ミカエルの言葉に深々と頷うなずいた。


    「もちろんわたくしも湊の傍そばにいるのです！」


    　上空から風が吹き、照てる日ひの声が降ってくる。見上げると飛行高度を落とした大おお鴉がらすの上から、照日が湊を睨にらんでいた。


    　さらに彼女が握っていた大太た刀ちが輝き、草くさ薙なぎの姿となって具現する。


    「よっ──と」


    　草薙はひらりと大鴉から飛び降り、湊の目の前に着地すると、不敵な笑みを浮かべて湊の頭を拳こぶしで小突いた。


    「嬢ちゃんの言うとおりさ。湊みなと、あんたが龍りゆう脈みやくに負けなけりゃ、あたしらが逃げる必要なんてないだろう？」


    　肩を竦すくめた草くさ薙なぎは、既に先ほどより二倍近く膨ふくらんだ光の球を見上げる。


    「あんたがうまくあれの手た綱づなを取れるよう、あたしが刀でぶった切っておいてやろうかい？　食いモノも、食べやすい大きさに切ってあったほうがいいだろう」


    



    「ほう──それは良い案だ」


    



    　するとすぐ傍そばから思わぬ声が聞こえてきた。


    　驚いて振り向くと、そこには白い髭ひげを蓄えた老人が、胡坐あぐらをかいた姿勢で宙に浮いている。


    「《宙翁ブラフマー》……」


    　湊が驚いてその名を呼ぶと、彼は長い髭を指で撫なでつつ口を開く。


    「小さき龍よ、主ぬしに貸与した龍脈の使用権を余に返還せよ。その権限を用いれば、龍脈の一部を切り離して制御できる。それで主の負担は軽減されるはずだ。できるならもう一つの権限も利用したいところだが……」


    　そう言った《宙翁》は、地面に倒れている蓮れん路じへと視線を向けた。


    「その者は、もう助からぬな。人間の枠を超えた存在になったばかりに、幻素イデアの枯渇が致命傷となっておる」


    「っ──」


    　淡々とした宣告に、湊は奥歯を噛かみしめる。


    　蓮路の腕を掴つかんだ時、何となく予感はあったのだ。その肌はあまりに冷たく、活力というものを感じなかった。


    「幻素欠乏症……」


    　ぽつりとミカエルが声を漏らす。


    「こうなったらもう手遅れよ。外から幻素を供給したとしても、それを自分のものに変換して取り込む余力が残ってない。前にミナトが助かったのは、龍脈の幻素との相性が良かったから。仮に彼がもう一度龍脈と繋つながっても、命を繋ぐことはできないでしょうね」


    



    「ハ──別に構やしねえよ。自じ業ごう自じ得とくだ」


    



    　すると蓮路の口から掠かすれた声が漏れ、瞼まぶたが薄く開いた。


    「蓮路……気がついていたのか」


    「……俺はずっと起きてたさ。《悪路王アクロオウ》が何をしようとしてたのかも、よくわかってる……てめえに負けたことも覚えてるぜ……ミナト」


    　苦しげに表情を歪ゆがめて、蓮れん路じは湊みなとを見上げる。


    　覇気に溢あふれていたこれまでとの変わりように、胸の奥がずきりと痛んだ。


    「ずっと意識はあったんだな……」


    「ああ──だからよ、ホントにムカつくぜ……結局、俺はまた……何もできなかった。あの時……翼つばさを守れなかったみてえによ……」


    　悔しさが滲にじんだ声で呟つぶやいた蓮路は、皮肉っぽい笑みを浮かべた。


    「そんで……自分のケツすら自分で拭けねえと来たもんだ。全く……情けねえ。だが……まだ喋しやべれるんなら、やれることは一つだけある……」


    　焦点が合っていなかった蓮路の瞳ひとみに光が宿る。


    　それは怒りでも憎しみでもなく、何かをただひたすらに願うような真しん摯しな輝き。


    「湊……取引だ」


    「取引？」


    　蓮路の思惑がわからず、湊は眉まゆを寄せる。


    「俺は、フルンディングと一心同体……だから《魂沌ケイオス》から奪った龍りゆう脈みやくの使用権は……まだ、俺が持っている……そいつが欲しいんだろう？　俺の要求を呑のめば……くれてやってもいいぜ」


    「──何を俺に要求するつもりだ？」


    　警戒して湊は聞き返すが、蓮路はその質問を却下した。


    「返事は……イエスか、ノーだ。もう……時間がねえぞ？　俺が死ねば……権限は取り戻せねえ」


    「…………わかった。要求を呑む」


    　この状況ではほかに選択肢はない。大事な権限を闇やみに葬ほうむるわけにはいかないだろう。


    　それに──かつて友人だった男の最期の願いは、できるなら叶えてやりたかった。


    　湊の返事を聞いた蓮路は満足そうに笑い、途切れがちの声で告げる。


    「……俺みてえな……復ふく讐しゆうしか頭にねえ奴を……信じてついてきちまった馬鹿な奴らを……第八特区の人間を……命懸けで守れ。俺の後始末をしてもらうぜ……湊。そいつが俺の要求だ」


    　絞り出すようにして言う蓮路の姿に、湊は息を呑んだ。


    「返事は、どうした……？」


    　蓮路は湊を睨にらんで答えを促す。


    　その必死な姿に、湊は彼が本当に人間を救おうとしていたことを思い知った。《悪路王アクロオウ》が幻エ類ナを滅ほろぼすために人間を狙ねらったのは、彼にとって想定外の出来事だったのだろう。


    　こんな要求、取引にもならない。


    　なぜなら湊は、既にそうするつもりだったのだから。


    　しかし返事は必要だろう。


    　今にも命が消えそうな男を──一時期は友人でもあり家族でもあった人間を、少しでも心安らかにするため、湊みなとは了承の返事をしようとする。


    



    「お断りするのです。その想いがあるのなら、第八特区はあなた自身で守るべきなのです」


    



    　けれど湊が口を開く前に、頭上から声が響く。


    　黒い影が頭上を通り過ぎ、遅れて風が吹き、大おお鴉がらすが地上に舞い降りた。


    　大鴉の上に乗っていた照てる日ひは、厳しい表情で蓮れん路じを見下ろす。


    「あなたは第八特区の柱です。ならばその責任をきちんと果たさなければいけません」


    「ッ──それができねえから……俺は──」


    　蓮路の顔に怒りの色が滲にじむ。


    「本当にできませんか？　もう立てないですか？　おかしいですね……わたくしには、あなたへ流れ込む多くの想いが見えるのですけれど」


    　照日は微ほほ笑えみながら言葉を返した。


    　そこで湊も異変に気づく。近くに龍りゆう脈みやくという膨ぼう大だいな幻素イデアの塊があるために紛れていたが、別の幻素の流れがすぐ傍そばにあった。


    　流れの先で横たわる蓮路の血色が、少しずつ良くなっていく。


    「な──体が……動く？　ありえねえ……いったい何が──」


    　蓮路は信じられないという表情で、よろよろと身を起こした。


    「咲さく良らが第八特区の結界を利用して、あなたに幻素を送っているのですよ。あなたを信じ、想っている人々が生んだ幻素です。あなたの体に馴な染じむのは当然ですよね」


    　にこりと照日が笑い、視線を動かす。その先に小さな光の球が浮かんでいた。


    　光球がその輝きを増すと、空中に咲良とシーナの姿が浮かび上がる。


    　──これはシーナの通信魔術か？


    　驚く湊の前で二人は笑顔を浮かべた。


    『よかった──うまくいったみたいですね！』


    　咲良は嬉しそうに歓声を上げ、シーナはぐっと親指を立てる。


    『ミナト、そっちの様子はちゃんと見えてる。ボクたちもやれることをやるから、頑張って』


    「ああ……二人とも本当に助かった」


    　心からよかったと思えていることに少し安あん堵どしながら、湊は礼を言った。


    　蓮路はしばし呆ぼう然ぜんとしていたが、やがて口元を歪ゆがめながら立ち上がる。


    「はッ──あいつらが……俺を生かすってのか。くだらねえ……どんだけ人を見る目がねえんだよ。利用しろっつったのに……こうなってまで信頼とか……馬鹿馬鹿しい。心底呆あきれるぜ」


    　微かすかに震える声で呟つぶやいた蓮路は、ゆらりと湊たちの前に出て、光の球体となった《悪路王アクロオウ》を見上げた。


    「だがまあ……どんなもんでも借りは借りだ。きちんと返してやるよ。全部背負ってやるさ。ああ────ははッ……そうか……これが、命を救われるって感覚か」


    　蓮れん路じが右手を掲げると、虚空から炎の剣が出現する。


    　幻素イデアを必要とする彼の体は、もう世現者ネビリムと同じく神人と呼ぶべきものなのだろう。


    「…………」


    　湊みなとは無言で蓮路の横に並び、光刃の輝く天アマ羽ハを構えた。


    「湊、俺はどこまで行ってもてめえら幻エ類ナの敵だ」


    「ああ──知っている」


    　蓮路という男は決して変わらない。だからこそ強く、危うい。


    「てめえを許すことも、認めることもねえ」


    「それも、わかってる」


    　己おのれの罪は理解している。翼つばさの死を忘れることはない。その責任から逃れるつもりもない。


    「だが、今は剣を向ける相手が同じだ。後ろにいる奴らが同じだ。だから今だけは、てめえを無視して戦ってやるさ」


    「──ああ」


    　湊はただ、深く頷うなずいた。


    　恐らく彼と肩を並べて戦うことは、もう二度とないだろう。


    　だが今は、同じものを守るために──。


    　いや、蓮路だけではない。ここに集っている誰もが、同じ困難に相対している。


    「薙なぎ姉、本当にあれを──幻素の塊になった《悪路王アクロオウ》を斬り分けられるのか？」


    　湊は後ろを振り向き、草くさ薙なぎに問いかけた。


    「もう障壁もないようだから余裕だよ。ただしあの様子だと、斬った直後に爆発しちまいそうだが」


    　それを聞いた湊は、大おお鴉がらすの上にいる照てる日ひへ視線を移す。


    「照日、ほんの少しでいい──分割された《悪路王》の爆発を、言こと霊だまの力で抑え込んでほしい」


    「お安い御用なのです！　ですが、それでいったいどうするのですか？」


    「薙姉に幻素の塊を分割してもらって、段階的に龍りゆう脈みやくを支配する。蓮路と《宙翁ブラフマー》にも協力してもらえば、俺の負担はかなり減るだろう。そして最後に、あれの核になっている天アマノ羽ハ々バ斬キリの刀身を捻じ伏せる」


    　強い口調で湊は答えた。


    　先ほどは弾かれてしまったが、今度は力ずくでも押し切らなければ。


    　龍脈に呑のまれてしまうのは、さざ波が大波にかき消される理屈に近い。ならば少しずつ力を支配して、自分自身が大波になればいい。
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    「ほかの皆も幻素イデアを取り込める手段があるなら、少しでも削り取ってくれ。じゃあ──行くぞ」


    　湊みなとは天アマ羽ハを携えて駆け出した。蓮れん路じも湊に並んで走る。


    　そんな二人を追い越して、草くさ薙なぎの斬ざん撃げきが空を裂いた。


    　球体状になって膨張していた《悪路王アクロオウ》に、幾筋もの裂け目が走る。


    　分割された球体の間から眩まばゆい光が迸ほとばしり、爆発の気配に背筋が粟あわ立だった。


    　けれど安定を崩した幻素の塊を、照てる日ひの言こと霊だまが縛り付ける。


    「留まれ！」


    　爆発寸前だった球体の発光が弱まり、湊はその隙すきに最も手近な破片に天羽を突き立てた。


    「っ……」


    　分割された一部分とはいえ、凄すさまじい幻素量に体が軋きしむ。意識が薄れる。


    　──俺は辰たつ宮みや湊だ。照日の夢を叶える剣だ。


    　自分の名と存在理由を確認し、懸命に自我を保つ。


    　初めの大波を堪こらえると、体に満ちる力を実感した。龍りゆう脈みやくに満ちた力強い神しん気きが存在そのものを変革していく。


    「はあっ！」


    　湊はすぐさま、次の破片に刃やいばを振るった。


    「らあああああっ!!」


    　蓮路も炎剣を振るい、《魂沌ケイオス》の権限を用いて龍脈の一部を抑え込んでいく。


    　右側の破片が突然ごっそりと消失した。恐らくは《宙翁ブラフマー》が自分の空間に引きずり込んだのだろう。


    　しかしわずかに取りこぼした欠片かけらが、小規模な爆発を起こす。


    　すぐ傍そばで閃せん光こうが弾けるのを見て目を閉じるが、衝撃は来なかった。目を開けると大きな岩の腕が盾たてになっている。


    　さらに回転する炎の車輪と、漆黒の魔獣が湊の周囲を固めた。


    　これはナタクの宝具とエキドナの使い魔だ。


    「ミナトっ！　そのまま突っ走りなさい！」


    　ミカエルの風が体を包み、背中を押してくれる。


    　湊は皆に守られていることを感じながら、球体の奥へと突き進む。


    　幻素を段階的に取り込んでいくが、中心部のほうが幻素の密度が高く──一回ごとに呑のみ込まれそうになってしまう。


    　けれど、ふと気づいた。


    　龍脈以外にも、自分に流れ込む力がある。


    　──この温かい想いは……。


    『……湊さん』


    『ミナト──』


    　咲さく良らとシーナの声が、微かすかに聞こえたような気がした。


    　恐らく第八特区の結界を利用して、湊みなとにも力を送ってくれているのだろう。


    　確信する。辰たつ宮みや湊だけを見つめてくれるこの想いがある限り、自分は決して己おのれを見失うことはないだろうと。


    　もはや前に踏み出す足に躊躇ためらいはない。


    　恐れることなく一歩を刻み、刃やいばを振るう。


    　取り込む幻素イデアの密度は増し、辺りは光に満ちていく。


    　その中に細い刀身のシルエットが浮かび上がった。


    　──見えた！


    『某それがしの片割れです！』


    　頭の中に天アマ羽ハの声が響く。


    　ついに球体の中心に到達したらしい。


    　言こと霊だまによる縛りはそろそろ限界なのか、中心部の光は明滅を繰り返していた。


    　光が激しく輝くと肌に強い熱を感じる。


    　幻素が熱量に転換しつつあるのだろう。もう一刻の猶ゆう予よもない。


    　──止めてみせる。照てる日ひが思い描いた理想郷を守るために！


    　湊は天羽を振りかぶり、天アマノ羽ハ々バ斬キリの刀身へと告げる。


    「我は《覇皇スサノオ》の系譜に連なる者、《龍皇アクラ》の血族、辰宮湊！」


    　どくん、と龍りゆう脈みやくの幻素が反応を示した。


    　一際強くなった光が熱を伴って押し寄せ、湊を阻はばもうとする。


    　来るな、近づくな──という意志を感じる。


    　父神が湊を守ろうとしているのだろう。けれどそんな心遣いは無用だと、湊はさらに一歩踏み込んだ。


    　自分は庇ひ護ごされるだけの子供ではない。今はこの手で守らなければならないものがある。守りたいと願う人たちがいる。


    　ゆえに、戦うことから逃げはしない。勝つことを諦あきらめはしない！


    「龍脈の鍵かぎ、天羽をもって命じる──我が意に従えっ!!」


    　すべての力を乗せて、己の眷けん属ぞくを振り下ろす。


    　その刃は光を斬り裂き、辺りに激しい激突音が響き渡った。


    　光が弾ける。


    　何も見えなくなる。


    　けれど自分の形だけは忘れない。己の心は見失わない。


    



    『──湊みなと』


    



    　また声が聞こえた。


    　それは涼やかな少女の囁ささやき。


    　今度は咲さく良らやシーナのものではない。


    　外側から伝わってきた声ではなく、龍りゆう脈みやくの内側から響いてきたものだった。


    　湊はその声をよく知っていた。思い返さない日はなかった。


    　──ああ、そういうことか。


    　そこで湊は龍脈の本質を理解する。


    　龍脈とは数あま多たの水神、地神の集合体であり、《覇皇スサノオ》を楔くさびとして統合された存在。湊の父神である《龍皇アクラ》そのもの。


    　そうした認識は間違っていないが……それだけではなかったのだ。


    　なぜここまで膨ぼう大だいな幻素イデアが残っているのかを、もっとよく考えるべきだった。


    　常に幻素が補充されていなければ、龍脈とていずれ枯れ果てる。


    　現代において幻素を生み出すのは、人間の想いと魂。


    　つまりこの極東に生きた人間たちもまた、龍脈の一部を成していたのだろう。


    



    「──翼つばさ」


    



    　だから、龍脈のどこかにいるはずの──彼女の名を呼ぶ。


    　返事はない。膨大な光の奔ほん流りゆうにかき消されて聞こえない。


    　けれど一瞬──ほんの刹せつ那な、白い光の中で、湊は懐かしい少女の笑みを、確かに──はっきりと垣かい間ま見た。

  


  
    　　　　終章


    



    　一年後──〝楔くさびの地〟。


    　かつて龍りゆう脈みやくを巡る戦いが繰り広げられた大地は、戦闘の余波で更地になり、中心部には巨大な鉄の柱が聳そびえていた。


    　それは龍脈の楔として再構成された天アマノ羽ハ々バ斬キリの刀身。


    　龍脈の要となったその地には議場が作られ、重要な話し合いが行われる際の会談場所になっている。


    　そしてその場所には今、八柱特区と巫ふ道どう機関の代表、そしてそれぞれの護衛が集っていた。


    「ではこのたびの、第九特区承認の件について採決を取りたいと思います」


    　居並ぶ各特区の代表者を見回して、芦あし原はら咲さく良らは告げる。


    　名な桐ぎり壮そう真まが第八特区と龍脈の件で退任してから約一年。調停士長になった咲良はこうして表舞台に立つことが多くなった。


    　理由は明白。彼女ほど幻エ類ナの信頼を得ている人物がいないからだ。第八特区設立に関する様々な折衝や、その後に発生した様々な危機にも、彼女は調停士として事態の解決に当たってきた。その功績に並ぶ者はなく、加えて居並ぶ神祖オリジンたちを前にして物怖じせず話せるのも彼女だけ。


    　咲良はそうなるべくして、今の場所に立っていた。


    「私は賛成です。《闇海ワダツミ》を柱とする海中の第九特区は、水棲血族と人間の共存を図るモデルケースになるでしょう」


    　そう発言したのは第一特区を統すべる《天元エール》。彼の後ろに控えている天使たちは、その言葉に深く頷うなずいている。


    「ワレモ……イロンハ、ナイ」


    　重々しく第二特区の《虚帝ギンヌンガガプ》も同意した。岩山とさえ言える巨体の彼も、屋外の議場であるここでは問題なく列席できる。


    「余も反対はせぬが、懸念を抱いてはいる。好んで海中に住もうとする人間など、本当にいるのか？」


    《宙翁ブラフマー》の質問に対しては、咲良が答えた。


    「巫道機関としては、特殊な立地を生かして、リゾート地としての展開を提案しています。外部からの観光客も受け入れることで、アヴァロンと外界の緩衝地帯としても機能するでしょう」


    「ふむ、リゾートとな。それは面白そうだ。全く……人間というものは、愉快なことを考えるものだな」


    　咲良の言葉を聞いて、第四特区《源仙コンロン》は笑う。


    　地神である彼女は簡単に居場所を移すことはできないのだが、この場所には龍脈を介して転移することが可能だった。


    「まあ、マゴニアの空中庭園も人間たちには人気じゃからのぉ。最近では魔女になりたいと願い出る者も増えた。ま、これはシーナの影響かもしれんが……海の底も──確か竜宮城じゃったか？　そこを解放すれば良き観光スポットになるじゃろう」


    　第五特区の《始魔ヴアルプルギス》は楽しげに笑う。


    　その容姿はうら若き少女のものだが、以前よりも背丈と頭の角が少し伸びている。これは一年前に龍りゆう脈みやくから溢あふれ出た幻素イデアが、各神祖オリジンに分配された影響。


    　龍脈の流れというのは一方向で、支配下に置いても一度取り出した幻素をすべて元に戻すのは困難だったのだ。


    「変化は僕の望むところだよ。面白そうだから、今度遊びに行こうかな」


    　そう発言したのは、第六特区を統すべる神祖《魂沌ケイオス》。


    　フルンディングに吸収されたと思われた彼だったが、戦いの後にひょっこり少年の姿で現れた。その背後には、髪色が対照的な二人の女神が佇たたずんでいる。


    「わたくしは、もちろん賛成なのです。新たな可能性の模索という意味もありますが、《闇海ワダツミ》が人間と協力するようになれば、今後地震などが起こった時に津波の被害を最小限に抑えられるかもしれません。《闇海》が龍脈の力を使えば、それだけのことも可能だと思います」


    　第七特区の柱である照てる日ひは、銀色の狐耳と尻尾をピンと立てて自分の意見を述べた。


    　護衛として同行した湊みなとは、そんな彼女を後ろから見守る。


    　そして皆の視線は、最後に残った第八特区の柱に向けられた。


    「──俺も第九特区の設立に文句はねえよ。だが、トンネルでも潜水艦でも何でもいいが……人間が自分で外と行き来できる手段は用意しときな。人間ってのは閉じ込められりゃ、外に出たくなる。人を留めたいなら、いつでも出られるようにしとくことだ」


    　座席の背もたれに体重を預けながら、飛ひ田だ蓮れん路じは面倒くさそうに口を開く。


    「それについては、海上へ通じる塔の建設を検討中です。《闇海》様も協力すると仰おつしやっています」


    「なら──俺はこれ以上口を挟まねえさ」


    　蓮路の言葉に咲さく良らは頷うなずき、もう一度全員を見回す。


    　誰からもそれ以上の発言がないのを確認し、咲良は大きな声で宣言した。


    「では全会一致で、第九特区の設立を承認します！」
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    　会談が終わり、皆が去った後、龍脈の楔くさびを見下ろせる高台に三つの人影があった。


    「──《魂沌》様、此こ度たびもまたアヴァロンは大きな変化を迎えました。お体も少し成長されたのではないですか？」


    　そう問いかけたのは褐色の肌と艶つやのある黒髪を持つ女神、アフラ。


    「ああ──言われてみれば、わずかに視点が高くなったね。力も漲みなぎっている。気分は非常にいいよ」


    　彼女に話しかけられた少年は、灰色の髪を風に靡なびかせながら頷うなずいた。すると今度は髪色だけがアフラと正反対な白髪の女性──アンリが口を開く。


    「《魂沌ケイオス》様が、此こ度たびの世界からだをお気に召したようで、吾われらはとても嬉しく思います」


    「──そうだね。この世界からだはとても可能性に満ちた素晴らしいものだと思うよ。だが、まだ危うい。今はまだ瑞みず々みずしく美しいが、やがて醜い姿になってしまわないか、とても心配だ。これまでがそうだったようにね」


    　少年の姿をした《魂沌》は自みずからの手を見つめながら、言葉を続ける。


    「君たちが力を貸した飛ひ田だ蓮れん路じは、それなりに期待に応えてくれている。しかし、これからも混沌の内より新たな輝きを見み出いだせる器かどうかは、怪しいものだよ」


    　軽い口調で少年が言うと、アフラとアンリは瓜うり二つの微笑を浮かべた。


    「ご安心ください、彼が正しき法を敷ける者であることは、吾が保証します」


    「ご安心ください、彼が必要悪を為なせる者であることは、吾が保証します」


    　二人の女神は歌うように言葉を紡つむぐ。


    「けれど、それでも彼が失敗したのなら」


    「《魂沌》様が醜い姿に成長してしまったのなら」


    　女神たちは笑みを湛えたまま、冷徹に告げた。


    「やり直せばいいのです」


    「作り直せばいいのです」


    「これまでそうしてきたように」


    「何度も繰り返してきたように」


    　その助言を受けて《魂沌》は明るく朗らかに笑う。


    「確かに君たちの言うとおりだ。だけど今回の世界からだを壊すのは、骨が折れそうだね。前みたいに《空エ姫ア》だけをけしかければいいってわけじゃない。面倒は嫌だから、なるべくうまくいってほしいよ」


    　やれやれと肩を竦すくめて、少年は龍りゆう脈みやくの楔くさびに背を向けた。


    「ふふ、そうですね。期待しておきましょう」


    「ゆっくりと此度の世界からだを育てていきましょう」


    　二人の女神は頷き、少年の後に続く。


    　強い風が吹き、砂すな埃ぼこりが舞い上がった後──もうそこには誰の姿もなかった。
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    　第八特区、ランドマークタワー屋上。


    〝楔くさびの地〟から帰還した蓮れん路じの前に、スーツ姿の男性が現れる。


    「飛ひ田だ君、お役目ご苦労様──とでも言ったほうがいいかな？」


    　張り付いたような笑みを浮かべる男性を見て、蓮路は顔を顰しかめた。


    「はッ、いらねえよ。てめえのためにこんなクソみたいな役回りを務めてるんじゃねえんだからな。で、何の用だ──名な桐ぎり壮そう真ま」


    　かつて巫ふ道どう機関総そう帥すいの地位にいた男に蓮路は問いかける。


    「〝外〟の状況を伝えにきたのさ。君の計画は順調だよ。我々の派遣した機神デウス使いの部隊は、各地の荒ぶる幻エ類ナを着実に駆逐しつつある」


    「だがそろそろ揺り戻しが来る頃じゃねえか？　反発も大きくなっているはずだ」


    　蓮路は真ま面じ目めな表情で質問を重ねた。


    「それについてはアヴァロンという後ろ盾だてが大きな抑止力になっているよ。この八柱特区──いや、もうすぐ九柱特区になるのかな──は、人間と幻類が共存を選んだ新たな国家だ。ゆえに人間との共存を拒み、害を為なす幻類については、特区の方針として排除することを認めざるをえない。君はアヴァロンの内部に入り込むことで、幻類を討つ大義名分を手に入れた。全く、うまくやったものだね」


    　肩を竦すくめる名桐壮真を見て、蓮路は舌打ちをする。


    「チッ──何を他人事みたいに言ってやがる。半分はてめえが仕向けたことじゃねえか。それに肝心なのはその先だ。人間に敵対しない幻類の動向を話せ」


    「そちらも予定どおり。多くの幻類がアヴァロンへと渡ってきている。移住希望者はもう幻類のほうが多いほどだ。まあ、それも仕方ないだろう。外界にいれば、いつ悪神のレッテルを貼られ、討伐されるかわからない。君の望む〝幻類がいない世界〟は実現しつつある。もちろんこのアヴァロンを除いて──だが」


    　多少の皮肉が混じった名桐壮真の言葉を受け、蓮路は苦々しい表情を浮かべた。


    「人間がいる限り幻類を滅ほろぼせねえってんなら、このチンケな理想郷に押し込めるしかねえだろうが。ついでに神を信じる人間も集まってきて、龍りゆう脈みやくの幻素イデアも潤う。ここは幻類どもが自みずから飛び込んでくる、居心地のいい虫かごだ」


    「虫かご、か。君らしい表現だね。ただ──だとすると君にとって最大の敵は、私の元部下たちかもしれないな。巫道機関はアヴァロンの外にも、幻類との共同自治区を作ろうとしている。虫かごも、大きくなりすぎればどちらが外か内かわからなくなってしまうだろう」


    　蓮路は名桐壮真の指摘に、大きく息を吐く。


    「別に構いやしねえよ。どうなろうが境界線は引かれる。俺は、人間が幻類に関わらないことを選択できるようになれば、それでいい」


    「……ずいぶんと妥協したね。本当にその程度でいいのかい？　幻エ類ナを滅ほろぼすという君の願いは、捨ててしまったのかな？」


    　試すように名な桐ぎり壮そう真まが問う。


    　すると蓮れん路じは瞳ひとみの奥に激情の炎を灯し──だが口調だけは静かに答えた。


    「俺は待つことにしたのさ──人間が変わるのをよ。外の人間はいずれ神を忘れ、必要としなくなる。アヴァロンにいる人間も、幻類を単なる隣人と見なすようになるだろう。幻類は共存を選んだことで、神ではいられなくなったのさ。人間から生じる幻素イデアはいつか途絶えて……奴らを滅ぼす機会が、必ず来る」


    　強い決意と覚悟の籠こもった言葉に、さすがの名桐壮真も息を呑のんだ。


    「その時が来るのは……数十年後、数百年後かもしれないよ？　それに幻素が枯渇すれば君も──」


    「構わねえさ。てめえも知ってるだろう？　今の俺の呼び名をよ」


    　獰どう猛もうな笑みを浮かべて蓮路は彼に問い返す。


    「────ああ、そうだったね。君は今もあの名を使い続けているんだったか。災厄の化身、《悪路王アクロオウ》の名を……」


    　どこか寂しそうな声音で名桐壮真は答えた。


    「そのとおり、俺は第八特区の柱──《悪路王》。幻類の敵で在あり続ける者だ」


    　蓮路はそう宣言し、彼方かなたの空に視線を向ける。


    　もう取り戻せない過去と、遠い未来に思いを馳はせるように──。
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    　轟ごう々ごうと響く滝の音と、澄んだ山の空気──。


    　古びた社やしろは長く放置されたせいでかなり傷んでいるが、補修すればまだ何とか使えそうだ。


    「やっとここにへ来ることが──いえ、帰ってくることができたのですね」


    　照てる日ひは長い時を過ごした《龍皇アクラ》の社を見回して、感慨深げに呟つぶやく。


    「そうだな……本当にようやくって感じだ」


    　湊みなとも懐かしい風景を眺めながら、父神の神しん気きが満ちた空気を吸い込んだ。


    　この神山は〝楔くさびの地〟の近くにあるので、会談が終わった後に少し立ち寄ることにしたのだ。


    　これまでも付近に来ることはあったのだが、照日があまりに多忙だったため、後回しになっていた。本当に特別な、初めての〝帰郷〟であるため、会議に同行した草くさ薙なぎたちにはふもとで待ってもらっている。


    「この社で湊と暮らしていた時──わたくしは幸せでした」


    　照日は社の縁側に歩み寄ると、積もっていた落ち葉を払って腰を下ろした。


    　くいくいと手招きされた湊みなとも、照てる日ひの隣に座る。


    「ああ、俺も幸せだった。照日さえ傍そばにいるならそれでいいと……孤独になることはないんだと、そう思っていた気がする」


    　幼かった頃の気持ちを湊が口にすると、照日は苦笑を浮かべた。


    「はい──わたくしもそうでした。けれど、わたくしは湊を置いて、ここから出ていったのです。自分にできることをやらないと……湊の前で笑えなくなってしまうと思ったから……」


    　当時、外界は幻エ類ナの存在が人間に認知されるようになった頃。ゆえに人間側と話し合いをするために、幻類を纏まとめる存在が必要だった。


    「わかってるさ。まあ、その時は納得できなかったが──俺も外の世界に出て、いろいろなことに気づいた。人間を守りたいという気持ちも……理解できるようになった」


    　湊は翼つばさの顔を思い浮かべながら答える。それを見た照日は、少し切なそうな表情を浮かべた。


    「わたくしたちには、大切なものが増えました。増えると……大変ですよね。大切な人たちが苦しんでいると、自分まで辛くなります。悲しんだりする機会も多くなるのです」


    「まあな。けど、その逆もあるだろ」


    　照日の頭に湊がポンと手を置くと、彼女の狐耳がピクリと動く。


    「はい──大切な人たちが笑ってくれると、わたくしも嬉しくなります。今はやっと……アヴァロンにいる方たちに笑顔が増えてきました。だから……今のわたくしは、ここで暮らしていた時よりも、たくさんの幸せを持っていると思うのです」


    「そうだな……俺も同じだ」


    　同意する湊だったが、そこでなぜか照日はじっともの言いたげな視線を向けてきた。


    「照日、どうかしたか？」


    「いえ、確かに湊はいろんな方たちに好かれて幸せそうだなと思っただけなのです。ここにいた頃は湊を独り占めできたのに……」


    　そう言うと照日はころんと湊のほうに体を倒してくる。照日が何を求めているかはすぐにわかったので、湊は何も言わず彼女に膝ひざを貸した。


    　湊の膝を枕にして寝転がった照日の頭を優しく撫なでる。すると銀色の尻尾が嬉しそうに大きく揺れた。


    「湊……これからは時々、ここに戻ってきましょう。一緒にお掃除をして、綺麗にするのです」


    「──ああ」


    　柔らかな銀色の髪を指で梳すきながら、湊は頷うなずく。


    「第七特区でも、わたくしはもっと湊と二人きりになりたいのです。わたくしをあまり放っておかないでください」


    「わかった。気をつける」


    　表情を隠しながら言う照日に、湊はまた頷き返した。


    「……約束なのですよ？　戻ったら露店市にデー……じゃなくて、ふ、二人で視察に行くのです」


    「了解した」


    　そう答えつつ照てる日ひの狐耳を撫なでると、彼女はくすぐったそうに身を捩よじった。


    「湊みなと──」


    「何だ？」


    　少し照日の声音が変わったことに気づき、湊は彼女の顔を見下ろす。


    　照日はころんと上を向き、湊と視線を合わせ、小さく手招いた。


    　どうしたのかと湊が顔を寄せると、照日は湊の首に手を回し──微ほほ笑えむ。


    「どんなに大切なものが増えても……幸せが溢あふれても……わたくしが笑えるのは、湊がいるからなのですよ？」


    　そう言って彼女は腕に力を込めた。


    　二人の距離は縮まり、そして──。
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    「……もう夕方か」


    　会談を終え、照日と《龍皇アクラ》の社やしろに立ち寄ってから第七特区に帰還した頃には、空は赤く染まり始めていた。


    　湊は全身に疲れを感じながら、天アマ羽ハを壁に立てかけ、ベッドに仰向けで倒れる。


    　各特区の神祖オリジンが一堂に会するのは、第八特区の承認式典以来のことだ。


    　あの時も場に凄すさまじい緊張感と神しん気きが満ち、幻素イデア酔いのような状態になったのを覚えている。


    　神祖と同等の格があればそんなことにもならないのだろうが、生あい憎にく、湊の力は彼らと比較にならない。《龍皇》の社に立ち寄ったことで少しは回復したが、それでも疲労のほうが大きい。


    　一年前──龍りゆう脈みやくを完全に支配した直後は、凄まじい幻素を手にしていたが、それを長時間維持することは難しく、封印処置を行ったのだ。


    　大地の下に貯蔵されていた幻素は照日の言こと霊だまの力を借りて、再び眠りに就かせることができた。《悪路王アクロオウ》として表に出てしまった分に関しては、龍脈の使用権を持つ各神祖に分配したので、湊のもとに余分な力は残っていない。


    　それはあの件を丸く収めるのに必要な手続きで、湊も文句を言うつもりはなかった。特に最も幻素不足に悩んでいた魔女の血族などは、諸手を挙げて喜び、感謝してくれたほどだ。


    　そうした経緯があり、今の湊は龍脈を正式に継承したという立場だというのに、力を厳重に封じられ、常に体が重い。


    　草くさ薙なぎなどは重しをつけての特訓みたいなものだと軽く言うが、体が期待どおりに動かないストレスは日常の中で積み重なる。


    　そして今回のような緊張する仕事をした時などは、一気に疲労感が襲ってくるのだ。


    「はぁ……」


    　大きく息を吐いて目を閉じた。


    　まだ外出着を着たままだが、起き上がる気力は残っていなかった。


    　けれど湊みなとが眠気に身を任せようとした時、部屋にバタンと大きな音が響く。


    　薄目を開けると、ノックもなしに部屋へ飛び込んできた照てる日ひが、満面の笑みで湊を見つめていた。


    「湊っ！　準備ができたのです！」


    　照日は普段より動きやすい薄手の着物に着替え、小さな鞄かばんを手にしている。


    「準備……？」


    　何のことかわからずに湊が聞き返すと、途端に彼女の顔は不機嫌なものとなった。


    「忘れたのですか？　帰ったらデートに──じゃなくて、露店市の視察に行こうと約束したのです。今日は夜市が開かれるので、きっとすごく賑にぎやかなのですよ」


    　頬ほおを膨ふくらませた照日に睨にらまれ、湊は思い出す。


    　確かに露店市を二人で視察する約束はした。だがもう夕方だったので、帰っていきなり出かけるという発想はなかったのだ。


    　けれど照日は、今日の約束をしたつもりだったのだろう。


    　このままでは怒り顔から泣き顔に変わってしまいそうなので、湊は重い体を起こす。


    　まあ、つかの間の休息よりも照日の笑顔のほうが大事だ。ここは覚悟を決めて付き合うとしよう。


    「わかった。じゃあ──」


    　ベッドから立ち上がって「行くか」と続けようとした湊だったが、そこにまた別の声が響いた。


    「あのー……湊さん、お取り込み中ですか？」


    　視線を動かすと、開いたままの扉から咲さく良らが顔を出している。


    「咲良？　どうかしたのか？」


    「えっと……この前、約束したことについてなんですけど──」


    　少し恥ずかしそうに頬を染める咲良を見て、照日が湊を睨んだ。


    「湊、咲良とも何か約束をしたのですか？」


    「いや──今日は特に何もなかった気がするんだが……」


    　説明を求めて咲良を見ると、彼女は首を縦に振る。


    「あ、はい。別に今日の約束ってわけじゃありません。ただ、約束を果たすなら今日かなって……ほら、最近湊さんがお疲れだって言った時に、私……その……今度マッサージをしますと……」


    　照てる日ひをちらちらと気にしながら、咲さく良らは湊みなとの部屋に来た理由を語った。


    「ま、マッサージ!?　み、みみ、湊は咲良とそんな秘め事をするつもりだったのですか!?」


    　顔を真っ赤にして叫ぶ照日に、湊は慌あわてる。


    「ひ、秘め事って──あくまでただのマッサージだろ」


    　そう弁解するが、今度は背後でガラガラと窓の開く音が聞こえた。


    「ミナトー、暇ならわたしの部屋で一緒に漫画でも──」


    　ベランダから顔を覗のぞかせたのは、白い翼を背に持つ天使の少女、ミカエル。


    　彼女は照日と咲良がいるのに気づいて、動きを止める。


    「何だかまずいタイミングで来ちゃったかしから……」


    　ますます不機嫌になる照日を見て、ミカエルは冷や汗を垂らした。


    　だがそんな彼女の背後で、ゆらりと人影が揺れる。


    「入るなら早く入って。ボク、ミナトに用があるから」


    「え？　あ、ごめんなさい」


    　背中を押されたミカエルはよろめきながら部屋に入ってくる。その後ろに続くのは、杖つえを手にした人間の魔女、シーナだ。


    「シーナまで……いったいどうしたんだ？」


    「今日、流星群が降るってお母様に教えてもらった。だから一緒に来て。こういうのは恋人や夫婦にとって重要なイベント」


    　そう言ってシーナは手を差し出してくる。


    「……湊はいったい、誰の誘いを受けるのですか？」


    　照日は半眼で湊に問いかけた。


    　尻尾はぶわりと大きく広がり、それ以上は何も言わずとも「当然わたくしですよね？」というプレッシャーが凄すさまじい。


    　もちろん優先するのは約束をした照日なのだが、ほかの皆が向けてくる視線も真剣で、断るにも言葉をちゃんと選ぶ必要があった。


    　部屋に重い沈黙が落ちる。


    　カチャカチャ──。


    　そこで湊は微かすかな物音に気づいた。


    　金属同士が接触しているような硬質な音だ。


    　目だけで音源を探すと、壁に立てかけてあった刀が震えているのを発見した。


    　ボンッ──！


    　その直後、天アマ羽ハから煙が噴出し、部屋の中を白く染め上げる。


    「な、何が起こって……」


    　咲さく良らが戸惑った声を上げる中、湊みなとは煙の中から飛び出してきた幼い黒髪の少女に腕を掴つかまれ、そのまま開いていた窓から外に連れ出される。


    「主あるじ様、お助けいたします！」


    　どこか草くさ薙なぎに似た顔立ちの少女は、生き真ま面じ目めな口調でそう告げた。


    「あ、天アマ羽ハ、逃げても解決にならな──」


    　止めようとするが間に合わず、少女は湊を掴んだままベランダから夕焼け空に身を投げ出す。


    　先日、ついに変化できるようになった湊の眷けん属ぞくは、とにかく主の話を聞かない。自分の判断で勝手にお節介を焼くのだ。


    「湊ーっ！　どこへ行くのですか!?」


    　地上へと落下する中、湊は照てる日ひの怒った声を聞く。


    　ベランダからはミカエルとシーナが追いかけてくるのが見えた。懐ふところでは携帯端末が着信音を響かせている。恐らく咲良からだろう。


    　余計に事態が拗こじれていくのを感じながら、湊は水を生成して着地に備えた。


    　今日はいつも以上に騒がしい一日になりそうだ。


    　疲れの残る体にはなかなかの試練で、勘弁してほしいとも思うが、それでも同時に心の隅で祈る。
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    　こんな毎日が、できるだけ長く続いてほしいと。


    　いつか必ず終わるものではあるけれど、変わらないものではないけれど──。


    　変わるならせめて、今より素晴らしいものに。


    　そう──遥はるかな理想へと一歩ずつ前進し続ける、このアヴァロンのように。


    



    



    
      了　　　

    

  


  
    　　あとがき


    



    　お久しぶりです、ツカサです。


    　とうとう『熾し界かい龍りゆう皇おうと極東の七柱特区アヴアロン』も五巻目。シリーズのクライマックスであり、ラストエピソードとなりました。


    　前シリーズに続き、やりたかったことは大体全部書き切ることができたのでホッとしています。その機会を与えてくださった読者の方々とガガガ文庫には本当に感謝です。


    　今シリーズはいろいろと設定が多く、テーマも多少重めですが、その出発点は単に狐系モフモフヒロインが書きたいというだけのものでした。


    　初期案のタイトルは『ナインヘッド・ナインテイル』というもので、九く頭ず竜りゆうと九きゆう尾び狐を主軸に置いた物語だったように思います。


    　そこからいろいろな要素が増え、湊みなとと照てる日ひが世界の仕組み・価値観といった大きなものに挑んでいく話になりました。


    　紆う余よ曲きよく折せつはあったものの、照日のモフモフ度は維持できてよかったです。


    　夕ゆう薙なぎ様の素晴らしいイラストで照日のモフモフ度は３００％アップし、文章を書くのがとても楽しくなりました。この巻ではこれまで出番のなかった《宙翁ブラフマー》と《魂沌ケイオス》のイラストも描いてくださり、頭が上がりません。


    　この『熾界龍皇と極東の七柱特区』で一緒にお仕事ができて、本当によかったです。実を言うと夕薙様は前シリーズである『ＲＩＧＨＴ×ＬＩＧＨＴ』を読んでくださっていて、それを聞いた時、とても嬉しかったのを覚えています。そうしたご縁が今後も繋がっていけば幸いです。


    　夕薙様にだけでも感謝の言葉は尽つきませんが、ページも残り少ないので謝しや辞じを。


    　シリーズ立ち上げ時の担当であるＩ様。Ｉ様がいなければ湊や照日は生まれることはありませんでした。地図やキャラクター紹介などにも、ご尽力いただきありがとうございます。タイトルを含めた表紙デザインも、デザイナー様と共に素晴らしいものにしてくださり、感謝しています。


    　現担当であるＴ様。引き継ぎ当初はスケジュールの面でいろいろとご迷惑を掛けてしまいました。この五巻もあまり余裕がない中、原稿の修正に関するアドバイスや校正作業をしていただき、ありがとうございます。今巻ではＴ様のおかげでとても魅力的なシーンになった箇所がいくつもありました。今後ともよろしくお願いします。


    　そして繰り返しになりますが読者の皆さんとガガガ文庫、この本に関わってくださった全ての方々に心よりの感謝を。それでは、また。


    



    
      二〇一六年　九月　ツカサ
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    ツカサ


    Tsukasa


    



    ８月15日生まれ。Ｂ型。第七特区在住の物書き。わりと方向オンチなので、初めて行く場所の下調べは欠かさない──ようにしていたのだが、スマホのおかげで行き当たりばったりでも何とかなることが多くなった。もふもふしたものが好き。
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